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　ロートレアモン騎士国──通称「竜を飼う国」。

　北方にはゼファロス帝国、南方にはシェブロン王国。

　大陸の二大列強に挟まれた、この人口五百万足らずの小国には、ある特殊な学院が存在する。




　アンサリヴァン騎竜学院。

　ドラゴンと契約を交わした少年少女たち──竜飼い人ブリーダーを教え、導くための学院である。






プロローグ









「それでは、諸君に新たな生徒会役員を紹介しよう」

　講堂に集まった全校生徒を前に、レベッカが朗々と宣言する。

〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉の異名をもつ生徒会長、レベッカ・ランドールの立ち姿は、今日も大理石の彫像さながら輝いて、学院生の視線を一身に集めている。

「まずは風紀担当、シルヴィア・ロートレアモン」

「はい」

　シルヴィアは凛りんとした返事を響かせると、舞台袖そでから一歩を踏み出した。

〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉──その異名が示す通り、シルヴィアの瞳ひとみは蒼あおい氷のようだ。白はく皙せきの美び貌ぼうを彩るのは、まばゆいばかりの金髪である。

「このたび生徒会役員に就任することになった、シルヴィア・ロートレアモンだ。若輩者ゆえ、至らぬ点も多々あると思うが、このアンサリヴァン騎竜学院の風紀を守るべく、全力を尽くす所存である。以後、よろしく頼む」

　その神妙な挨あい拶さつに、多くの学院生がざわめいた。

　以前のシルヴィアが常にまとっていた、刺とげ々とげしい雰囲気が感じられないのだ。

　シルヴィアが優雅に一礼すると、万ばん雷らいの拍手が湧わき起おこった。当のシルヴィアが戸惑いを隠せないほどの、大きな拍手だった。

　よほど気恥ずかしかったのか、シルヴィアは逃げるように舞台袖に戻ってきた。

「お疲れさん。いい挨拶だったよ」

　そんなシルヴィアをねぎらうべく、アッシュは笑顔で声をかけた。アッシュも生徒会役員に就任したため、舞台袖で待機していたのだ。

「た、大したことではない……」

　誉ほめられることには慣れていないのか、シルヴィアは頰ほおを染めた。しばらく、もじもじと俯うつむいていたのだが、急に眉まゆを吊つり上あげると、アッシュに詰め寄ってきた。

「そんなことよりも、だ！　次はお前の番だぞ？　大丈夫なのか？」

「そ、それは……」

　学院一の問題児として名を馳はせてきたアッシュだが、こんな形で舞台に立つのは、もちろん初めてのことだ。緊張するなというほうが、無理な話。

「はあ……姫様は緊張とは無縁そうだし、羨うらやましいよ」

「バカをいうな！　私だって緊張くらいはする！」

　シルヴィアの剣けん幕まくに、アッシュは気け圧おされてしまった。

「いや、すまん。場慣れしてるように見えたから、つい……」

「王女として、幼い頃ころより数々の式典に引っ張り出されていたからな。確かに場慣れはしているが……だからといって、緊張と無縁というわけにはいかない」

「そっか。安心したよ」

　アッシュが急に笑ったので、シルヴィアは怪け訝げんそうな顔をした。

「姫様でさえ、緊張するんだ。俺おれが緊張するのは当然──そう思ったら、なんだか楽になった。ありがとな」

「べ、別に……この程度で礼をいわれる筋合いはないぞ」

　シルヴィアは恥ずかしそうに、そっぽを向いてしまった。




「それでは、次の新役員を紹介しよう。〝学院一の問題児〟改め、庶務担当のアッシュ・ブレイクだ」

　レベッカの言葉に、会場がドッと沸いた。

「庶務とは、いってみれば〝なんでも屋〟だ。どんなに些さ細さいなことでも、困ったことがあればアッシュに相談するといい」

　ますます沸き立つ会場の雰囲気に、アッシュは頭を抱えたい気分に陥った。

　舞台の中央から会場を見下ろした途と端たん、基礎課程ユニオスと上級課程シニオス、総勢四百名に及ぶ学院生の姿が視界に飛びこんでくる。

「うっ……！」

　つい先ほど、シルヴィアのおかげで気分は晴れたはずなのに、実際に舞台に立ってみると、改めて緊張感が甦よみがえってしまう。

「……………………」

　ふと、包帯でぐるぐる巻きにしたはずの左腕が、無性に気になった。

　アッシュの左腕には、〈星せい刻こく〉と呼ばれる模様が刻まれている。

　竜飼い人ブリーダーであれば、誰だれもが肌のどこかに刻まれているのだが、アッシュの〈星刻〉は異様に大きく、左腕の肌ををびっしりと埋め尽くすほどである。

　そのため、アッシュは常つね日ひ頃ごろ、他人の注目を避けるべく、自分の〈星刻〉を包帯で覆い隠してきた。

　今朝などは普段に増して、念入りに包帯を巻いてきたほどである。

　にもかかわらず、これほど大勢の視線にさらされてしまうと……制服も包帯も通り越して、この〈星刻〉を見透かされているのではないか──などという不安にさいなまれた。

「おい……しっかりしろ」

　そのとき、シルヴィアが小声でささやくのが聞こえた。

　さりげなく舞台袖そでに視線を向けると、シルヴィアがこちらを見ていた。

「……姫様？」

　シルヴィアは握にぎり拳こぶしを胸の前に掲げて、力強く頷うなずいてくれた。

　──あの姫様が、俺おれを励ましてる……！

　たったそれだけで、アッシュはふわりと、気分が軽くなったような心地がした。

　改めて、全校生徒に視線を向ける。

「えっと……このたび生徒会に入ることになりました、アッシュ・ブレイクです。俺になにができるのかは、正直なところ、まだわからないのですが……と、とにかく、精一杯頑張りますので、よろしくお願いします！」

　素直に自分の気持ちを述べると、深々と一礼。

　頭を下げたまま、一秒、二秒と過ぎていく。

　会場は、しん……と静まり返ったままだ。

　やはり、悪名ばかりが先立つ自分がなにをいったところで、誠意は伝わらないのだろうか……残念な気持ちに押し潰つぶされそうになったそのとき──

　ひとりぶんの拍手が、アッシュの耳じ朶だを打った。

「姫様……？」

　そう、真っ先に手を叩たたいてくれたのは、舞台袖そでのシルヴィアだった。

　すかさず、レベッカも手を叩き始める。

　釣られるように、会場のあちこちからも拍手が芽生えていく。

　ふと客席を眺めると、友達のレイモンとマックスも笑顔で拍手を送っていた。

「みんな……！」

　ついにはシルヴィアのときと同じく、盛大な拍手となった。




　ホッと胸を撫なで下おろしつつ、アッシュは舞台袖に戻った。

「ふん……まあまあ、だったな」

　アッシュが戻った途と端たん、シルヴィアは普段の素そっ気けない態度に戻ってしまったが、誉ほめ言葉だと受け取ることにする。

「姫様のおかげだよ。そういえば……エーコはまだか？」

　アッシュの相パ棒ル──エーコの姿が見えないのが、どうしても気がかりだった。

　この就任式の主役は、決してアッシュとシルヴィアだけではない。

　つい先日、幼竜エーコが誕生したことを祝う宴席〝パルの祝い〟のさなか、レベッカは入会の儀式と称し、アッシュとシルヴィア、そしてエーコの頰ほおにキスをした。

　その口づけを受けた以上、エーコもまた、生徒会役員として選ばれた身なのである。

　ならばこそ、シルヴィアとアッシュが挨あい拶さつを終えた今、エーコも舞台袖で待機していなければならないのだが……今なお、影も形も見えないのだ。

「確かに、いくらなんでも遅すぎる。コゼットめ、また良からぬことを企たくらんでいるのではあるまいな……」

　シルヴィアは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

　コゼットはシルヴィアの侍女として、王宮からアンサリヴァンに派遣されていた。アッシュの手が離せないときは、エーコの面倒を見てもらっている。

　エーコが就任式の舞台に上がると聞いたコゼットは嬉き々きとして、「衣装のことなら、わたくしにお任せくださいな」と宣言した。

　それが、今から二時間ほど前のことである。

「衣装選びって、そんなに時間がかかるものなのか？」

「コゼットのことだから、調子に乗ってエーコを着せ替え人形にしているのだろう。いささか同情を禁じ得んな」

「まるで自分も被害者だった、みたいな口ぶりだな」

「頼むから、思い出させるな……」

　頭を抱えるシルヴィアの様子が、無性におかしかった。

　アッシュとシルヴィアが喋しやべっている間にも、舞台ではレベッカが時間を稼ぐため、熱弁をふるっていた。

「……あの日、シルヴィアは真しん摯しな目をして、わたしにこういった──『精一杯、務めます。それと……今後は名前で呼んで下さい。せめて生徒会にいるときくらいは、騎士王家の姫ではなく、ただのシルヴィアとして接して欲しいのです』、とな」

　レベッカは活いき活いきとして、〝パルの祝い〟での一幕を語り聞かせていた。

「ふふっ……あのときは、まるで愛の告白でも受けたような気分だったぞ。そうそう、諸君はシルヴィアを堅かた物ぶつだと思っているようだが、実はシルヴィアにだって、好きな男のひとりやふたり──」

「会長！　いい加減にしてください！」

　シルヴィアが拳こぶしを振り上げ、舞台袖そでから怒声を飛ばす。

　ドッと笑いに包まれる会場。

　そのときだった。

　──ドン！

　講堂の扉が、勢い良く開け放たれたのだ。

　会場の誰だれもが、背後の扉を振り返った。

　待ってましたとばかりに、レベッカが意い気き揚よう々ようと告げた。

「諸君、ようやく三人目の新役員がお出ましだ！　彼女の名前はエーコ！」

　客席を左右に分断する通路を、威い風ふう堂どう々どうと歩き出すエーコ。

　一歩を踏み出すたびに、かつん、かつんと、硬い音が響く。

　エーコの背後には、コゼットの姿もあった。いつもながらのメイド服姿で、エーコの付き人を務めている。

「なっ……なんだ？」

　舞台袖そでから首だけを突き出した格好で、アッシュは目を丸くした。

　同じく、シルヴィアもポカンと呆ほうけている。

　一歩ずつ、超然とした面持ちで舞台に向かうエーコを遠目に眺めつつ、レベッカが解説を始める。

「諸君も既に知っているだろう。エーコは先月、アッシュ・ブレイクのパルとして誕生した。理由はまだ解明されていないが、彼女は竜族にもかかわらず、ヒトの姿をしている。我々と言葉を交わすことだってできる。我らが生徒会は、エーコを生徒会のマスコットとして、心から歓迎しよう！」

　舞台上にたどり着くなり、エーコは全校生徒を見据えた。

　意思の強さを感じさせる、紅眼ルビー・アイの輝き。

　ふわふわと揺れる、ピンク・シルバーの髪。

　頭部の左右には、竜族の証あかしである角つのが生えている。まだ幼竜だけあって、角というよりは〝まん丸な突起〟とでもいうべき形をしている。

　小柄な身体を包むのは、黒を基調とした豪華なドレスだった。

「あれが……エーコなのか？」












　ほとんど無意識に、アッシュはつぶやいた。

　今のエーコは、単に美しいだけではなく、高貴な雰囲気を漂わせている。王侯貴族の娘だと紹介されたら、誰だれもが信じてしまうだろう。

　事実、学院生の誰もが、エーコの輝かしい美び貌ぼうに圧倒されている様子だった。

「さ、エーコちゃん。皆さんに挨あい拶さつをしましょうね。打ち合わせの通りにすれば、きっと大丈夫ですわ」

　コゼットがさりげなくエーコの耳もとでささやくのを、アッシュは確かに聞いた。

「本当に……あんなのでいいの？」

　無邪気に問い返すエーコ。

「ええ、このコゼットが保証します。皆さんの心を鷲わし摑づかみにするチャンスですわ」

　コゼットはにっこりと微笑ほほえんだ。

　なんとなく、アッシュは嫌な予感がした。

「わかったわ」

　アッシュの心配をよそに、エーコは従順に頷うなずくと、すっ……と息を吸い込んだ。

　誰もが固唾かたずを吞のんで、エーコの一挙一動を見つめている。

　アッシュもまた、緊張のあまり拳こぶしを握り締めた。

　エーコはまるで敵を威嚇するように両手を振り上げると、

「がおー」

　ただ一言、全校生徒に向けて吠ほえてみせたのである。

　いや、吠えたというよりは、与えられた台詞せりふを棒読みしたような調子だった。

　沈黙は一瞬のこと、たちまち会場は大爆笑の渦に包まれた。

「なっ……どういうこと？」

　会場の反応に、エーコは愕がく然ぜんとして凍りついた。





　　　　◇






　上級課程シニオスの男子が住まう学生寮、アポロ舎。

　アッシュの自室は、その三階にある。

　ここにエーコが棲み着いてから、およそ一ヵ月が過ぎた。

　竜族とはいえ、エーコのような美少女が男子寮にやって来たことで、一時は騒然となったアポロ舎だが、さすがに一ヵ月も経たつと、落ち着いた感がある。

　部屋に戻るなり、エーコは地団駄を踏んだ。

「心外だわ！　誇り高き竜族を笑いものにするなんて……許しがたい大罪よ！　これだから、愚ぐ鈍どんで愚ぐ劣れつで愚ぐ昧まいな人類はっ！」

「いやいや……あの挨あい拶さつはないだろ。ドラゴンは『がおー』なんて鳴かないし」

　アッシュが笑いを嚙かみ殺しつつ指摘すると、エーコはキッと睨にらんできた。

「コゼットがいったのよ！　竜族のあたしが一般大衆の心を摑つかむためには、ああするのが一番だって！」

「なるほど……そういうことか」

「なにを勝手に納得してんのよ？」

「つまり、だ。エーコがいつもそんな調子だから、コゼットさんは気を遣ってくれたんだよ。コゼットさんのアドバイスがなければ、お前……舞台に上がった途と端たん、『愚ぐ鈍どんで愚ぐ劣れつで愚ぐ昧まいな人類がー！』って、上から目線で叫んでたんじゃないか？」

「むっ……」

　図星をさされたらしく、エーコは言葉を詰まらせた。

「そうならないように、コゼットさんなりに考えてくれたんだよ。結果はどうだ？」

「笑いものにされただけじゃないの！」

「いや、違うぞ。みんなは決して、バカにして笑ったわけじゃないんだ」

「じゃあ、どういうこと？」

「お前が面白い奴やつだとわかって、親近感を抱いたんだよ。そのドレスだって、よく似合ってるしな」

「えっ……？」

　ボンッと音をたてんばかりに、エーコは頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

「ど、どうした？」

「な、なんでもないわよ！」

　ぷいっとそっぽをむいたエーコを見ていたら、自然と笑みがこぼれ落ちた。つい調子に乗って、エーコの頭に手を伸ばす。

「もしかして、照れてるのか？　ははっ、可愛かわいいところもあるじゃないか」

　ふわふわの髪はあまりに心地良くて、いつまでも撫なでていたい気分だった。

「あんたねぇ……」

　勝手になごんでいるアッシュを前に、突然、エーコの目が物騒な光を放った。

　よく見ると、小さな拳こぶしをぷるぷると震わせている。

「どうやら……あんたはまだ、自分の立場がわかってないようね？」

「お、落ち着けエーコ……」

「いったでしょう？　あんたがあたしを飼うんじゃない」

　鬼気迫る表情で、エーコが一歩を踏み出す。

「あたしがあんたの飼い主なのよ！　そこに這はいつくばれえ！」

「うわっ！」

　激しい体当たりを食らった途と端たん、天地がひっくり返る。

　あっという間に、アッシュは床と対面する羽目となった。

　エーコはスカートの裾すそをたくし上げると、猛然と足を振りかぶった。

　見た目こそ小ぶりな足だが、その威力は文字通りドラゴン級。

　アッシュは背せ筋すじに冷たいものを覚えた。

「待て、待ってくれ！　そうだ、腹減ってないか？」

「心配ないわ。就任式とやらの前に、コゼットがご馳ち走そうしてくれたから」

　食事で釣るという作戦は、呆あつ気けなく一いつ蹴しゆうされた。

「だったら、そのドレス……早く返さないとな。そんな格好で暴れたらシワになるぞ？」

「気にしなくてもいいわ。これ、あたしのドレスだもの」

「いやいや、勝手に私物化するなよ！」

「コゼットがくれたのよ。このドレスはシルヴィアのお古なんだけど、もう着られないからって」

「またしてもコゼットさん……──げふっ！」

　アッシュの言葉は続かなかった。エーコの足が、どすんと背中を踏み締めたのだ。

「問答無用！　踏みつぶすわよ！」

「もう……踏みつぶされてるから……」

　少女の足とは思えない重圧。

　額から首筋にかけて、嫌な汗が浮かんだ。

「なにかいった？」

「ぶはっ！」

　背中に円を描くように、エーコはぐりぐりと足を動かし始める。

　そのたびに背骨がめりめりと軋きしむ音を、アッシュは確かに聞いた。

「背骨が、背骨がぁあっ……！」

「どう？　少しは自分の立場がわかったかしら？」

　薄れゆく意識の中、アッシュはお花畑を見たような気がした。





　　　　◇






　生誕暦一三六五年、金牛宮タウルスの月も半ばを過ぎた。

　屍灰竜ネクロマンシアによる襲撃事件の影響で、ずっと休校状態だったアンサリヴァン騎竜学院も、いよいよ授業を再開する──。





"Initiation ～A.S.B.1365.5～" is closed.








第一話　銀麗の騎士シルバー・ナイト









　君は知っているか？

　先日、公式に『屍灰竜ネクロマンシア』という呼称が与えられた怪物から、このアンサリヴァン市を守った英雄を。

　目撃者の証言によれば、彼は白銀の聖騎甲アークに身を包んでいたらしい。

　彼の活躍がなければ、被害は甚大なものとなっていたであろう。最悪、市街区全域が……否いな、アンサリヴァン市そのものが壊滅していても、不思議ではなかった。

　ところが、あれほどの活躍をしたにもかかわらず、彼の正体は不明なままである。

　聖騎甲アークを装備していた以上、聖天竜騎士アーク・ドラグナーなのは間違いないのだが。

　自らの武功を誇るでもなく、恩に着せるわけでもない。

　なんと奥ゆかしい人物であろうか。騎士の中の騎士とは、まさに彼のような人物を指すのだろう。

　というわけで──我々は、彼を便宜的に〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉と呼称し、

　ＳＫＦＣ（Silver Knight Fan Club）

　を結成することを、ここに宣言する！

　入会希望者は随時、歓迎する次第である。





　　　ＳＫＦＣ会長　ジェシカ・ヴァレンタイン（上級課程シニオス一年）







　　　　◇






「……で、これがあんたの初仕事ってわけ？」

　エーコの視線を背中に感じつつ、アッシュは頷うなずいた。

「庶務だからな」

　学院舎の一階、職員室に面した廊下には、大きな掲示板がある。縦横無尽、無許可で張られたポスターの数々に、アッシュはめまいを覚えてしまう。

　就任式を終えた直後、アッシュはレベッカからひとつの指令を受けた。

　学院が休校している間に、女子寮ではＳＫＦＣとやらが結成された。その勧誘ポスターが、学院のあちこちに貼はられているという。

　生徒会の承認を受けていない以上、そんな勝手を許すわけにはいかない。

　無許可で貼られたポスターの撤去──それこそが、アッシュの生徒会庶務としての初仕事であった。

　午後の授業が始まるまで、あと三十分程度。貴重な昼休みを少しでも確保すべく、アッシュは容赦なくポスターをはがし続ける。

「ったく、なにが生徒会よ！　いっとくけど、あんたの飼い主はあたしよ？　あたし以外の誰だれかにこき使われてんじゃないわよ！」

「いやいや、俺おれがお前の飼い主であってだな……って、それ以前に、なんでお前がここにいるんだよ!?」

　今さらながら、アッシュは愕がく然ぜんと叫んでいた。

　就任式のあとは授業ということで、一度は男子寮で別れたはずなのである。ごく自然に声をかけられたものだから、ついつい会話を続けてしまったのだった。

「コゼットさんはどうしたんだよ？　俺が登校してる間は、コゼットさんに面倒を見てもらえって、いってるだろ？」

「あんた……まだ気づかないの？　無粋にもほどがあるわね」

　エーコは頰ほおを膨らませると、その場でくるりと一回転してみせた。

　スカートの裾すそがふわりと浮かび、真っ白な太ももがあらわとなる。

　清せい楚そな美しさに、思わずドキリとさせられながら、アッシュはようやく気づいた。

　エーコは私服ではなく、学院の制服を着用しているのだ。

「ちょっと待て！　その制服、どうしたんだよ？」

「あたしが学院を見てみたいっていったら、コゼットが貸してくれたの」

「へえ、コゼットさんが──って、違う！　ここは竜飼い人ブリーダーの学まなび舎やなんだよ！　ドラゴンのお前が勝手に侵入するんじゃない！」

「あんたがこの学院でなにをしてるのか、興味が湧わいただけよ。これを着てたら周りにはバレないって、コゼットもいってたわ」

　コゼットの小悪魔的な微笑が、アッシュの脳裏にありありと浮かんだ。

「で、授業とやらはまだなの？」

「授業も受ける気かよ！」

「ふん、そのために来たのよ。文句はいわせないわ！」

　どぉん！　と一歩を踏み出すと、エーコは胸を張った。

「……はぁ」

　こうなっては、もはやテコでも動かないエーコである。

　アッシュはがっくりとうなだれつつ、忌々しいポスターをベリベリとはがし続けた。





　　　　◇






　授業開始の鐘が鳴ったとき、アッシュとエーコはまだ一階の廊下にいた。

「やべっ！　急ぐぞ！」

　アッシュはエーコの手を引き、駆け出した。

「誇り高き竜族を急せかすんじゃないわよ！」

　今日の午後は、竜媒魔法オラクルの講義が予定されている。この騎竜学院では、必修科目のひとつに指定されているのだ。

　ドラゴンが定期的に分ぶん泌ぴする結晶は魔力を帯びており、竜りゆう綺き華か晶しようと呼称される。

　魔力をもたない人類にとって、竜綺華晶を媒介とすることで発動できる竜媒魔法オラクルは、光源や熱源として、日常生活にもふんだんに取り入れられているのだった。

「そういえば……エーコが竜綺華晶を分泌してるとこ、まだ見たことないな」

　竜飼い人ブリーダーの多くは、自分の相パ棒ルが分泌した竜綺華晶を身に着けている。

　友好の証あかしであると同時に、お守りでもある。いざとなれば、竜媒魔法オラクルの媒介として使うこともできる。

　アッシュの素朴な疑問に、しかし、エーコは顔を真まっ赤かにした。

「なっ……踏みつぶすわよ！　そんな恥ずかしいところ、見せられるわけないでしょ！」

　アッシュはきょとんとなった。

「恥ずかしいって、どんな風に？」

「そ、そんなはしたないこと……いえるわけないじゃない！」

「はしたない？　竜綺華晶ってのは、単に余分な魔力を結晶化させたものだろ？　人に見られたところで、どうってことはないと思うがな……」

「他ほかのドラゴンが竜綺華晶を分泌してるところなんて、見たことないでしょ？」

「いや、あるぞ」

　アッシュは平然と答えた。

「なっ……！」

　ガーンという音が実際に聞こえてきそうなくらい、エーコは激しい衝撃を受けた様子だった。

「なんて恥知らずなドラゴンなの！」

「いやいや、ここは騎竜学院だからな。そんなの日常茶飯事だって」

　エーコは頭を抱えて立ち尽くした。

「それって……ほんと？」

「ああ、本当だよ。頼めば出してくれるドラゴンだっているし、実技の授業が終わったあとなんて、グラウンドのあちこちに落ちてるぞ」

「なっ……なんてことなの！　愚ぐ鈍どんで愚ぐ劣れつで愚ぐ昧まいな人類に飼い慣らされたせいで、竜族全体のモラルが低下しているんだわ。これは由ゆ々ゆしき事態よ……種としての退化だわ」

「いやいや、そんなに大おお袈げ裟さな問題か？」

「人から頼まれて出したり、ところ構わず落としたりだなんて……信じられないわ！　そりゃあ、どうしても我慢できなくなって、ついお漏らししちゃうことならあるかもしれないけど」

「お漏らしだと!?　なんなんだよ、その表現は？　竜りゆう綺き華か晶しようって一体……」

　アッシュは戦々恐々となった。

　エーコのせいで、知らなくてよいことを知ってしまった気分だった。

　これから先、自分は竜綺華晶を正視できるのだろうか……？

　呆ぼう然ぜんとなって、エーコを見つめるアッシュ。

　と、なにを勘違いしたのか、エーコは憤然として叫んでいた。

「あっ、あたしは、お漏らしなんてしないんだからね！」




　やっとの思いで第二魔法講義室にたどり着いてみると、講師のアンジェラはまだ来ていなかった。

　生徒たちは談笑にふけっている。

　拍子抜けもいいところだが、幸運ともいえた。

　ドラゴン研究の権威であるアンジェラ・コーンウェル博士は、エーコという特殊な幼竜に興味津々なのだ。

　つい先日も、アンジェラにはひどい目に遭あわされたばかりである。

　下手に遅刻しようものなら、妙ないいがかりをつけられた挙げ句、冗談抜きで解剖室に直行……などという事態もあり得る。

　とりあえず、友人の姿を捜そうとして──

　ふと、シルヴィアの姿が目に留とまった。

　壁際の座席でひとり、シルヴィアはぽつんと孤立している。

　その高貴な家柄と、堅すぎる性格が災いし、シルヴィアには友達がいない。

　今朝の就任式では、珍しく全校生徒から温かい拍手を受けたシルヴィアだが、だからといって、そう簡単に馴な染じめるわけでもないのだろう。

　ひょんなことから、ここ一ヵ月ほどの間に、アッシュはシルヴィアを身近な存在だと感じるようになった。

　どうせなら、自分がシルヴィアの隣に座ってみようかな……などという、大胆な気を起こしたのも束つかの間ま、

「ちょっと！」

　アッシュはぐいぐいと袖そで口ぐちを引っ張られ、ハッと我に返った。

「エーコ……どうしたんだ？」

「それはこっちの台詞せりふよ！　なにをボーッとしているの？」

「い、いや……なんでもないぞ」

　アッシュは慌ててシルヴィアから視線を外した。

　エーコは妙に不機嫌な顔をしている。

　シルヴィアに気を取られていたのを、悟られてしまったのだろうか。だからといって、どうしてエーコが怒る必要があるのだろう？

　アッシュがそんな思いを巡らしていたそのとき、悪友のレイモン・カークランドが手を挙げた。

「よお、アッシュ。こっちだ！」

　レイモンは、窓際かつ最後尾の座席を陣取っていた。教師の厳しい視線を逃れるには、絶好のポジションである。

「アンジェラ先生、まだなんだな」

「自習だってよ。昼の職員会議が長引いてるらしい……そんなことよりも、だ」

　三度の飯より可愛かわいい女の子が大好きというレイモンは、エーコの姿に気づくなり、鼻息を荒くした。

「エーコちゃんじゃないか！　今朝の就任式、最高に可愛かっ──へぶっ！」

　エーコの拳こぶしをもろに食らい、レイモンは昇天寸前の表情になった。

　アッシュは慌ててエーコを羽は交がい締じめにする。

「こらこら！　なんの脈絡もなく人を殴るな！」

「……なんとなく、ムカついたのよ」

　エーコは憮ぶ然ぜんとして、そっぽを向いた。

　仕方なく、アッシュはレイモンとエーコを隔へだてるように、ふたりの間に着席した。

「おい、アッシュ……どういうことだよ？」

　あれほどの打撃を食らったにもかかわらず、レイモンは瞬時に復活して、アッシュに質問を飛ばしてきた。

「見りゃわかるだろ？　無理やり付いてきたんだよ」

「制服姿も似合ってるよなあ……やっぱり、俺おれのブリギットと交換しないか？」

　だらしなく頰ほおを緩ませるレイモンを見ていると、もはや呆あきれるしかない。

「ブリギットに踏みつぶされるぞ？　そういえば、マックスはどうした？」

　本来ならば、レイモンの隣にいるべき友人──マクシミリアン・ラッセルの姿がないことに、アッシュは今さらながら気づいた。

「マックスなら、例のポスターをはがしてるんじゃないか？」

「ええっ？」

　マックスも栄えある生徒会のメンバーではあるが、その役職は会計である。無許可のポスターを除去せよ──などという任務をこなす必要はないはずだ。

「あいつの性格、知ってんだろ？」

「はは……目に浮かぶようだな」

　アッシュはようやく納得した。

　マックスは極度の潔癖性である。例えば、部屋が少しでも散らかっていると、掃除せずにはいられなくなる。ホコリひとつ許せないという、困った性分なのだ。当然、不正に貼はられたポスターを放っておけるはずがなかった。

「そうそう、レイモンに訊ききたかったことがあるんだけど」

「なんだよ？」

　怪け訝げんそうな顔をしたレイモンに、アッシュは今朝からずっと不思議に思っていた疑問をぶつけてみた。

「〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉って、なんのことだ？」

「はあっ？　お前、本気でいってんのか!?」

　レイモンが急に大声を張り上げたので、アッシュは驚いた。

　周囲の生徒たちも、何事かとレイモンに注目している。

　レイモンはわざとらしく咳せき払ばらいをすると、アッシュの耳もとに口を寄せた。

「お前なぁ……あのポスターに、ちゃんと書いてあっただろうが。〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉ってのは、屍灰竜ネクロマンシアの襲撃から街を救った英雄だよ。つまりは──」

　レイモンはさらに声をひそめると、決定的な一言を口にした。

「お前のことだ」

「えっ……俺おれ？　俺なのか？　なんで？」

　アッシュはポカンとして、レイモンの不機嫌そうな顔を眺めるばかり。

「実際、あれを倒したのはお前だろうが！」

「いや、でもなあ……俺が〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉なんてガラか？　大体……そんな名前、誰だれが考えたんだよ」

「元ネタは小説だよ。『天空の竜騎士物語』っていう、少女向けの小説があってだな。その主人公のふたつ名が、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉っていうんだ。女子の間じゃ大人気なんだぜ」

「へえ……」

「こんな目撃証言がある。聖ダーラム広場で屍灰竜ネクロマンシアを乗りこなした騎士は、銀色に輝く聖騎甲アークを装備していたってな。その姿が、物語に登場した〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉にそっくりだったらしい」

「確かに、あのときエーコが創つ成くってくれた聖騎甲アークは銀色だったけどな……」

「ま、安心しろ。学院側が情報を規制してるおかげで、あれがお前だってことを知ってる奴やつは限られてる」

　レイモンは妙に得意げだった。

「もしバレたら……どうなるんだろう？」

　アッシュの疑問に、レイモンはあっけらかんと答えた。

「案外、人生最初で最後のモテ期に突入するかもな。休校中に、ＳＫＦＣの会員は百人を突破したらしいぞ」

「マジかよ！」

　アッシュが叫んだそのとき、

「レイモンのいうことも、あながち冗談じゃないぞ」

　背後から声をかけてきたのは、マックスだった。

　その神経質そうな容よう貌ぼうは、今日も相変わらずだ。制服にしても、適当に着崩しているアッシュたちとは対照的に、入学したての生徒さながら、端たん正せいに着こなしている。

　マックスは、小こ脇わきにポスターの束を抱えていた。その厚みから判断するに、百枚は超えているだろう。

「まったく、困ったものだな」

　アッシュとレイモンの間に割りこむと、マックスは深々と溜ため息いきをついた。

「でもまあ、あのレベッカさんに注意されたら、ＳＫＦＣだって自粛せざるを得ないだろうし、すぐ解決するだろ？　こんな活動が長続きするとも思えないし」

　アッシュが楽天的な意見を述べた途と端たん、マックスは眼鏡ごしに鋭い眼まな差ざしを向けた。

「な、なんだよ？」

「君はなにもわかっていないんだな。いいか？　竜飼い人ブリーダーの能力というものは、少なからず遺伝することが確認されている。〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉は、あの化け物を倒したほどの騎士だ。聖騎甲アークを装備していた以上、聖天竜騎士アーク・ドラグナーであることも判明している」

「……それで？」

　先ほどのレイモンと同じように、マックスは声をひそめた。

「万が一、正体が君だとバレた暁には……ＳＫＦＣの連中は君の子こ胤だねを狙ねらって、様々な行動を起こすだろう」

「俺おれは種たね馬うまか！」

「落ち着け。ただでさえ、ＳＫＦＣの会員たちは竜飼い人ブリーダーなんだ。彼女たちが〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の子を身み籠ごもった場合、その子が父親のような聖天竜騎士アーク・ドラグナーになる可能性は高い。ゼノグラヴィア戦争のせいで、竜騎士ドラグナーに憧あこがれる若者は減少傾向にあるが……聖天竜騎士アーク・ドラグナーだけは別格だ」

　冗談としか思えない話だが、マックスは至って真剣な顔をしている。

「そういうことなら、俺も協力するぜ。理由はどうあれ、アッシュがモテるだなんて……絶対に許せんからな！」

「レイモン、お前とはゆっくり話し合う必要がありそうだ」

「いや、ぼくもレイモンに同意だな」

「マックス、お前もか！」

「じゃあ、君はＳＫＦＣに正体がバレてもいいのか？」

　アッシュは言葉に詰まった。

「そ、それは……やっぱり嫌だな。そんな不純な動機で女の子に迫られても、嬉うれしくもなんともない」

「ふん、気に入らないわね」

　突然、エーコが不機嫌そうに、ぼそりとつぶやいた。

「そもそも、あんたがあいつを倒せたのは、あたしが創つ成くった聖騎甲アークのおかげよ？　なのに、どいつもこいつも騎士にばっかり注目して……これだから、人間は愚ぐ鈍どんで愚ぐ劣れつで愚ぐ昧まいだっていうのよ！」

「まったくもって、エーコのいう通りだな」

　マックスが真顔で相づちを打ったそのとき、

「お邪魔しますわ！」

　スパーン！　と扉が開け放たれたかと思うと、制服姿の女子たちが、次から次へと入室してきた。

　突然の事態に、誰だれもが啞あ然ぜんとなって、謎なぞめいた集団を眺めやった。

　総勢、二十名はいるだろうか。

　一団の筆頭と思われる女子生徒が教壇に立つと、生徒達をぐるりと見渡した。

　不覚にも、アッシュは見とれた。

　貴族的な佇たたずまいを感じさせる少女だった。

　オレンジ・ゴールドの髪を優雅に巻き、胸もとに垂らしている。切れ長の双そう眸ぼうは好戦的な光を放ち、メラメラと燃え盛っているかのよう。

「わたくしはジェシカ・ヴァレンタインですわ！　このたび、ＳＫＦＣの会長に就任いたしました！」

　堂々と名のりをあげると、ジェシカは優雅に生徒一同を見渡した。

「ポスターをご覧になった方なら、わたくしたちの目的はおわかりでしょう？　そう、わたくしたちは、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様を探し求めているのです。屍灰竜ネクロマンシアが街を襲撃した日は、奇くしくも休校日でした。現場となった聖ダーラム広場には、多くの学院生が居合わせていたと推測されます。この講義室にも、目撃者のひとりやふたり、いらっしゃるのでは──」

「いい加減にしろ！」

　凛りんとした声でジェシカの言葉を遮さえぎったのは、シルヴィアだった。

「あら。どなたかと思ったら、王女様じゃありませんか」

　ジェシカの反応に、シルヴィアは眉まゆを吊つり上あげた。

「今は王女として話しているのではない！　生徒会の風紀担当委員として注意しているのだ。自分が学院の風紀を乱しているという自覚はないのか？」

「はんっ！　王女として話しているのではなければ、反論しても不敬罪には問われませんよね？」

　意外にも、ジェシカは一歩たりとも譲る気配を見せなかった。

「反論の余地があるのか？」

「わたくしの野望と比べたら、学院の風紀なんて些さ細さいなことですわ！」

「ふん。ならば、その野望とやらを聞かせてもらおうか」

　ジェシカは「待ってました」とばかりに、胸を張った。

「わたくしは、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様の子を産うみたいのです！」

　途と端たん、講義室を気まずい沈黙が埋め尽くす。

　あまりに直球すぎて、誰だれもがどん引きしているのは明らかだった。

　シルヴィア自身、ぽかんとして言葉を失っている。

　沈黙を破ったのは、ジェシカの背後にひっそりと控えていた生徒だった。

　小柄で色白、眼鏡をかけている。

「会長！　その発言は、会則第百二十七項に違反するであります！」

「む……さすがは副会長のリネットさん。よく気づいてくれましたわ。今の発言は撤回します」

「ただ今、発言の撤回を確認したであります！」

　ジェシカとリネットの面めん倒どう臭くさいやり取りを聞きながら、アッシュはぼやいた。

「なんなんだ、あのウザさは……」

　苛いら立だちを隠せないアッシュをたしなめるように、レイモンがいう。

「余計な抵抗は身を滅ぼすぞ、アッシュ。ヴァレンタイン家ってのは、由緒正しい貴族の家柄らしい」

　レイモンが苦笑する一方で、エーコが不機嫌そうにつぶやいた。

「はぁ……仕方ないわね。だったら、あたしが連中に教えてやるわよ。〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の正体はねえ──」

「待て待て、エーコ！」

　アッシュは慌てて、背後からエーコの口をふさいだ。

「むーっ！」

　暴れるエーコ。はたから見れば、アッシュがエーコを背後から抱き締めているような体勢になってしまっている。エーコの華きや奢しやな身体の感触に、思わずドキリとさせられるが、ここで引くわけにはいかない。

　せっかく学院側が情報を規制しているのに、こんなところで暴ばく露ろされでもしたら、すべてが台無しなのだ。

「ところで、シルヴィア王女。実はわたくしたち、現場に居合わせた人物のリストを作成中なのですけど」

「それがどうした？」

「その中には、王女のお名前もあるのです。確か、王女もランスロットに騎乗して戦っておられたんですわね？　もしかして、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様の正体をご存知なのではなくて？」

「なっ、なにをいっているのだ！」

　謹厳実直なシルヴィアは、どうやらウソをつくのが苦手らしい。

　ジェシカの鋭い指摘を受けて、明らかに動揺している。

　ご存知もなにも、その〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉はランスロットに相乗りしていたのだから──。

「おいおい……あれはマズいぞ、アッシュ」

　レイモンが警けい鐘しようを鳴らしたときにはもう、アッシュは助け船を出すべく、立ち上がっていた。

「なあ、あんた。悪いけど、今は授業中なんだよ」

　たちまち、周囲の視線がアッシュに集まる。

　シルヴィアも驚いた顔をして、アッシュを眺めていた。心なしか、安あん堵どしているようにも見える。

「あら、あなたは生徒会の──」

　アッシュはジェシカの言葉を容赦なく遮さえぎった。

「邪魔だから、今すぐ出てってくれないか？」

　途と端たん、講義室がしぃんと静まり返った。

　アッシュが放った直球に、誰だれもが息を吞のんでいる。

　意外にも、ジェシカは決して形ぎよう相そうを変えたりはしなかった。

　逆に、にっこりと微笑ほほえんだのである。

　直接的な激情よりも、はるかに凄すごみを感じさせる笑顔だった。

「確か、お名前はアッシュ君でしたわね。大した実績もないくせに、生徒会への入会を許された男子……。ねえ、副会長のリネットさん？　聖ダーラム広場に居合わせた人物のリストには、彼の名前もありましたよね？」

　リネットは人物リストを丸暗記でもしているのか、間かん髪ぱつ容いれずに応じた。

「……上級課程シニオス一年のアッシュ・ブレイク。確かに、聖ダーラム広場の周辺で姿を確認されているであります！」

　リネットの言葉に、アッシュはひやりとした。

「そういえば、あなたの通称は〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟でしたわね。もしかして……その調子で、あの屍灰竜ネクロマンシアも乗りこなしたのかしら？」

「──！」

　いきなり核心を突かれ、アッシュは言葉に詰まった。

「もっとも、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様は、れっきとした聖天竜騎士アーク・ドラグナー。それに引き替え、あなたときたら……ただの竜飼い人ブリーダーでしたわね。お話になりませんわ。おーほっほっほ！」

　幸いにも、ジェシカはその憶測を笑い飛ばしてくれた。ほんの一瞬ではあったが、自分が真実にたどり着いたことなど、想像すらしていないだろう。

「ましてや、あなたのパルときたら……ふふっ、笑っちゃうようなお子様でしたわね。今朝の就任式、傑作でしたわよ」

　エーコが教室に紛れこんでいることも知らず、ジェシカは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「な、なんですってぇ──」

　案の定、激情に駆られて立ち上がろうとしたエーコだが、

「お前は黙ってろ」

　素早く片手で制したのは、アッシュだった。

「な、なによ……」

　エーコは渋々ながらも、押し黙った。

　アッシュの気迫に、ＳＫＦＣの面々はガクガクと震えている。

　生徒会役員に就任したとはいえ、かつては〝学院一の問題児〟として名を馳はせたアッシュである。

　その異名は伊だ達てではない。

　ただし、ジェシカだけは大したもので、まったく動じてはいなかった。

「待てアッシュ！　相手は貴族だぞ？」

　レイモンが制止の声を放ったが、アッシュは意にも介さなかった。

「貴族がどうした？　俺おれは、あの姫様に勝負を挑んだ男だぞ」

「ああ……そうだったな。すっかり忘れてたよ……」

　レイモンは遠い目をして、がっくりと肩を落とした。

「俺のパルを侮ぶ辱じよくするとは……どういう了見だ？　謝るなら今のうちだぞ」

「はっ！　たかが庶民の分際で、このわたくしに意見するとは！」

　アッシュとジェシカ。

　互いに譲らず、真っ向から睨にらみ合う。

　一いつ触しよく即そく発はつと思われたそのとき──

　再び、扉が勢い良く開け放たれた。

「まったく……こんなところで油を売っていたのか、ジェシカ」

　戸口に姿を現したのは、なんとレベッカだった。燃え立つような赤毛を優雅になびかせて、つかつかと歩み寄ってくる。

　講義室の誰だれもが、その圧倒的な存在感に視線を奪われ、私語を慎んだ。

　例外といえば、ジェシカだけだった。

「レベッカ！　あなたという人は……またしてもわたくしの邪魔をっ！」

　意外にも、ジェシカは相手がレベッカであろうとも、決して怯ひるみはしなかった。

「おいおい、あのジェシカって人……どういう神経してんだ？　あのレベッカさんを呼び捨てにするなんて」

　啞あ然ぜんとなったアッシュとは対照的に、レイモンは冷静に手帳を取り出すと、素早くページをめくった。

「俺おれの情報網によるとだな……あのふたりは同じ地方の出身で、幼おさな馴な染じみらしい」

「相変わらず、女子の情報には目ざといな」

「ふっ……違うな、アッシュ。〝可愛かわいい女子〟限定なんだぜ」

　レイモンが得意げに笑っている間にも、レベッカとジェシカの問答は続いている。

「それで、レベッカこそ〝こんなところ〟になんの用かしら？」

「わたしはただ、生徒会のメンバーに用があっただけなのだが……相変わらずバカをやっているようだな、ジェシカ」

「はっ！　ちょうど良かったですわ。いいこと？　聖ダーラム広場襲撃事件について、生徒会が情報を規制しているのは確認済みですのよ！　一体、あなたがたはなにを必死になって隠しているのかしら？　案外、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様の正体だって、あなたがたはとっくに把握しているのではなくて？」

「たとえそうだとしても、君に話す必要はないな。いい加減、学生の本分を思い出したらどうだ？」

「別に、授業を妨害するつもりなんてありませんわ。わたくしはただ、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様に関する情報を集めるため、皆さんに協力を呼びかけているだけなのです！」

「相変わらず、屁へ理り屈くつの多い女だな……」

「わたくしはＳＫＦＣ代表として、生徒会に情報の開示を要求しますわ！」

　ジェシカが断固として宣言してみせた直後、レベッカの顔が凄すごみを帯びた。

「……幼馴染みのよしみで、甘い顔をしていたのが失敗だったようだな」

　苛か烈れつな眼がん光こうを真っ向から浴びて、さすがのジェシカも逃げ腰になった。

　アッシュの目には、まるでレベッカの背後から、真しん紅くのオーラが立ち上っているように見えた。

「な……まさか、生徒会長ともあろうお方が、暴力で解決しようだなんて──」

　さすがのジェシカも怖おじ気けづき、ザザッと後ずさったのだが、

「心外だな。せっかく優しくしてやろうと思ったのに」

　レベッカは余裕たっぷりの笑みを浮かべると、ジェシカの耳もとに唇を寄せ、なにかをささやいた。

「ひいっ！」

　途と端たん、ジェシカは額に脂あぶら汗あせを浮かべると、大おお袈げ裟さなまでにのけ反った。

「あ、あなたという人は……なんて卑劣な！　きょっ、今日のところは許してさしあげますが……覚えてなさいっ！」

　ジェシカは髪を振り乱し、講義室を飛び出した。副会長のリネット以下、ＳＫＦＣのメンバーたちも、一目散に立ち去った。

「さて、と。風紀のシルヴィア、会計のマックス、そして庶務のアッシュ。これより緊急会議を始めるから、今すぐ生徒会室に来るように。わたしの用件は以上だ」

　レベッカは手短に用件を告げると、颯さつ爽そうと立ち去った。

「緊急会議って……なんだろ？」

　アッシュが訊たずねると、マックスもしきりに首をひねっている。

「あの会長が自分の足で迎えに来たくらいだ。しかも授業中ときている。よほど緊急を要するのは確かだろう」

　アッシュとマックスのかたわらでは、レイモンがいつになく憂うれいを帯びた顔をして、ぼそりとつぶやいた。

「なんだか寂さみしくなっちまったな。まさか、アッシュまでが生徒会に入るなんて……ったく、俺おれだけ仲間外れかよ」

「レイモン……」

「ま、俺にはエーコちゃんがいるから構わんけどな！　なあ、エーコちゃん。寂しい者同士、一緒にお茶でも──ぶほっ！」

　エーコの人間離れした鉄てつ拳けんが炸さく裂れつし、レイモンは呆あつ気けなく吹っ飛ばされた。

「うるさいっ！　あたしだって生徒会とやらに入ったはずなのに……あの女、あたしのことは呼ばなかったのよ！　誇り高き竜族をないがしろにするなんて、許せないわ！」

　壁際でピクピクと痙けい攣れんしているレイモンを尻しり目めに、アッシュはエーコをなだめる。

「まあ、お前の役職は〝マスコット〟だからな。会議には出る必要がないってことだろ」

「そんなことは関係ないわ！　竜族の誇りを傷つけられた以上、意地でも出てやるんだからね！」

　怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで、エーコは宣言したのだった。





　　　　◇






　生徒会室は校舎の最上階、中央塔の内部に位置する。

　アッシュはシルヴィアとマックス、そしてエーコと一緒に、生徒会室を目指していた。

　早足のマックスが少しだけ先行し、その後方ではシルヴィア、アッシュ、エーコが肩を並べている。

　別段、狙ねらったわけではなく、自然とそんな隊列になったのだが、エーコとシルヴィアに挟まれると、なんとなく落ち着かない。

　早く生徒会室にたどり着きたい……とさえ思ってしまうアッシュだった。

　授業中だけあって、廊下に通行人の姿は見当たらない。

　今なお職員会議が続いている影響で、どの教室も自習中である。

　栄えあるアンサリヴァンの学院生といえども、自習となれば和気あいあい、笑い声が廊下にまで届いている。

「そういえば、まだ会えていないメンバーがふたりもいるんだけど」

　階段を上りつつ、アッシュはマックスの背中に声をかけた。

「ああ……副会長と書記か。あのふたりなら、今日も会議には出ないだろう」

　マックスの冷淡な答えに、真っ先に反応したのはシルヴィアだった。

「それは聞き捨てならんぞ。生徒会役員としての自覚はあるのか？　世のため人のために請け負った仕事ならば、身命を賭として尽くすべし──我が家の家訓だ！　その副会長と書記とやらは、どのような人物なのだ？」

「そ、それはですね……うおっほん！」

　まだシルヴィアと話し慣れていないマックスは、ついつい敬語を使ってしまい、わざとらしく咳せき払ばらいを挟んだ。相手が王女様とはいえ、今は生徒会の役員同士、しかも同級生ともなれば、敬語は不自然だと気づいたのだろう。

「その……副会長のサボり好きは、いつものことなんだ。ただし、竜騎士ドラグナーとしての実力は本物だからな。会長も大目に見ているというわけさ」

　案の定、シルヴィアは柳りゆう眉びを吊つり上あげた。

「なんという不届き者だ！　あの会長から一目置かれているほどの人物でありながら、サボりの常習犯だと？」

「まあまあ、会長が許しているんだから、マックスに当たっても仕方がないだろ？」

　いきり立つシルヴィアを、アッシュはやんわりとなだめたが、確かにけしからん人物だとは思う。

「じゃあ、書記はどんな人なんだ？」

　アッシュが訊たずねると、マックスは妙に歯切れの悪い口調で応じた。

「書記のほうは……こちらもわけありでな。まあ、そのうち会えるだろう」

　ちょうど生徒会室にたどり着いたので、副会長と書記にまつわる話題は、そこで終了となった。





　　　　◇






「それでは諸君、始めよう」

　レベッカの言葉を皮切りに、緊急の会議が始まった。

　本来ならば、この場に呼ばれていないエーコをレベッカが見み咎とがめるのではないかと、アッシュは冷や冷やしていたのだが、別段、レベッカが目くじらを立てることはなかった。

　周囲をぐるりと見渡すと、マックスの言葉通り、副会長と書記の椅い子すは空いている。仕方なく、書記はマックスが代理で務めることになった。

　アッシュとしては、副会長と書記がどんな人物なのか、無性に気になるところだが、この場で質問するのは自重した。

　職員会議が長引いてしまい、すべての授業が自習となっている現状を鑑かんがみれば、なにかが起こっているのは明らかなのだ。

　やはり、屍灰竜ネクロマンシアによる襲撃事件に関かかわることなのか。

　あるいは、想像したくもないが……それ以上のなにかが起こっているのか。

「既に諸君も聞き及んでいるはずだが──」

　誰だれもが固唾かたずを吞のんで、レベッカの言葉を待ち受けた。

「ここ最近、女子寮を中心にＳＫＦＣなる組織が暗躍を始めている」

「はいっ!?」

　意表を衝つかれたアッシュは、椅子から転がり落ちそうになった。どれほど大きな問題かと思いきや、あのＳＫＦＣとは……拍子抜けもいいところである。

　周囲を見渡せば、シルヴィアとエーコもぽかんとしている。マックスだけは慣れっこなのか、淡々とレベッカの言葉を書き写しているが。

「どうかしたのか？」

　レベッカが鋭い眼まな差ざしを向けてきたので、アッシュは慌てて座り直した。

「いや、その……緊急会議っていうくらいだから、もっと大変なことなのかと」

「慌てるな。本題は別にある。ＳＫＦＣの件は、ついでだ」

「そうですか……」

　頷うなずくアッシュのかたわらで、突然、シルヴィアが挙手した。

「どうした、シルヴィア？」

「ひとつだけ、不思議なことがあります。会長が、あのジェシカ・ヴァレンタインを追い払った際のことなのですが……」

「ああ、それは俺おれも気になってました」

　アッシュもシルヴィアに同調する。

　そう、あれほど躍起になっていたジェシカを、レベッカはあっさりと追い払ってみせたのだ。一体、レベッカはジェシカの耳もとでなにを告げたのだろう？

「ああ、あのことか」

　レベッカは苦笑交じりに肩をすくめてみせた。

「知っての通り、わたしとあいつは幼おさな馴な染じみなんだ。いや、もはや家族同然といってもいいだろう。幼い頃ころから、あいつは私をライバル視していたよ。とにかく、負けず嫌いな奴やつでな」

「家族同然……ですか。確か、ヴァレンタイン家は貴族の家柄だと聞いてますけど」

　アッシュがレイモンから聞いた情報を告げると、レベッカは噴き出した。

「ふっ……笑わせるな。あいつの実家は、先祖代々、我がランドール家に仕えてきた使用人の家系だよ。騎士王家に仕えてきた、シェリー家のようなものだな」

　どこか遠い目をして、レベッカはしみじみとつぶやいた。

「あの人が……使用人？」

　ジェシカの絢けん爛らんたる佇たたずまいと、使用人という単語がまったく結びつかず、アッシュは混乱した。

「というわけで、あんまり問題ばかり起こしていると、ヴァレンタイン家の真実をバラすぞ──と脅してやったのさ」

　今のレベッカは、まるでデキの悪い妹を見るような目をしていた。

「ですが、彼女はどうして、ヴァレンタイン家が貴族だなんてウソを？」

　シルヴィアには、ジェシカの真意がまったく理解できない様子だった。

「元々、ジェシカは夢見がちな性格でな。王侯貴族というものに対して、格別の憧あこがれを抱いているんだ。今ではもう、自分が貴族の血を引いているのだと半ば本気で信じこんでいる。まあ……思春期にはありがちな病気のようなもの、とでも思っておいてくれ」

「そういうことでしたか……」

　謎なぞがひとつ解けたことで、アッシュは胸のつかえがおりた気分だった。

　と同時に、ヴァレンタイン家が使用人の家柄だと聞いて、ジェシカがメイド服を着た姿をなんとなく想像してしまう。

　あれほど高飛車で、貴族的な佇まいをした美少女が、メイド服を着て主人に仕えるのである。それはそれで、悪くない気がした。ついつい、ジェシカの豊満な胸もとが脳裏をよぎってしまう。

「ちょっと……なにを考えてるの？」

　ふと気づけば、片頰がじんじんと痛みを訴えている。

　エーコがアッシュの頰をつねっているのだ。

「いやいや、俺おれはなにも……」

　アッシュはたじたじとなった。

「ヨコシマなこと、考えてなかった？」

「うむ。わたしにも、そんな風に見えたぞ」

　シルヴィアまでがエーコに同調して、そんなことをいう。

「大方、ジェシカのメイド服姿でも思い浮かべていたんだろうさ」

　レベッカがにやりとして告げたので、アッシュは蒼そう白はくとなった。

「な、なんでわかったんですか！」

「おや、事実だったのか。ただの勘だったのだが……」

　くすくすと、楽しそうに笑うレベッカ。

　と、アッシュは背後にすさまじい殺気を覚え、慌てて振り返った。

「あたしに飼われている分際で、あんな牝めすに懸け想そうするなんて……許せないわ。自覚が足りないんじゃないの？」

　ぷるぷると拳こぶしを震わせているエーコ。

「同じ校舎で学ぶ女生徒を使って、不ふ埒らちな想像を巡らせるとは……不届き千万！　〝女の敵には死の鉄てつ槌ついを〟！」

　激怒のあまり、頰ほおを真まっ赤かに染めているシルヴィア。

「ま、待て！　ほんの出来心だろうが？　大体、どうしてこんなことで怒られなきゃならないんだよ？」

「踏みつぶすわよ！」

「我が家の家訓だ！」

　エーコの足が、シルヴィアの鉄てつ拳けんが、同時に炸さく裂れつした。




「……………………」

　アッシュがよろよろと席に戻ると、なにごともなかったかのように、会議は淡々と再開された。

「あの……会長？」

　真っ先に口を開いたのは、シルヴィアだった。

「なんだ、シルヴィア」

「先ほど、彼女は会長をライバル視している、と聞きましたが……それほどの人物なのですか？　ジェシカ・ヴァレンタインという名前、私は初めて耳にするのですが……」

　シルヴィアの意見も、もっともだった。

　レベッカは栄えある聖天竜騎士アーク・ドラグナーにして、学院の生徒会長である。

　間違いなく、アンサリヴァンでは最強の騎士である。実技の教官ですら、もはやレベッカには敵かなわない。

　そんなレベッカをライバル視するなど、正気の沙さ汰たとは思えなかった。

「ジェシカは……まあ、努力家ではあるのだが、いつも空回りしているというか、くだらんことにうつつを抜かすのが得意というか。〝やればできる子〟なのは確かだが……」

　レベッカにそこまでいわせるということは、実績はともかく、確かに実力はあるのかもしれない。

「とにもかくにも、ジェシカ率いるＳＫＦＣの目的は、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の正体を暴くことだ。それだけならまだしも、あわよくば〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の子こ胤だねを授かろう、などという魂胆も窺うかがわれる」

「こ、こだっ──！」

　たちまち、シルヴィアが真まっ赤かになった。なにやら挙動不審に陥っている。そんな初々しい反応を見ていたら、アッシュ自身も気恥ずかしさを覚えた。

「なにそれ？　おいしいの？」

　シルヴィアとは対照的に、エーコはきょとんと小首を傾かしげている。

「いや、お前は知らなくていいから！」

「あんたが知ってるのに、飼い主のあたしが知らないなんて、理不尽にもほどがあるわ」

「どういう理屈だ！」

「ふん、たとえあんたに教えるつもりがなくても、あたしには竜種の記憶ドラグワースってものがあるんだからね！」

　まるで瞑めい想そうにでもふけるように、エーコは急にまぶたを閉ざした。

　人類よりも遥かに永い歴史を有する竜族が、脈々と蓄積してきた記憶領域にアクセスし、検索しているのだ。

「なっ……なんですって！」

　わずか数秒後、エーコはボフッと音をたてんばかりに、頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

　と同時に、烈火のごとく怒りだした。

「冗談じゃないわ！　あ、あんなに大勢の牝めすどもが……こいつの……こ、こだ…………を狙ねらってるですって？　これだから、人類は愚ぐ鈍どんで愚ぐ劣れつで愚ぐ昧まいだっていうのよ！」

　羞しゆう恥ちのあまり、その単語を口に出すのは憚はばかられたらしい。エーコにしては珍しく、恥じらいを覚える要素がシルヴィアと共通したのだった。

「ふん……どうやら、〝愚鈍で愚劣で愚昧〟の次には、〝淫いん猥わい〟って言葉をくっつける必要がありそうね」

「嫌な人類だな！」

「愚鈍で愚劣で愚昧で淫猥な人類！」

「わざわざいい直さんでいい！　語ご呂ろも悪いし！」

「じゃあ、あんたがそこに這はいつくばって謝れば、〝淫猥〟だけは許してあげる。人類を代表するのよ。滅めつ多たにない機会でしょ？」












「そんな代表は嫌だー！」

　アッシュが頭を抱えていると、レベッカが「こほん」と咳せき払ばらいをした。

　ハッと我に返ると、アッシュは冷や汗をかいた。

　会議の真っ最中だというのに、アッシュとエーコばかりが喋しやべっていたのだ。

「す、すみません……ほら、お前も大人しく座ってろ」

「ふん！　このあたしに命令するなんて──……！」

　反論しようとしたエーコだが、ふいに口を閉ざした。森の奥でクマにでも出くわしたような顔をして、レベッカの顔を凝視している。

　エーコにつられてレベッカに視線を向けたアッシュもまた、ぞくりと背せ筋すじに冷たいものが這はうのを感じた。

「気はすんだか？」

　レベッカは唇にこそ微笑をたたえているが、そのランランと輝く双そう眸ぼうだけは、決して笑ってはいなかった。

「わ、わかったわよ……」

　エーコは不承不承ながらも、大人しく席に着いた。動物的な本能で、レベッカの底知れぬ恐ろしさを察知したのかもしれない。

「さて、ＳＫＦＣの件だが──なにはともあれ、彼女たちに〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の正体を悟られぬよう、充分に注意することが肝要だ」

　レベッカの鋭い眼がん光こうにさらされて、誰だれもが反射的に頷うなずいた。

「幸いにも、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉は聖天竜騎士アーク・ドラグナーだと見なされている。エーコが創つ成くった聖騎甲アークのおかげだな。まだ竜騎士ドラグナーでもないアッシュに、ＳＫＦＣがたどり着く可能性は低い。わたしですら、エーコが成し遂げた偉業については、まだ完全には理解できていないんだ」

「ふふん。偉業、だなんて。それだけわかっていれば充分よ！」

　先ほどまでの恐怖心はどこへやら、エーコは鼻高々な調子でふんぞり返った。

「とにかく、ジェシカは執念深い女だ。そこだけは気をつけてくれ。それと、ヴァレンタイン家の真実については、くれぐれも内密に頼む。入学して以来、ずっと隠し通してきたウソだからな。さすがにバラすのは忍びない──では、いよいよ本題に入ろうか」

　レベッカは机に両りよう肘ひじをつくと、そっと両手の指を絡ませた。その上に、美しく尖とがった顎あごをそっと載せる。

　レベッカの表情が憂うれいを帯びていることに、アッシュは気づいた。

　一体、レベッカはどれほどの問題を抱えているのだろう？

「実はだな……本日より一週間後、あのヴェロニカ・ロートレアモン第一王女が、このアンサリヴァン市にお越しになる──との報しらせを受けた」

　誰もがその事態の重要性を嚙かみ締しめるように、真顔で沈黙したのも束つかの間ま、

「いやぁああああっ！」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴を発したのは、シルヴィアだった。

「どうした、シルヴィア？」

　レベッカの問いかけに、しかし、シルヴィアは答えられなかった。

「あ、姉上が……あの暴君が……」

　シルヴィアの激変ぶりに、一同はぽかんと呆ほうけるばかり。

「アンサリヴァンに、来る……だと？」

　完全に血の気を失ったシルヴィアは、まるで世界の終わりにでも立ち会ったような顔をして、机の下にもぐりこんでしまった。ガクガクと震えつつ、頭を抱えている。

　日ひ頃ごろのその気丈な態度とは裏腹に、シルヴィアには臆おく病びような一面がある。その事実を知っているアッシュでさえ、今のシルヴィアの様子は尋常ではないように思われた。

「大丈夫か、姫様？」

　机の下を覗のぞきこみながら、アッシュはヴェロニカ・ロートレアモン第一王女の異名を思い出した。

　その異名とは──〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉。





"The Legend of Silver Knight ～A.S.B.1365.5～" is closed.








第二話　鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー









　翌日の午前中、アッシュは生態学の講義を受けていた。

　例によって、制服姿のエーコも同席しているが、授業内容が難しすぎたのか、

「すぅ……すぅ……」

　今では机に突っ伏して、穏やかな寝息をたてている。

「──つまり、翼竜ストラーダは風属性、地竜アーシアは土属性、水竜ハイドラは水属性を帯びているのよ」

　教壇に立っているのは、あのアンジェラ・コーンウェル博士だった。エーコに並々ならぬ関心を寄せている研究者ということもあり、あまりエーコを近づけたくはなかったのだが……。

「それでは、聖竜マエストロの属性はなにかしら？」

　アンジェラは鋭く問いかけると、出席簿に視線を落とした。

「そうねぇ……じゃあ、シルヴィア王女殿下に答えてもらいましょうか」

　アンジェラから指名を受けたシルヴィアは、しかし、ぼんやりと窓の外を眺めたまま、呆ほうけてしまっている。

「王女殿下？　どうかされましたか？」

　アンジェラのさらなる問いかけにも、シルヴィアは応じない。

　教室に居並ぶ生徒たちも、不思議そうにシルヴィアの様子を窺うかがっている。

「はぁ……仕方ないわねぇ。では、ジェシカ・ヴァレンタインさん」

「はい！」

　指名されたジェシカは、颯さつ爽そうと立ち上がった。

「聖竜マエストロの属性は、光ですわ！」

　得意満面で告げたジェシカだが、アンジェラが返したのは冷たい笑みだった。

「正解……といいたいところだけど、それじゃあ五十点といったところね。確かに聖竜マエストロの基本属性は光だけど、それだけじゃないわ。生まれつきの属性も、しっかりと引き継がれるのよ。つまり、翼竜ストラーダ出身の聖竜マエストロの場合だと、光属性と風属性をあわせ持つというわけね──」

「おい、アッシュ。姫様はどうしちまったんだ？」

　アンジェラの解説などそっちのけで、レイモンが訊たずねてきた。

　アッシュは嘆息した。

「いや、それが……〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉がアンサリヴァンに来ると聞いた途と端たん、ずっとあんな調子なんだよ。よっぽどショックだったみたいで……」

　レイモンは不思議そうな顔をした。

「〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉って、姫様にとっては実の姉だろ？　なんでショックを受ける必要があるんだ？」

「それは、俺おれにもよくわからないんだけど……」

「それでは、わたくしのほうから解説いたしましょうか？」

　突然、真横から声をかけられて、アッシュはのけ反った。

「コゼットさんっ？　どうしてここに？」

　つい先ほどまでは空席だったはずの場所に、コゼットが居座っている。しかも、王室仕様のメイド服姿である。明らかに悪目立ちしていた。

「うふふ。姫様があんな調子ですので、さりげなく見守っているのですわ。ちゃんとアンジェラ先生の許可も頂いていますし」

「いやいや、全然さりげなくはないような……。でも姫様がショックを受けてる理由は気になります」

「それは、姫様のご学友としてですか？　それとも、ひとりの男性として？」

　たちまち、アッシュは頰ほおが熱くなるのを覚えた。

「な、なにをいってるんですか！　姫様とは一緒に戦った仲ですし、生徒会でも一緒ですし、心配するのは当然ですよ」

「じゃあ、そういうことにしておきましょうか。うふっ」

　コゼットは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、本題に入った。

「ヴェロニカ様は、武闘派として有名なお方です。その性格が高じるあまり、まだ幼かった姫様に様々な訓練を施しました」

「そんなに厳しい訓練だったんですか？」

「それはもう……苛か酷こくな日々でしたわ。湖に突き落としたり、廃はい墟きよを探検させたり、城壁を登らせたり、幽霊が出ることで有名な森の中でサバイバルさせたり……」

　アッシュは呆あきれ果てた。

「それって、もはやイジメの領域に踏みこんでるような……」

「ちなみに、森の中ではわたくしが幽霊の役を務めました」

「ちょっ！　コゼットさんも加担してどうするんですか！」

　シルヴィアに臆おく病びような一面があるのは、ヴェロニカ（とコゼット）が元凶なのかもしれないな……と、アッシュは思った。

「そんなわけで、姫様にとって、ヴェロニカ様は恐怖の象徴となってしまったのです」

「なるほど……」

　武闘派なのは良いとしても、ヴェロニカの性格にはかなり問題があるのではないだろうか。そんな破天荒な王女様を、アッシュは生徒会役員のひとりとして出迎えねばならないのだ。

　想像するだけで、頭が痛くなってきそうだった。

　と、コゼットの話に聞き耳をたてていたレイモンが、楽しそうにつぶやいた。

「鉄血アイアンブラツドはダテじゃないってことか。でもな、アッシュ……俺おれは強い女性も好きだぜ」

「安心しろ。お前の好みは聞いてないから……」

「──では、翼竜ストラーダ、地竜アーシア、水竜ハイドラ……そのいずれかとして生まれてくるドラゴンは、いかなる条件を満たせば聖竜マエストロに至るのか」

　アッシュが頭を抱えている間も、もちろんアンジェラの講義は続いていた。

「それでは、アッシュ君。答えてちょうだい」

「はい？　俺ですか？」

　唐突に指名され、アッシュはうろたえた。

　アンジェラの視線はメスのように鋭く、ただ見つめられているだけで、解剖されているような気分になってしまう。

　その不穏な視線は、今なお居眠りを続けているエーコにも注がれているように見えた。

　アッシュは背せ筋すじにひやりとしたものを感じつつ、おずおずと起立した。

「えっと……わかりません」

「はい、正解」

「すみません……は？　正解？」

　アンジェラは悪戯いたずらっぽい微笑を漏らした。

「そうよ。ドラゴンが聖竜マエストロになる条件というのは、学者たちの間でも意見が分かれていて、まだ解明されてはいないのよ」

　アンジェラは教科書を閉じると、生徒一同をぐるりと見回した。

「でもね、古代においては、すべてのドラゴンが自然に聖竜マエストロ化を果たしていたという記録が残っているわ。絶滅の危機に瀕して以来、聖竜マエストロの数は激減したけれど、どのドラゴンも聖竜マエストロになる素質は秘めているはずなの」

　たちまち、生徒たちがざわめいた。

　アッシュ自身、そんな話は初耳だった。

「そこで、竜飼い人ブリーダーの存在が問題になるわけね。現代では、どうして聖竜マエストロになることなく死んでいくドラゴンのほうが多いのか……もしかしたら、ドラゴンが聖竜マエストロになれるか否いなかの鍵かぎは、竜飼い人ブリーダーが握っているのかもしれないわね」

　ちょうどそのとき、授業の終了を告げる鐘が鳴った。

　コゼットに支えられ、ふらふらと教室を出て行くシルヴィアを見送りながら、アッシュは不安を覚えた。

「姫様、大丈夫かな……？」

　ヴェロニカ王女が来訪するまで、あと六日──。





　　　　◇






　シルヴィアの恐怖をよそに、学院都市アンサリヴァンは、ヴェロニカ・ロートレアモン第一王女の訪問日を迎えた。

　ヴェロニカがなぜ、この時期にアンサリヴァンを訪問するのか。

　公式的には「襲撃を受けたアンサリヴァン市を慰い問もんするため」とのことだが、ヴェロニカは騎士王室において、最も好戦的な人物だといわれている。

　おそらく慰問というのは建前で、実際は街の被害状況を自身の目で確認し、屍灰竜ネクロマンシアの戦力を調査するのが本当の目的だろう──というのが、レベッカの見解だった。

　事実、ヴェロニカは大陸各地の民族紛争に介入し、火種を断った過去を持つ。

　初陣は、十三歳だったという。

　竜飼い人ブリーダーにこそ選ばれなかったヴェロニカだが、そんなハンデを跳ね返すように、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりを見せた。

　真っ先に敵陣に突入しては、容赦なく剣を振るった。

　ヴェロニカの剣が一いつ閃せんするたび、三つの首が宙を舞ったと伝えられている。

　英明にして剛ごう毅き。

　百戦百勝、負け知らず。

　剣の腕は天てん下か無む双そう。

　事実、ヴェロニカが剣一本でバジリスクを退治したという逸話は有名で、吟遊詩人が好んで歌うモチーフとなっている。バジリスクとは獰どう猛もうな大トカゲで、地竜アーシアの眷けん属ぞくと見なされることもあるほどだ。

　そんなヴェロニカに付いた渾名あだなが──〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉。

　レベッカによれば、ヴェロニカがアンサリヴァンを来訪すると聞いた途と端たん、関係者の多くが顔をしかめたそうだ。

　十代の少女だったヴェロニカは、大陸各地の火種を消すために奮戦したわけだが、今ではヴェロニカ自身が火種のような存在となっていた。

　そのすさまじい経歴が災いし、ヴェロニカを逆恨みする者は少なくない。

　反乱分子の残党は、今なおヴェロニカの命を狙ねらっている。いつ、どこで暗殺者に狙われたとしても、不思議ではないのだ。

　屍灰竜ネクロマンシアという一難が去ったばかりだというのに、またしても火種が舞いこんでくるのだから、アンサリヴァンの首脳陣が頭を抱えているのは、誰だれの目にも明らかだった。





　　　　◇






　正午の鐘が、鮮やかな蒼そう穹きゆうに響きわたる。

　第一校舎の入口前には、市長と学院長をはじめ、市議会や学院理事会の重じゆう鎮ちん、そして生徒会役員……などなど、総勢二十名あまりの歓迎団が整列し、ヴェロニカの来訪を待ち受けている。

「あのヴェロニカ王女がお越しになるなんて……何年ぶりかしらね」

　歓迎団の中には、珍しく白衣を脱いで、フォーマルな衣装を着用したアンジェラ・コーンウェル博士の姿も含まれていた。

　つい先日、ひょんなことから講師となったアンジェラだが、実は国宝級の研究者なのである。

　かくして、アンサリヴァンを代表する者たちが一堂に会したわけだが、一国の王女を出迎えるにしては、少人数といえた。本来ならば市民を総動員し、華やかな歓迎式典を行うべきところだろう。

　だが、ヴェロニカが質実剛健を好むのは有名な話である。そういった式典は一切無用だと、事前に通告があったのだ。学院の授業にしても、平常通りに行われている。

　生徒会からは、レベッカ、マックス、アッシュ、そしてエーコが参列している。さらには、聖竜マエストロクー・フリンと、聖竜マエストロアリアンロッドの姿もあった。

　レベッカの相パ棒ルであるクー・フリンは、名実ともに、学院最強の聖竜マエストロである。

　白銀の毛並みは燦さん然ぜんと輝き、もはや竜具を装着できないほど成長した巨きよ軀くには、誰だれもが目をみはるばかり。

　一方、アリアンロッドはマックスのパルであり、れっきとした聖竜マエストロではあるが、年齢的にはまだ幼竜に属する。猛たけ々だけしいクー・フリンとは対照的に、どこか可か憐れんな雰囲気をたたえたドラゴンであった。

「なあ、エーコ。本当に……お前もヴェロニカ王女を迎えるつもりか？」

「なによ、文句ある？」

　エーコは生徒会のマスコット役ということで、歓迎団に加わっていた。就任式で着たときと同じく、漆黒のドレスを着用している。どうやら、かなり気に入っているらしい。

　それよりも気がかりなのは、やはりシルヴィアのことである。

「姫様は、やっぱり来ないんですかね？」

　アッシュの問いに、レベッカは肩をすくめて嘆息してみせた。

「あの恐れようでは、強制するわけにもいかんだろう。ヴェロニカ王女に対して、よほどのトラウマを抱えているらしいな」

「まさか、実のお姉さんをあんなに恐れるなんて──」

「誰だれが、なにを恐れているというのだ？」

　アッシュの言葉を遮さえぎったのは、なんとシルヴィアだった。

「姫様……！」

　シルヴィアが現れた途と端たん、市議会や理事会の面々が恭うやうやしくお辞儀をする。

　シルヴィアは一国の王女にふさわしく、堂々たる態度で「ご苦労」と挨あい拶さつすると、こちらに歩み寄ってきた。

「もう大丈夫なのか？」

　アッシュが声をかけると、シルヴィアは自信たっぷりの笑みを浮かべた。

　顔色もよいし、髪も普段に増して輝いている。普段と変わらぬ制服姿とはいえ、いつにもまして凛り々りしく映った。

「誰に向かって口を利いている？　わたしはシルヴィア・ロートレアモンだぞ。一度は見苦しいところを見せてしまったが、もう大丈夫だ」

「そっか……安心したよ」

　なにやら調子が良すぎる気もしたが、ひとまず安心──アッシュがそう思った矢先、レベッカが鋭い口調で告げた。

「ぐずぐずするな、シルヴィア。竜騎士ドラグナーのひとりとして、ランスロットとともに姉君を迎えるべきではないのか？」

　ランスロットもまた聖竜マエストロであり、シルヴィアのパルを務めている。先日の襲撃事件を機に、アッシュにとっても馴な染じみのあるドラゴンとなった。

「申し遅れましたが……姉上は、あまりランスロットを好いてはいないのです」

　シルヴィアの返事に、レベッカは眉まゆ根ねを寄せた。

「それは、ヴェロニカ王女が竜飼い人ブリーダーに選ばれなかったことと関係があるのか？」

「まあ……そんなところです」

　妙に歯切れの悪いシルヴィアを一いち瞥べつすると、レベッカはどういうわけか、憐あわれむような笑みを浮かべた。

「ならば、そういうことにしておこう」

「……？」

　レベッカの真意が、アッシュにはさっぱり理解できなかった。

　そのとき、大人たちの間から、次々と叫び声があがった。

「見えたぞ！」

「おお、あれがヴェロニカ様の……！」

「あんな乗物を完成させてしまうとは！」

「帝国製の航空艦を見ているようだ……！」

　アッシュもつられて、爽さわやかに晴れわたる大空を見上げた。

　コバルトブルーの空の果て、どう見ても自然界には存在し得ない異物が、確かに浮かんでいるのだ。

　刻一刻と時間がたつにつれ、異物は単なる黒い点から、少しずつその輪郭をあらわにしていった。

　その飛行物体は、周囲を七騎の竜騎士ドラグナーに護衛されている。

「……マジか！」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、ほとんど無意識に叫んだ。

　ドラゴンと比較することで、空を飛ぶ建造物の巨大さを実感したのだ。護衛を務めるドラゴンでさえ、あの巨大な飛行物体と比べたら、豆粒に等しかった。

　アッシュのかたわらで、レベッカが厳粛な面持ちで告げた。

「あれがヴェロニカ王女の専用機、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスだ」





　　　　◇






　──魔導艦シルヴァヌス。

　ヴェロニカ王女が、ゼファロス帝国から亡命してきた科学者の一団を召し抱え、開発させた試作艦である。

　第一校舎の正面、広大な敷地を埋め尽くすように、魔導艦シルヴァヌスはふわりと着陸した。水鳥が湖面に着地するかのような、穏やかな着陸だった。

　翼を広げた聖竜マエストロを思わせる、流線を多用したフォルム。

　白地に真しん紅くのラインを織り交ぜた、壮麗な外装。

　各所に装備された、砲門の数々。

　アッシュは我を忘れて、シルヴァヌスの威容を見上げた。

　噂うわさでは聞いていたが、実際に眺めるのは初めてだった。

「こんなの……どうやったら飛ばせるんだ？」

　アッシュが呆ほうけたようにたたずんでいると、シルヴィアが解説してくれた。

「燃料は竜りゆう綺き華か晶しようだ。竜飼い人ブリーダーになれなかった姉上は、竜族がもたらした魔法と、帝国由来の機械工学を導入して、あのシルヴァヌスを完成させたのだ」

「じゃあ、竜媒魔法オラクルで飛ばしてるってわけか……！」

「そういうわけだ。ただし、千年綺華晶ミレニアムと呼ばれる特別な結晶体しか使えないから、量産は不可能だがな」

「ミレニアム？」

「ドラゴンの化石が地中で千年のときを経ると、莫ばく大だいな魔力を秘めた結晶体が生まれることがあるんだ」

「知らなかった……」

「もっとも、シルヴァヌスは帝国製の飛行艦と比べると、小型だし防御力も低い。装甲が薄い部分は、見ての通り竜騎士ドラグナーを配置することで補っている」

　シルヴィアの言葉通り、護衛を務める七騎の竜騎士ドラグナーたちが、ちょうど各々のドラゴンを着陸させたところだった。

　七騎のうち、先頭の竜騎士ドラグナーのみが、一目で聖騎甲アークだとわかる甲かつ冑ちゆうを装備している。おそらく、彼が親衛隊長なのだろう。

「ヴェロニカ王女が降りてくるぞ。私語はつつしめ」

　レベッカが小声で叱しつ咤たを飛ばしてきたので、アッシュとシルヴィアは口を閉ざした。

　一同が見守る中、歯車の軋きしむようなノイズとともに、シルヴァヌスのハッチがゆっくりと開き、タラップが自動的に下降する。

　誰だれもが無言で見守る中──

　まるで鉄と鉄が打ち合うような足音とともに、鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリーが地上に降り立った。

　アッシュは息を吞のんで、ヴェロニカの立ち姿に釘くぎ付づけとなった。

　王女というよりは、まさしく戦乙女ヴアルキリーだ……と、アッシュは思った。

　さすがに姉妹だけあって、顔立ちはシルヴィアと似ている。

　輝かしい金髪に、白はく皙せきの肌も共通している。

　だが、その並外れた長身から放たれる気迫ときたら、シルヴィアとは比較にならない。

　なによりも、その目だ。

　遥か天空から獲物を見据える、鷹たかのような目。

　ただ一いち瞥べつされただけで、心臓を貫かれたような気分にさせられる、すさまじい眼がん光こうを放っているのだ。

　真しん紅くのマントをばさりとひるがえすと、ヴェロニカは朗々と告げた。

「出迎え、大たい儀ぎである！」

　革の鞭むちが、ぴしりとしなるような声だった。

　マントがひるがえった途と端たん、ヴェロニカの肢体を覆う鎧よろいが白日のもとにさらされる。

　一目で鋼鉄製とわかる、重厚にして豪ごう奢しやな鎧だった。あの異様な足音は、鉄靴の響きだったのだと、アッシュはようやく気づいた。

　腰には両手持ちの大剣、クレイモアを帯びている。それこそが、多くの反乱分子、そしてバジリスクの血を吸ってきた得物なのだろう。

　七名の親衛隊員をぞろぞろと引き連れて、ヴェロニカはこちらに歩み寄ってきた。

　市長をはじめ、一同は慌てて膝ひざをつこうとしたのだが、ヴェロニカはさも面倒臭そうに片手を振った。

「堅苦しいのは苦手だ。それより、シルヴィアはいるか？」

　鷹たかの目が、ぐるりと一同の顔を見渡す。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、姉上」

　ヴェロニカの呼びかけに応じ、シルヴィアは堂々と前に進み出た。

「四年二ヵ月と十三日ぶりだな、我が妹よ」

「はい。私がアンサリヴァンに入学するため、王宮を発たって以来です」

　シルヴィアの受け答えは、予想以上にしっかりしている。

　アッシュは密かに安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

　ところが──。

　次の瞬間、鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリーが、その二つ名にふさわしい本性をあらわにしたのだ。

「貴様には失望したぞ、シルヴィア！」

　右手を振り上げるヴェロニカ。

　頰ほおを叩はたかれるシルヴィアの姿を想像したのも束つかの間ま、アッシュは信じがたい光景を目の当たりにした。

　ヴェロニカの手をひらりとかわしたシルヴィアが、軽く五メートルは飛ひ翔しようして、宙でくるくると回転しつつ、華麗に着地を決めたのである。

　どう見ても、人間離れした体術であった。

「ご乱心ですか、姉上？」

　不敵に笑うシルヴィア。

　少なくとも、アッシュはそんな風に笑うシルヴィアを初めて見た。

「この私をコケにするとは……いい度胸だな、影武者よ！」

　一瞬の沈黙をおいて、アッシュは驚きよう愕がくの叫びを放った。

「影武者っ!?」

「ふっ……そんなことだろうと思った」

　アッシュの脇わきで、レベッカがぼそりとつぶやいた。どうやら、レベッカは真実をお見通しだったらしい。

「うふっ。さすがはヴェロニカ様」

　シルヴィアだと思われていた人物は、ベリベリと音をたてて、金髪の鬘かつらもろとも、変装道具を顔面からむしり取った。

　その下から現れた素顔は──。

「コゼットさんっ!?」

　アッシュは目をむいた。

　市長をはじめ、総勢二十名の歓迎団にしても、もはや言葉もなく、この珍事を啞あ然ぜんとして見つめている。

「やはり、ヴェロニカ様の目はごまかせませんでしたね」

　素顔をさらしたコゼットは、鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリーを前にしても怯ひるむどころか、にっこりと微笑ほほえんだ。

「当然だ。貴様からは、私への恐怖が微み塵じんも感じられんのだからな！　この私に怯おびえぬシルヴィアなど、シルヴィアではないわ！」

「うふふ……今後の参考にさせていただきますわ」

　人を食った返答に、ヴェロニカは眉まゆ根ねを寄せた。

「惜しむらくは、貴様ほどの女が私の部下にならなかったことだ。どうだ、コゼット？　今からでも遅くはない。私に付いてこい！」

　コゼットはあくまでも、毅き然ぜんとした態度で応じた。

「わたくしがお仕えするのは、シルヴィア王女殿下──ただひとりですわ」

「あんな臆おく病びような小娘の、どこが良いというのだ？」

「すべて、でございます」

　誰だれもが度ど肝ぎもを抜かれたほど、コゼットの返答には迷いがなかった。

「ちっ……無駄話はここまでだ。さあ、白状するがよい。シルヴィアはどこにいる？」

「それは……」

　さすがのコゼットも真顔となって、いいよどんだそのとき──

「わ、私なら……ここにいますっ！」












　歓迎団の背後から、制服姿のシルヴィアが現れた。

　今度こそ本人だろう。その証拠に、はたから見ていて可哀かわい想そうなくらい、シルヴィアの膝ひざ頭がしらはガクガクと震えていた。

「大丈夫ですかね、姫様？」

　不安のあまり、アッシュがささやくと、

「まあ、命までは取られんだろうさ」

　レベッカは冷静な顔をして、さらりと物騒な言葉を漏らす。

「お……お前は下がっていろ、コゼット」

「かしこまりました、姫様」

　シルヴィアの命を受け、コゼットは厳粛な面持ちで引き下がった。




　歓迎団と親衛隊が固唾かたずを吞のんで見守る中、第一王女と第四王女は、今度こそ対面を果たした。

「どうした、我が妹よ。膝が笑っているぞ？」

「そ、そんなことは……ありません。このシルヴィア・ロートレアモン、姉上を心より……か、歓迎、いたしております」

「ちっ。どうやら、成長したのは胸と尻しりばかりのようだな」

　がしゃり……と、鉄靴の響きとともに、ヴェロニカが一歩を踏み出した。

「改めていわせてもらう。シルヴィアよ、貴様には失望したぞ！」

　──ぱぁん！

　乾いた音が響きわたった。

　ヴェロニカの剛腕が唸うなり、シルヴィアの頰ほおを叩はたいたのだ。

「くっ……！」

　シルヴィアはぐらりとよろめいたが、かろうじて踏み留まった。だが、叩かれた頰は真まっ赤かに腫はれて、見るからに痛々しい。

　ヴェロニカは冷然とシルヴィアを見下ろすと、淡々と語り始めた。

「……襲撃事件の報告は聞いた。勇猛果敢に街を守ったレベッカ・ランドールと、妙な技を使って屍灰竜ネクロマンシアを駆逐した人物の行動は称賛に値する」

　アッシュはドキリとした。

　屍灰竜ネクロマンシアを駆逐した人物とは、もちろんアッシュに他ほかならない。

「だが、貴様はなにをしていた？　一応、ランスロットの飛行は目撃されていたそうだが……よもや、為なす術すべもなく飛び回っていただけではあるまいな？」

　シルヴィアはなにも答えられず、震えるばかり。

　アッシュは悔しい気持ちで、拳こぶしを握り締めた。

　どうやら、情報が正確に伝わっていないらしい。アッシュが屍灰竜ネクロマンシアを撃退したという事実ばかりが重要視された結果、そこに至る過程が省略されてしまったのかもしれない。

　だが、シルヴィアもまた、アッシュとともに戦っていたのだ。

　シルヴィアの協力がなければ、アッシュが屍灰竜ネクロマンシアを倒すことはできなかった。

　そんなアッシュの気持ちをよそに、ヴェロニカが冷たく告げた。

「お仕置きだ、シルヴィア」

　事態を見守る誰だれもが、サッと青ざめた。

　ヴェロニカが、腰に帯びていたクレイモアを抜いたのである。

　見た目は両手用の大剣にもかかわらず、ヴェロニカは片手で軽々と振り上げたかと思うと──銀光一いつ閃せん。

　風が唸うなった。

　過去にどれほどの血を吸ってきたのか、クレイモアはギラギラと禍まが々まがしく輝きながら、シルヴィアに襲いかかった。

「──っ！」

　無惨にも、シルヴィアの胸もとが斬きり裂さかれる。

「姫様っ！」

　アッシュは血が凍る思いで叫んだ。

「シルヴィア様！」

「ヴェロニカ様がご乱心だ！」

「なんということだ！」

「医者だ、医者を呼べ！」

　歓迎団の間からも、次々と悲鳴があがった。

　一声も漏らさず落ち着き払っているのは、レベッカとコゼット、そしてアンジェラくらいだった。

　胸もとを斬られたシルヴィアは、ふらふらとよろめいたかと思うと、ぺたん、と尻しり餅もちをついた。

　不思議なことに、血は一滴たりとも流れてはいない。

　と、今になって斬られたことを思い出したかのように、制服の生地が無造作に断ち切られ、下着もろとも、はらはらと舞い落ちた。

「えっ……!?」

　きょとん、と小首を傾かしげるシルヴィア。

　ヴェロニカの鋭い斬撃は、シルヴィアの上半身を包む衣服のみを斬り裂いたのだった。

　雪のように白い撫なで肩がたが、たわわに実る乳房が、そして胸もとに刻みこまれた契約の証あかし──〈星せい刻こく〉が、白日のもとにさらされる。

「きゃああああああっ！」

　シルヴィアは真まっ赤かになって悲鳴をあげると、左右の腕で胸を隠した。

「姫様！」

　矢も盾もたまらず、アッシュは飛び出した。素早く自分のジャケットを脱ぐと、シルヴィアに羽織らせる。

「……？」

　シルヴィアの〈星せい刻こく〉を目にした瞬間、アッシュはふと奇妙な既き視し感かんを覚え、胸の奥がざわめくような感覚に襲われたのだが、今はそれどころではなかった。

　ヴェロニカはアッシュの行為を冷ややかに一いち瞥べつすると、クレイモアを鞘さやに納めた。

「どうした、シルヴィア？　貴様は戦場で同じような目に遭っても、そうやって恥じらっているつもりか？」

　シルヴィアは反論もできず、目に涙を溜ためている。

「そうだ、それが貴様の本質なのだ。竜騎士ドラグナーだなんだと粋いきがってはいても、しょせんはただの小娘。貴様には、女の幸せとやらのほうがよっぽど似つかわしい！」

「……なんだよ、それ」

　シルヴィアを痛烈に責めるヴェロニカの態度に、アッシュは沸々と怒りを覚えた。

　ここまでは辛うじて我慢してきたが、いつしか限界を迎えている。

　たとえ相手が第一王女だろうと、もう黙っているわけにはいかなかった。

「お、おい……アッシュ？」

　ずんずんと歩み出たアッシュの背に、マックスが慌てた様子で声をかけてきたが、もちろん黙殺する。

　アッシュを真っ先に止めるべきレベッカは、なにか考えがあるのか、それとも単に面白がっているだけなのか、なにもいわなかった。

　アッシュは真っ向からヴェロニカに食ってかかった。

「第一王女だかなんだか知らないが……現場にいなかったくせに、勝手なことを抜かしてんじゃねえよ！」

　その刹せつ那な、抜き身の剣がアッシュの頸けい部ぶにぴたりと当てられた。

「くっ……！」

　アッシュはたたらを踏んだ。鋭利な騎士剣を構えているのは、親衛隊長とおぼしき、あの聖天竜騎士アーク・ドラグナーだった。

　端たん麗れいな顔立ちをしている。美丈夫といっていいだろう。だが、兜かぶとごしに覗のぞく双そう眸ぼうは冷たく、感情というものをなんら感じさせない。あたかも、幽霊にでも睨にらまれているような気がした。

「大人げないぞ、グレン。相手は一介の学生にすぎぬ」

「失礼しました、姫様」

　ヴェロニカの命を受け、グレンと呼ばれた聖天竜騎士アーク・ドラグナーは大人しく引き下がった。

　首筋に触れていた刃やいばが離れた瞬間、ドッと嫌な汗が噴き出した。

　ただの騎士剣だったのが、せめてもの幸いだった。もし、聖天竜騎士アーク・ドラグナーならではの固有魔装を突きつけられていたら、魔力の波動だけで首を飛ばされていたかもしれない。

「お久しぶりです、ヴェロニカ王女殿下」

　そのときになって、ようやくレベッカが動いた。アッシュの前に立ちはだかると、恭うやうやしく一礼する。

「おお、レベッカではないか。なんだ、まだこんな学院にしがみついているのか？　さっさと退学して、騎士団に入るがいい」

　ヴェロニカの気迫を、レベッカは優雅に受け流してみせた。

「そのお話でしたら、何度もお断りしたはずです。今はまだ、学生としての身分を満喫したいのですよ」

「ふっ。この学院で貴様が学ぶことなど、もはや皆無だろうに……相変わらず食えない奴やつだ。ところで、あの少年も生徒会役員か？」

　ヴェロニカに一いち瞥べつされた途と端たん、アッシュはぞくりとした。

「その通りです」

「随分と、威勢のいい部下を手に入れたようだな」

「……お耳を拝借しても？」

　レベッカの申し出に、ヴェロニカは特に気を悪くした風もなく、鷹おう揚ように頷うなずいた。

　ヴェロニカの耳もとに唇を寄せると、レベッカは小声でささやいた。

　その瞬間、ヴェロニカはぎらりと瞳ひとみを輝かせた。

　クー・フリンにアリアンロッド、ついでにエーコも含め、ドラゴン勢でさえもがブルルと身震いしたほどの、すさまじい眼がん光こうだった。

　こんな逸話がある。

　竜飼い人ブリーダーが選別される〈オーファンの儀〉で、ヴェロニカが落選した理由とは、マザー・ドラゴンが当時七歳だったヴェロニカの眼光に怖おそれをなしたからだ──と。

　その眼光を一身に浴びたアッシュもまた、総毛立つ思いで、あとずさってしまう。

「ふん……ならば話は早い。探す手間が省けたというものだ。グレンよ、そやつを引っ捕らえよ！」

「御意」

　ヴェロニカの命を受け、グレンが迅速に動いた。

「なっ、なにしやがる！」

　あっという間に、アッシュはグレンの腕に捕らわれて、小こ脇わきに抱えられてしまった。

「ちょっ……離せよ！」

　厳いかめしい聖騎甲アークの、冷たく硬い感触を覚えつつ、アッシュはもがいた。

　だが、もがけばもがくほど、グレンの腕はアッシュの胴を締めつけてくる。とんでもない怪力だった。もしかしたら、聖騎甲アークがグレンの腕力を増幅させているのかもしれない。

「貴様には、訊ききたいことが山ほどあるのでな」

　歓迎団の一同が呆ほうけたように硬直する中、ヴェロニカはマントの裾すそをひるがえし、校舎に向かった。
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　ヴェロニカは過去にアンサリヴァンを訪問したことがあるらしく、勝手知ったる我が家とばかりに、来賓室の扉を開けた。

　まずは、ヴェロニカ、グレン、そしてアッシュの三人だけが入室する。

「お前達は校舎を〝洗浄〟しておけ」

　隊長であるグレンの命を受け、六名の親衛隊員は粛しゆく然ぜんと敬礼すると、散開した。

　おそらく、〝洗浄〟とは文字通りの意味ではなく、不審者や不審物の探索と排除を意味する隠語なのだろう。それくらいは、アッシュにも理解できた。

　アッシュが来賓室に入るのは、初めてのことだった。

　竜飼い人ブリーダーを集めた特殊な学院ということで、国内外の王侯貴族が訪問する機会も多いアンサリヴァンである。来賓室の内装は、華美の一言に尽きた。

　ソファやテーブル、絨じゆう毯たん、そして本棚といった調度品にしても、シェブロン王国からの輸入品ばかりである。

　だが、アッシュに室内の雰囲気を楽しむ余裕はなかった。

「グレン、そやつを椅い子すに座らせておけ」

「御意」

　グレンは無表情に応じると、アッシュを手近な椅子に無理やり座らせた。

「ついでに縛っておけ」

「御意」

「勝手に了解してんじゃねえ！　や、やめ──」

　本気で暴れようとしたアッシュだが、相手は親衛隊長を務めるほどの男である。敵かなうはずもなかった。

　縄と拘束具によって、アッシュは呆あつ気けなく拘束された。もはや自分の意思では、椅子から立ち上がることもできなくなってしまう。

「なんのつもりだ!?」

　文句を飛ばすアッシュの首筋に、またしても冷たい刃やいばが添えられる。

「小僧、相手はヴェロニカ・ロートレアモン第一王女殿下だ。口を慎め」

　そんなグレンをたしなめるように、ヴェロニカが声をかけた。

「そう目くじらを立てるな。レベッカがいうには、そやつが屍灰竜ネクロマンシアを撃退し、アンサリヴァンを救った英雄らしいぞ。丁重に扱ってやれ」

「これのどこが丁重なんだよ!?」

　アッシュは椅い子すごと転びそうになった。ここまで厳重に拘束しておきながら、丁重もなにもあったものではない。

　あいにく、アッシュの文句は完全に黙殺された。

「しかしヴェロニカ様。この学生、あまりに礼儀を欠いております」

「グレンよ、この世は実績こそがすべてだ。多少の無礼は見逃してやれ」

「ですが──」

「貴様……それ以上、この私に意見しようというのか？」

　突如、ヴェロニカの双そう眸ぼうが凄すごみを帯びた。親衛隊長を務めるほどの男でさえもが、声を吞のんだほどの迫力を秘めていた。

「出過ぎたことを申しました」

　グレンが一礼した、まさにそのときだった。

　扉がけたたましい音とともに開け放たれ、

「ちょっと！　あたしの奴隷をどうするつもりっ!?」

　なんと、エーコが飛びこんできたのである。全力で走ってきたのだろうか、頰ほおを紅こう潮ちようさせている。

「……エーコ？」

　アッシュは狼ろう狽ばいした。

「なんだ。貴様という奴やつは、こんな小娘の奴隷だというのか？」

　ヴェロニカが「奴隷」という台詞せりふに食いついてきたので、アッシュは首を振って否定した。

「ちっ、違いますよ！」

「ふむ。なにやら訳ありらしいが……」

「それにつきましては、のちほど私のほうから説明いたしますわ」

　エーコの背後から現れたのは、アンジェラだった。

　アンジェラのかたわらでは、レベッカが微苦笑を浮かべている。

「相変わらず難儀しているようだな、アッシュ」

　かくして──。

　市長や理事長、そして学院長といった要人をそっちのけで、ヴェロニカ王女との会談が始まった。
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　来賓室の中といえども、ヴェロニカは決して鎧よろいを脱ごうとはしなかった。その英姿はまさしく、神話に登場する戦乙女ヴアルキリーを彷ほう彿ふつとさせる。

「その鎧……重たくないんですか？」

　アッシュがなにげなく訊たずねると、ヴェロニカは苛か烈れつな眼まな差ざしを向けてきた。

「愚問だな。鎧こそは我が美学！　入浴時と就寝時以外は、なるべく身に着けるよう心がけている」

「マジですか……」

　呆あきれ顔のアッシュを黙殺すると、ヴェロニカはぐるりと一同を見渡した。

「そこに座るがよい」

　ヴェロニカの言葉に応じ、一同はソファの設置されたスペースに向かった。ヴェロニカに対面する形で、アンジェラ、レベッカ、エーコの順に腰掛けていく。

「あの……俺おれは？」

　見るからにふかふかで、座り心地の良さそうなソファだったが、アッシュだけは硬い椅い子すに拘束されたままだ。

　どうして自分だけが拘束されねばならないのか、アッシュにはわけがわからない。

「おっと、貴様を忘れていた。グレンよ、運んでやれ」

「御意」

　グレンはアッシュを椅子ごと担ぐと、ソファの脇わきまで運んだ。その後は無言で扉の脇に移動して、直立不動となった。

「さて……既に察してはいるだろうが、私がアンサリヴァンを訪れた真の理由とは、決して慰い問もんなどではない」

「やはり、屍灰竜ネクロマンシアの件を調査するためでしょうか？」

　眼鏡ごしに、アンジェラの双そう眸ぼうが理知的な光を放つ。

「うむ。現場に身を置くことで初めて、報告書だけでは浮かび上がってこない事実も見えてくるかと思ってな。早速だが、当事者である貴様らの口から、襲撃事件のことを聞かせてもらおうか」

「では、まずはわたしからお話しましょう」

　実際に戦闘を経験したレベッカが、当時の状況を語り始めた。




　レベッカが説明を終えると、ヴェロニカは嘆息した。

「ふむ……いまだ犯人の目星はつかんか。もっとも、エーコの竜種の記憶ドラグワースに記されていたことが本当ならば、屍灰竜ネクロマンシアとは魔導工学マギカ・テクニカ──すなわち、魔導と工学を融合させた学術大系の産物らしいな。工学といえば、ゼファロス帝国の得意分野だ。おそらく、首謀者は帝国軍あたりだろうが……レベッカはどう思う？」

「はい。わたしも帝国が怪しいと睨にらんではいますが……幸か不幸か、帝国領には竜族が棲せい息そくしていません」

「それがどうした？」

「問題なのは、今回の事件が〝ドラゴンによる襲撃〟だったという点です。確たる証拠を押さえるまでは、外交の場で帝国を追及しても無駄でしょう。ドラゴンといえば、ロートレアモン騎士国の得意分野──そう切り返されるのは必定です」

「うむ、レベッカのいう通りだな……。襲撃事件に関しては、地道に捜査を続けるしかあるまい。それにしても──」

　突如、ヴェロニカがアッシュをじろりと睨み据えた。

「あれほどの事態を収拾してみせた英雄が、貴様というわけか」

「……………………」

　拘束されている以上、引くことはできない。

　仕方なく、アッシュは腹をくくった。思い切って、ヴェロニカの双そう眸ぼうを睨み返してやったのだ。

「ほう。いい面構えだ」

　ヴェロニカは感心した風に、にやりと笑った。

「そいつは、どうも」

「では、貴様の口から聞かせてもらおうか。報告書において、最も不ふ明めい瞭りようだった部分──すなわち、怪物をいかにして撃退したのか、についてだ」

「そ、それは……」

　なにから説明したものか、口ごもったアッシュの脇わきで、突然、エーコが叫んだ。

「その話なら、あたしを忘れてもらっちゃ困るわ！」

「ふん……だったら聞かせてみろ、豆粒」

「エーコよ、エーコ！」

「お前のようなちんちくりん、豆粒で充分だ。不満なら、ミジンコでも構わんが」

「ほ、誇り高き竜族を……いうにことかいて……ミジンコですって！」

　エーコは地団駄を踏んでいる。せっかくのドレス姿も形無しだった。

「恐れながら、ヴェロニカ様。彼女こそがアッシュ・ブレイクのパルにして、屍灰竜ネクロマンシアを撃退する鍵かぎとなった少女──幼竜のエーコなのです」

　エーコの見苦しい姿を取り繕つくろうように、アンジェラが恭うやうやしく告げた。

「ほう、このちんちくりんが……なるほど、よく見ると角つのが生えておるわ」

　たちまち、ヴェロニカは目の色を変えた。

「ならば早速、私に見せてみよ」

「へ？　なにを？」

　きょとんとして、エーコはヴェロニカを見つめた。

「聖騎甲アークに決まっているだろう。貴様がアッシュとやらに聖騎甲アークを献呈したおかげで、屍灰竜ネクロマンシアを倒すことができたと聞いておる」

「なっ……け、け、献呈ですって？」

　エーコは文字通り、その場で飛び上がった。

　頰ほおが真まっ赤かに染まっている。

「ふ、ふざけないでよね！　あんなのは、その場限りの間に合わせよ！　ど、どうしてあたしが、こんな奴やつに献呈しなくちゃならないのよっ！」

「面白い反応だな。一体、どうしたというのだ？」

　心の底から不思議そうに、ヴェロニカはエーコをまじまじと眺めている。

　アンジェラが苦笑交じりに、解説を加えた。

「竜族にとって聖騎甲アークの献呈とは、主人に対する忠誠心の証明なのです。それはもう、夫婦の契りに匹敵するともいわれています。とはいえ、エーコちゃんはアッシュ君を主人とは認めていませんし、なにぶん、こんな性格ですから……」

「そういえば、先ほども主人を〝奴隷〟呼ばわりしていたな。まったく、街を救った英雄というから、どれほどの男かと思えば……アッシュとやら、貴様はパルを従わせることもできんのか？」

「うぐっ……」

　侮ぶ蔑べつの視線に胸を射ぬかれて、アッシュは悶えた。なまじ類たぐい希まれな美女だけに、その眼まな差ざしの痛烈さといったら、尋常ではない。

「まあ、よい。改めて貴様らに命ずる。屍灰竜ネクロマンシアを撃退したときの聖騎甲アークを、今ここで披露せよ。ついでに、その拘束具も自力で解いて見せるがいい」

　アッシュはようやく、ヴェロニカが自分を拘束した理由を悟った。

　すべては、このためだったのだ。

　聖騎甲アークを装備したアッシュなら、この程度の拘束具など、余裕で外せると踏んだのだろう。

　明らかに、ヴェロニカは王女として命令している。

　もはや断れるような雰囲気ではなかった。

「できるか、エーコ？」

　アッシュが不安げに訊たずねると、エーコは自信たっぷりに胸を張った。

「当たり前でしょ！　一度完成させた聖騎甲アークなら、いつでも呼び出せるわよ！」
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　エーコは室内の中央に立つと、瞑めい想そうにふける修道女のようにまぶたを閉ざし、呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

「兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート、背当エスパルダール……」

　アッシュ自身、エーコがどのように聖騎甲アークを構築するのかを目の当たりにするのは、これが初めてだった。

「腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ、草摺エスカルセーラ……」

　先ほどまでは悠然と構えていたヴェロニカも、今では緊張した面持ちで事態を見守っている。

　レベッカもまた、鋭い眼まな差ざしでエーコを観察している。

　無感情だと思われたグレンまでもが、さりげなくエーコの様子を窺うかがっていた。

「冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール、肘当コダル、前膊当アンテブラーソ、手甲マノーポラ……」

　一方、アンジェラに至っては、素早くペンとノートを引っ張り出して、目の前の状況を詳細に記している。

「股当キホーテ、膝当グアルダ、脛当グレーバ、鉄靴エスカルペ……」

　ただし、厳かな儀式といってもいい状況にもかかわらず、アッシュだけは椅い子すに拘束されたままなので、妙に緊張感を欠いていた。

「──拍車エスポラーソ！」

　エーコが最後の単語を発音し終えた直後、室内に真っ白な光が満ちあふれ、雷鳴にも似た轟ごう音おんが鳴り響いた。

　と同時に、アッシュは自分の身体が膨大な魔力に包まれるのを自覚した。

　──同じだ、あのときと……！

　屍灰竜ネクロマンシアと戦っていたときの状況を思い出す。

　左腕に刻まれた〈星せい刻こく〉が、じんじんと熱を帯び、激しく疼うずいている。

　その疼きが頂点に達したとき、アッシュの身体は白銀の聖騎甲アークに包まれていた。

　まったく重さを感じさせない、魔力によって構築された騎士甲かつ冑ちゆう。

　聖騎甲アークが放つ魔力に耐えきれなかったのか、拘束具と縄、そして椅子は瞬時に弾はじけ飛んだ。

「ほう……東方には〝馬ま子ごにも衣装〟などという諺ことわざがあるそうだが、まさにそれだな。どうだ、グレン？　お前の目から見ても、聖騎甲アークに見えるか？」

　ヴェロニカの質問に、グレンは恭うやうやしく答えた。

「はい。間違いなく、聖騎甲アークに特有の魔力を感じます。属性は光かと。ただ……」

「ただ？」

「制作者クラフト・ワーカーの個性というものが、なんら感じられぬ甲かつ冑ちゆうともいえます」

　さすがは親衛隊長を務めるほどの騎士だけあって、グレンの言葉は的を射ていた。

「そんなの、仕方ないでしょ！」

　エーコはグレンに食ってかかった。

　そう、まだ幼竜の身であるエーコには、本来、聖騎甲アークを制作するような力はないのだ。

　その代わり、竜種の記憶ドラグワースに蓄積されている膨大な設計図の中から、アッシュの身体に適合するパーツのみを抽出し、再構築する──そうやって生み出したのが、この聖騎甲アークなのだった。

「しかし……解せんな。かくも不完全な聖騎甲アークを装備したところで、どうにかなったとは思えんが」

　ヴェロニカの素朴な疑問に応じたのは、アンジェラだった。

「実は、彼には特殊な才能があるのです。私自身、まだ解明できてはいないのですが……彼は当学院にて、〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟と呼ばれているのです。私の知る限り、自分のパル以外のドラゴンを乗りこなせる竜飼い人ブリーダーは、彼だけです」

「なるほど。その類たぐい希まれな才能と、不完全な聖騎甲アークを組み合わせた結果、屍灰竜ネクロマンシアを乗りこなすことができたわけか」

　納得顔のヴェロニカを見ていたら、アッシュは怒りを覚えた。

「それだけじゃないです！　姫様がランスロットを飛ばしてくれなければ、俺おれは屍灰竜ネクロマンシアに乗ることすらできなかった！　なのに、あなたという人は……姫様にあんな仕打ちを！」

　だが、アッシュの主張を聞いてもなお、ヴェロニカは動じなかった。

「つまり、シルヴィアが果たした役割とは、単なる〝運び屋〟だったというわけだ」

　どこまでも、シルヴィアには手厳しいヴェロニカだった。

　ちょうどそのとき、アッシュの全身を覆っていた聖騎甲アークが光の粒子となって、音もなく霧む散さんした。

　それを見たヴェロニカの唇に、酷薄そうな微笑が浮かぶ。

「時間切れというわけか。その有様では、万能の兵器にはなり得んな。とはいえ、なかなか面白い見せ物ではあったぞ」

　ヴェロニカの口ぶりに、アッシュはカッとなった。

「見せ物なんかじゃないですよ！　間に合わせとはいえ、これはエーコが創つ成くってくれた聖騎甲アークなんです！」

「貴様は阿あ呆ほうか？　たった数分しか保もたぬ兵器など、見せ物以外のなんだというのだ？」

「ぐっ……」

「そういえば……貴様、シルヴィアと妙に仲が良さそうだったな。もしや恋仲だったりするのか？」

　露骨な質問を真っ向から浴びて、アッシュは赤面した。ヴェロニカの口から「恋仲」などという言葉が飛び出したのも、意外だった。

「そ、そんなわけないでしょう！」

「ふむ、怪しい反応だな。気に食わん……実に気に食わんぞ！」

　突然、ヴェロニカはソファから立ち上がると、アッシュの正面に立った。

「うむ、決めた！　アッシュとやら、貴様にはしばらくの間、我が侍従を務めてもらう。グレンよ、そやつを引っ捕らえい！」

「御意」

「はあ？　なにをいって──おわっ！」

　グレンは反論の余地すら与えず、アッシュを軽々と小こ脇わきに抱えた。

「シルヴァヌスに戻るぞ、グレン」

　ヴェロニカはばさりとマントを翻すと、部屋をあとにした。グレンもまた、暴れるアッシュをものともせず、ヴェロニカに続いたのだった。





"Ironblood Valkyrie ～A.S.B.1365.5～" is closed.








第三話　ヴェロニカとシルヴィア









　魔ま導どう艦かんシルヴァヌスが、アンサリヴァン市に到着した頃ころ──。

　屍灰竜ネクロマンシアを放ったミルガウスの右腕──アーニャは、アンサリヴァン市の西方に位置する商業都市、デーンベリーに滞在していた。様々な商会の事務所が入っている建物の一室で、物思いにふけっている。

　扉には「ロゼッタ商会」の札が掛けられているが、これは架空の業者名だ。ミルガウスが所属する帝国軍情報部が用意した、いわば隠れ家だった。

　一応、室内はいかにも商会の事務所らしく装っており、机や椅い子すや棚が整然と並べられている。

　ただし、在室しているのはアーニャだけで、部屋は閑散としていた。

「〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉……か」

　手もとの資料に目を通しつつ、ぼそりとつぶやく。

　ここしばらく、アーニャは〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉と呼ばれている英雄について、調査を続けてきた。

　市民にとっては屍灰竜ネクロマンシアを倒した英雄でも、ミルガウスとアーニャにとっては、天敵になりそうな存在である。

　だが、意外なほど目撃情報が少ないことが、調査を難航させていた。

　現状、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の正体に関する情報は皆無である。現場に居合わせた誰だれもが混乱していたのだから、無理もない。

　むしろ、ミルガウスに付き従い、特等席から事件現場を見下ろしていたアーニャのほうが、よほど事態を正確に把握できていただろう。

　おかげで、聞こえてくるのは信しん憑ぴよう性せいの低い噂うわさ話ばなしばかり。肝心の部分が、どうしても見えてこないのだ。

　いや、ただひとつ、アーニャの記憶の中にだけは、貴重な情報があった。

「あの少年……騎竜祭に出場していたということは、学院生よね」

　あいにく、諸もろ々もろの事情により、アーニャはその事実をミルガウスに告げられずにいる。

　下手に告げれば、自分の失態をさらけ出すことになるからだ。

　まさか、自分が殺し損なった少年が〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉であるなどとは……口が裂けてもいえない。

　アーニャは窓際に移動すると、青空をぼんやりと眺めた。

「ミルガウス様……」

　先日、ミルガウスは帝国軍情報部から密書を受け取った。












　そこには、本国への帰還命令が記されていた。屍灰竜ネクロマンシアの起動実験について、情報部は興味津々なのだろう。

「そうだ、ミルガウス様がお戻りになるまでに、報告書を仕上げなくちゃ──」

「大変！　大変だよ、シャマラ！」

　突然、部下のひとりが部屋に駆けこんできた。

　小麦色の肌に漆黒の髪。

　典型的な、タンタロス族の少年である。

「ちょっと、何度いったらわかるの？　今のあたしはアーニャなの！　二度と昔の名前で呼ばないで！」

「ご、ごめんよ……アーニャ」

「アーニャ様、でしょう？」

「はい……アーニャ様」

　少年はしおらしく、その場で跪ひざまずいた。経緯はどうあれ、今のアーニャはタンタロスを統べる族長である。顔かお馴な染じみの少年とはいえ、馴なれ馴なれしい態度を許していては、周囲に示しがつかない。

「で、なにが大変なの？」

「そ、それが……あの〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉が、先ほどアンサリヴァンを訪れたって、みんなが騒いでて……」

「なっ……！」

　アーニャは目をむいた。

〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉──ロートレアモン騎士王家の第一王女、ヴェロニカ。

　その勇名は、今では大陸全土に轟とどろいている。

　ヴェロニカが大陸各地の民族紛争に介入した結果、血祭りにあげられたゲリラは膨大な数にのぼる。

　その中には、タンタロスの戦士も多数、含まれていた。

　タンタロス族にとっては、仇きゆう敵てきといっていい。

「ヴェロニカはいつまで滞在するの？」

「公式発表では、五日間だって……」

　今すぐ早馬を飛ばせば、三日でアンサリヴァンにたどり着く。山岳地帯で鍛え抜かれたアーニャにとっては、目と鼻の先といっていい距離だ。

　アンサリヴァン市の防備が薄いことは、既に調査済みである。その気になれば、ヴェロニカを暗殺することだって可能かもしれない──という物騒な考えを、アーニャは慌てて打ち消した。

　帰国する直前、ミルガウスから受けた命令を思い出したからである。

　──私が不在の間は、屍灰竜ネクロマンシアを倒した竜騎士ドラグナーについて調べておけ。

　アーニャにとってはもちろんのこと、アーニャが率いるタンタロス族にとっても、ミルガウスの命令は絶対である。

　現在、そのミルガウスから受けている指令は、あくまでも諜ちよう報ほうのみ。いくら好機とはいえ、アーニャが独断でヴェロニカの命を狙ねらうわけにはいかない。

「あの……それで……」

「なによ？」

　少年の煮え切らない態度に、アーニャは嫌な胸騒ぎを覚えた。

「実は……その……〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉と聞いて、仲間たちがアンサリヴァンに──」

「なんですって！」

　黒髪を振り乱し、アーニャは椅い子すを蹴けり倒した。

　少年のいう「仲間たち」とは、族長となったアーニャに付いて山を下り、ミルガウスの作戦に協力してきたタンタロス族を意味する。アーニャにとっては部下に当たる。

「ぼ、僕は止めたんだよ！　だけど、ヴァレリーも、ミーチャも、セルゲイも……僕のいうことなんか聞いてくれなくて……」

「なんてことなの！」

　ミルガウスが帰国したということで、ヴァレリーたちには休暇を与えていた。武骨な彼らには、諜報などという繊細な活動は不向きだと判断したからだ。

　ヴェロニカの名を聞いた途と端たん、いてもたってもいられなくなった同胞の気持ちは、アーニャにも理解できる。

　だが、いたずらに騎士国を刺激するのは得策ではない。

　この五十年間、大陸随一を誇る機械工学によって、軍備を拡充してきたゼファロス帝国だが、まだ竜族に敵かなうとは思えない。

　今はまだ、耐えるときなのだ。

　少なくとも、あの屍灰竜ネクロマンシアが実用化されるまでは──。

「あたしも今すぐアンサリヴァンに向かうわ！」

「ええっ！　アーニャ……様も、暗殺作戦に加わるんですか？」

「その逆よ。なんとしても、あいつらを止めるわ！」

　アーニャは決然と顔をあげると、部屋を飛び出した。





　　　　◇






「似合わん……いや、似合いたくもないけどな」

　魔ま導どう艦かんシルヴァヌスに連行されたアッシュは、生まれて初めて、男性使用人の衣装を着用する羽目となった。

　漆黒のテールコートはやたらと仰々しく、襟元には白の蝶ちようネクタイ。

　左腕の包帯だけはぐるぐる巻きのまま、維持している。もはや〈星せい刻こく〉を隠すためというよりは、ヴェロニカに対するささやかな抵抗といえた。

「アッシュ君、着替えはお済みになりましたかー？」

　扉ごしに、朗らかな声が聞こえた。

　鏡の前で、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたアッシュが振り返ったときにはもう、声の主はちゃっかりと更衣室に踏みこんでいる。

　その女性は、メイドの衣装を着用していた。ヴェロニカは、自分の根城である魔ま導どう艦かんに戻るなり、アッシュの身柄を彼女に預けたのだった。

　メイドの底抜けに明るい笑顔を前に、不思議な既き視し感かんを覚えたのも束つかの間ま、

「あらあら、アッシュ君！　よくお似合いですよー」

「そんなこといわれても、全然嬉うれしくないんですけど……」

「えー？　どうしてですか？　とっても素敵ですよ──きゃうっ！」

　なんの脈絡もなく、メイドはつるりと足を滑らせた。

「危ない！」

　アッシュは慌てて手を伸ばしたのだが、予想外の力でメイドがしがみついてきたので、自分までバランスを崩してしまう。

「うわっ！」

　メイドの柔らかな感触にドキリとさせられたのも束の間、ふたりしてドサリと床に倒れこんだ。

「いてて……」

　なんとか起き上がろうとしたアッシュは、自分の左手がメイドの胸を鷲わし摑づかみにしていることに気づくと、びっくり仰天した。たぷたぷとして、アッシュの手のひらには収まりきらないほどである。

　と同時に、甘いフルーツを思わせる香りが漂ってきて、アッシュは頰ほおに熱を覚えた。

「すっ、すみません！」

「い、いえ……転んだのは、わたくしの責任ですから……」

　アッシュは慌てて立ち上がると、メイドに手を差しのべた。メイドは何な故ぜだかポッと頰を染めながら、アッシュの手を取った。

　アッシュは改めて、メイドと向かい合った。

「えっと、あなたは……？」

「わたくしは、プリムローズ・シェリーと申します。シルヴァヌスの艦内使用人を務めております。プリム、と可愛かわいく呼んでくださいね」

　シェリーという姓には、聞き覚えがあった。

「もしかして……コゼット・シェリーさんと関係あります？」

「まあまあ！」

　途と端たん、プリムは顔を輝かせると、身を乗り出してきた。アッシュの眼下で、ふたつの大きな塊がたぷん、たぷんと二度揺れる。

「コゼットをご存知ですの？　わたくしの妹ですわ！」

「なるほど……確かに似てますね」

　先ほど感じた既き視し感かんの正体とは、これだったのだ。

　もっとも、プリムはあのコゼット以上におっとりとした感がある。体つきもコゼットよりふくよかで、先ほどの感触を思い出した途端、アッシュは落ち着かない気分になった。

「ええ、よくいわれます。ただ……出来のよいコゼットと違って、わたくしときたらドジばっかりで……」

　プリムはぐすんと鼻をすすると、エプロンの裾すそで涙を拭ぬぐった。

「ですが、アッシュ君はわたくしにとって、初めての後輩ですもの！　精一杯、教育して差し上げますわ！」

　グッと拳こぶしを握り締めるプリムに、アッシュは狼ろう狽ばいした。

「ちょっと待ってください！　俺おれはここに就職したわけじゃありませんから！」

「あら、そうなんですか？」

　プリムはきょとんと、小首を傾かしげた。

「俺は騎竜学院の生徒なんですよ！　どういうわけか、あの無む茶ちや苦く茶ちやな王女様に強制連行されてしまって……」

「それでは、あなたはもしや……竜飼い人ブリーダー？」

「まあ……一応は」

　竜飼い人ブリーダーとしてはイレギュラーな存在であるだけに、胸を張って答えることはできないアッシュだった。

「まあ！　わたくしときたら……馴なれ馴なれしく『アッシュ君』などとお呼びしてしまって……これはもう、万死に値します！　これからは『アッシュ様』と呼ばせていただきますね！　それが駄目なら死にます。今すぐ死にます！」

「ああもう、なんでもいいから死なないでください！」

　アッシュは必死になって、プリムをなだめた。

「……見苦しいところをお見せてしまいました。それにしても、アッシュ様はどうして、この艦の使用人に？」

　プリムの素朴な疑問に、アッシュは溜ため息いきを漏らした。

「そんなの、俺が聞きたいですよ……」

「──だったら教えてやろうか？」

　戸口から峻しゆん厳げんな声を飛ばしてきたのは、当のヴェロニカだった。

　相変わらず鎧よろいを装備したまま、威い風ふう堂どう々どうと戸口に立っている。

「姫様っ！」

　プリムはビクッと驚いて、恭うやうやしくお辞儀をした。

　対照的に、アッシュは怒鳴らずにはいられなかった。

「ああ、今すぐ教えて欲しいですよ！」

「ならば教えてやろう──ただの余興だ」

　アッシュは自分の耳を疑った。

「今、余興って聞こえたような気がしたんですけど……？」

「なんなら、暇つぶしといい換えても構わんぞ」

　アッシュはがっくりと肩を落とした。

「そ、そんな理由で……俺おれはこんな目に？」

「そういうことだ」

　冷たく応じると、ヴェロニカはプリムに視線を向けた。

「プリムよ。これからしばらく、そやつを自分の部下だと思って教育してやれ」

「かしこまりました、姫様！」

　プリムの返事を背に、ヴェロニカは鎧を荘厳に鳴らしつつ、あっさりと立ち去った。

「な、なんなんだ、一体……？」

　呆ほうけるアッシュの心情などお構いなしに、プリムはアッシュの手を握り締めると、

「さあアッシュ様、参りましょう！」

　意い気き揚よう々ようと駆け出そうとして──。

「ちょっ！　そっちは壁だから！」

「へっ？」

　アッシュの注意も空むなしく、プリムは頭から壁に突っこんだ。





　　　　◇






　掃除、洗濯、炊事……プリムに付き従い、アッシュは艦内の様々な雑用を手伝わされる羽目となった。

　もっとも、プリムはアッシュの予想以上に手際が悪く、なにもない場所で転ぶわ、皿は大量に割るわ、バケツの水は廊下にぶちまけるわ……と、散々な有り様だった。

　いつしか、アッシュはプリムがなにかをやらかす前に、

「俺がやりますから！」

　と身を乗り出すようになっていた。

　こうなっては、どちらが先輩なのか、わかったものではない。

　仕事は常に山積みで、ふと気づけば、あっという間に夜を迎えていた。

　プリムによれば、今は着陸している状態なので、これでも平穏なほうらしい。飛行中などは、もっと仕事が増えるという。

　こんなに大きな物体が、何十人もの乗組員や貨物を乗せて大空を舞う──その事実が、アッシュはいまだに信じられなかった。




　ヴェロニカが夕ゆう餉げを終えた頃ころ、アッシュはようやく休憩を許された。

　厨ちゆう房ぼうで食事を受け取ると、使用人専用の控え室に入る。意外にも、室内には誰だれもいなかった。

「ま、いいか」

　適当な席に着いて、アッシュは食事を始めた。

　くるみパンに、鴨かも肉にくと野菜のシチュー。キャベツとコーンのサラダ。学院の食堂で出されるメニューと、それほど差は感じない。

　味は決して悪くはないが、感激するほどおいしいわけでもなかった。

　ふと、アッシュはヴェロニカの食卓を思い出した。

　ヴェロニカも、これと同じものを食べていたのだ。どうやら、味よりも栄養バランスを重視しているらしい。質実剛健を好む、ヴェロニカならではの配慮といえた。

　食事のことを考えていたら、エーコのことが気がかりになった。

「エーコのやつ、ちゃんとご飯は食べてるのかな……？」

　竜族の食事は、一日五回と定められている。

　可か憐れんな少女の姿で生まれたエーコといえども、例外ではない。とはいえ、今のアッシュにエーコの世話を焼く余裕はない。コゼットやレベッカに期待するしかなかった。

　食事を終えたアッシュは、なにげなく控え室をぐるりと見渡した。

　壁際に設置された本棚には、小説本や実用書の類が収められている。まだ休憩時間は残っているので、本棚の前で適当に物色していると、気になる題名を見つけた。

「これって……『天空の竜騎士物語』？」

　かなりの人気シリーズらしく、書棚には一巻から九巻までが置かれている。気軽に鞄かばんに入れて持ち運べるサイズで、表紙には十代の少女が好みそうなイラスト。

　どうやら、表紙に描かれている美形の竜騎士ドラグナーこそが、例の〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉らしい。

「ったく、こんな小説があるから……」

　忌々しげにつぶやいたものの、他ほかに面白そうな読み物は見当たらなかったので、アッシュは試しに読み始めた。

　主人公は、学院では平凡な生徒を演じつつも、夜は〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉に変身して悪に立ち向かうカイン。一方、ヒロインのアリーシャはカインの幼おさな馴な染じみ。常つね日ひ頃ごろ、なんの取り柄もないカインを情けなく思っている。

　物語の序盤、アリーシャは不運にも誘拐事件に巻きこまれるのだが、そこに颯さつ爽そうと現れた〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉に窮地を救われたことで、一ひと目め惚ぼれ。

　もちろん、カインと〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉が同一人物であるなどとは知る由もなく──。

「へえ……意外と面白いな」

　特に、自分の正体がバレないよう涙ぐましい努力をするカインに、アッシュはついつい感情移入してしまった。

　物語が後半に差し掛かると、カインの前に謎なぞのドラゴンが立ちはだかる。あろうことか、帝国由来の技術によって、肉体を機械化されたドラゴンだった。

　そんな破天荒な相手に、カインがどうやって対抗するのか──ハラハラしながら読み進めると、カインは氷結魔法を駆使して、ドラゴンの制御装置を凍らせたのである。作動温度領域の下限よりも冷やすことで、装置を強制的に停止させたのだ。

　かくして、物語はめでたしめでたしで幕を閉じた。

「うーん……たまには読書もいいもんだな」

　どうせなら、第二巻にも手を出してみようかと思ったそのとき──。

「アッシュ様！　こちらでしたか！」

　プリムが身体のあちこちに生傷をこしらえながら、控え室に飛びこんできた。

「プリムさん？　そんなに慌てて、どうしたんです？」

「そ、それが……姫様が、アッシュ様をお呼びなのです！」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、立ち上がった。

「ようやく解放されたと思ったのに！　で……どこに行けばいいんです？」

「それが……」

「それが？」

「浴室なのです！　今すぐご案内しますから！」

「ちょっ……！　どういうことですか!?」

　どうして浴室なのか。嫌な予感が胸中を埋め尽くす。

「さ、アッシュ様。姫様のご命令は絶対なのです！　行きますよ！」

　アッシュの腕を強引に引っ張ると、駆け出すプリム。

「いや、そっちは壁だから！」

「はうっ……！」

　ごちんと鈍い音が響いて、プリムはまたひとつ、余計な生傷をこしらえた。





　　　　◇






「入るがよいぞ、アッシュ」

　曇り硝子ガラスの向こうから、ヴェロニカが厳かな声音で告げた。

「姫様もああおっしゃってますし、遠慮なく」

　プリムがニコニコと背中を押してくるが、アッシュとしては足踏みせざるを得ない。

　ヴェロニカは既に浴室に入っている。浴室と脱衣所を隔へだてる曇り硝子には、鎧よろいを脱いだヴェロニカのシルエットが浮かび上がっていた。

　もちろん、全裸であることが一目でわかるシルエットだ。

「いや、しかし……俺おれは男ですし……」

「なにをグズグズしている？　打ち首にされたいのか？」

　再び、曇り硝子のむこうからヴェロニカの声が聞こえた。こんなことで打ち首にされてはシャレにならない。

「さあ、こちらへどうぞ」

　脱衣所には、既に四人のメイドが待ち受けていた。

「ほらほら、アッシュ様！　早くお脱ぎになってください！」

　背後からは、プリムが嬉き々きとして声をかけてくる。

「ちょ、ちょっと待ってください！　まだ心の準備が……」

「甘いですわ、アッシュ様！　このプリムの脱衣術にかかれば、誰だれであろうと瞬時にすっぽんぽんなのです！　せいやーっ！」

「うわわっ！　プリムさんが脱いでどうするんですかー！」

　ボリューム感たっぷりの乳房を前に、アッシュは硬直した。

「あ、間違えましたぁ……てへっ」

「どうやったら間違えるんですか！」

　アッシュは目を逸そらしながらも、ツッコまずにはいられなかった。

「ああもう！　プリムは手を出さないで！」

　プリムを押しのけると、今度は四人のメイドたちがアッシュを取り囲んだ。

「それでは、アッシュ様。これも姫様のご命令ですので！」

「あの……自分で脱げますから……」

「問答無用にございます！」

　四方から手が伸びて、アッシュの衣服をつかみ取る。抵抗しようにも、相手は華きや奢しやな女性ばかり。さすがに、本気で暴れるわけにはいかない……などと躊ちゆう躇ちよしていたら、あっという間にテールコートもシャツもはぎ取られ、ズボンも下ろされた。

「ううっ……」

　左腕の包帯もはぎ取られ、ついには全裸に剝むかれたアッシュを、メイドたちは容赦なく浴室へと連行したのだった。
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「はぁ……」

　広々とした浴槽の片隅で、アッシュは重苦しい溜ため息いきを漏らした。

　王室特製の入浴剤のおかげで、湯は白く濁っている。フローラルの香りに包まれて、気を抜けば眠ってしまいそうな浴室ではあったが、ヴェロニカと同じ湯に浸つかっているという現実は、あまりにも重い。

　浴槽が無駄に広いおかげで、ヴェロニカとの距離が開いているのが、せめてもの救いだった。これ以上近づいたら、どうしてもヴェロニカの裸身を意識してしまうだろう。

「どうした？　浮かない顔だな」

　そんなアッシュの気も知らず、ヴェロニカは悠然と声をかけてくる。

「誰だれのせいだと思ってるんですか……」

「ここは風ふ呂ろなのだ。もう少し、のんびりしたらどうだ」

「無理です！　大体、こんなにのんびりしていて大丈夫なんですか？　〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉には敵が多いと聞いていますけど」

　アッシュの皮肉に、ヴェロニカはなんら動じなかった。

「愚問だな。貴様は今、自分がアンサリヴァン市内で最も安全な場所にいるという事実にまだ気づいていないのか？」

「ああ……なるほど」

　魔ま導どう艦かんシルヴァヌス。

　多数の砲門をそなえ、その装甲は厚い。いざとなれば、空に避難することもできる。その上、艦の周囲には七騎の親衛隊。

　親衛隊長のグレンに至っては、聖天竜騎士アーク・ドラグナーときている。ヴェロニカが市街区の高級ホテルを利用しないのも、艦内が一番安全だと確信しているからなのだろう。

　そのとき、曇り硝子ガラスの向こうから、新たな侍女が声をかけてきた。

「失礼いたします。ただ今、第四王女殿下がお越しになりました」

「使いをやってから随分と経たつが……まあよい。さっさとこちらに来るよう、伝えよ」

「了解しました」

　ヴェロニカの言葉を受け、侍女の気配がスッと遠ざかる。

「第四……？」

　アッシュは首をひねった。

　妙に聞き覚えのある単語だが、咄とつ嗟さには顔が思い浮かばない。なんとなく嫌な予感に襲われたそのとき、硝子ガラス扉が横にスライドして、新たな人影が現れた。

「し、失礼します……姉上」

　その声を聞いた途と端たん、アッシュは仰天した。

「姫様っ!?」

　そう、あのシルヴィアが、全裸で戸口にたたずんでいるのだ。

　ようやく、「第四王女殿下」という堅苦しい単語と、シルヴィアの顔が一致する。

　湯煙のおかげで視界はぼんやりとしているが、シルヴィアの輝かしい美び貌ぼうは健在で、湯煙ごときに隠しおおせるものではなかった。

「なっ……！　その声……アッシュなのかっ？」

　どうやら、シルヴィアはアッシュの存在を知らされてはいなかったようだ。もちろん、浴室には女性しかいないと信じ切っていたのだろう。

　今のシルヴィアは、タオル一枚すら、身に着けてはいなかった。

「ど、どうしてお前がこんなところにっ！」

　アッシュの存在に気づいたシルヴィアは、慌ててその場でしゃがみこんだ。

「あらあら、アッシュ様。奇遇ですわね」

　シルヴィアに続いて現れたのは、コゼットだった。こんな事態だというのに、のんびりと落ち着いた顔で、シルヴィアの肌にバスタオルをかけてやる。












　コゼットの顔を見るなり、プリムが喜色満面となった。

「ああっ！　コゼットじゃありませんか！」

「あらあら、プリムお姉ちゃん？」

　周囲の空気も読まずに、ひしと抱き合う姉妹は黙殺し、アッシュはヴェロニカに質問を飛ばした。

「こ、これは……どういうことですか!?　どうして姫様が！」

「なにを驚いておるのだ？　姉妹が一緒に入浴するのが、そんなに不自然か？」

「そ、それは……おかしくはないですけど。だったら姉妹水入らずってことで、俺おれは先に出て──」

「そういうな。私が許す」

　許すとはいったものの、実際には「出ることは許さん」と命令されたも同然だった。まるで、自分の影を縫い止められた気分だった。

「シルヴィアも、なにをグズグズしておるのだ？　身体は洗わずともよいから、まずは湯に浸つかるがよい」

「わかり……ました」

　シルヴィアはバスタオルを身体に巻きつけたまま、おずおずと湯に浸かった。

　よほどヴェロニカが恐ろしいのか、随分と距離をおいている。むしろ、アッシュとの距離のほうが近いくらいだった。

「なにを遠慮しておる。もっと近う寄れ」

「は、はい……」

　シルヴィアはほんの少し、距離を詰めた。それでも、ヴェロニカとの距離は三メートルも開いている。ちょうど、ヴェロニカとアッシュの中間地点といったところだ。

　ヴェロニカはなおも不機嫌そうに眉まゆをしかめたが、それ以上は咎とがめることなく、本題を切り出した。

「実はだな、シルヴィア。貴様に縁談を持ってきてやったのだ」

「……はい？」

　自分がなにをいわれたのか、シルヴィアは理解不能といった顔をしている。アッシュ自身、「縁談」という言葉がなにを意味しているのか、咄とつ嗟さには把握できなかった。

「お前ももう、十六だ。我が国では、結婚してもおかしくはない歳だろう」

「で、ですが……それをいうなら、姉上のほうが──」

「なにかいったか？」

「ひっ……！」

　鷹たかの目に睨にらまれて、シルヴィアは震えあがった。

「私は軍務で忙しい。だが、騎士王家の未来については、誰だれよりも心配している。お前は気づいているか？　嫡子であった兄ジュリアスが処刑されて以来、騎士王家の行く末は曖あい昧まいなままだ。名目上は、私が王位継承権第一位ということになってはいるが、私は軍事にしか興味がない。王としては不適合だ」

「そんなことはないと思いますが……」

「この私がいうのだ、間違いはない」

「ですが、ヴェロニカ姉様以外にも、ミラヴェル姉様とカサンドラ姉様がいらっしゃいます！」

「今はお前の話をしているのだ、シルヴィア。ミラヴェルやカサンドラなど、この際どうでもよい」

「そんな……」

「よいか、シルヴィア。若いうちに、さっさと元気な子を産うんでおけ。騎士王家の血を絶やすわけにはいかんからな」

「……！」

　その直接的な言葉に、シルヴィアは真まっ赤かになった。

　アッシュ自身、傍観者の身分とはいえ、聞いていて恥ずかしくなってしまう。

「な、なにをおっしゃるのですか、姉上！」

「文句があるなら、ジュリアスの墓前でいえ。いや……奴やつに墓はなかったか。まったく、我が兄ながら、つまらぬことで命を落としたものだ。奴さえ生きておれば……」

　ジュリアス王子の名が出た途と端たん、シルヴィアはキッとなって、身を乗り出した。

「兄上を悪くいわないでください！　きっと、なにか事情があったはずです！」

　そんなシルヴィアに、ヴェロニカは憐あわれむような視線を送った。

「ふん……そういえば、貴様はジュリアスに懐なついておったな。そうそう、お前に持ってきた縁談だが、相手はジュリアスの親友だった男だ」

　シルヴィアは目を丸くした。

「まさか……！」

「そう。我が騎士のひとり、グレン・マクガイアだ」

　その名前には、アッシュも驚かずにはいられなかった。

「ふざけるな！」

　アッシュは我慢しきれず、ざぶんと水みず飛沫しぶきを跳ね上げて、猛然と立ち上がっていた。

「いくら聖天竜騎士アーク・ドラグナーだからって、あんな得体の知れない男が姫様の結婚相手だなんて……冗談じゃない！」

　アッシュの剣けん幕まくに、しかし、ヴェロニカは動じるどころか、じろりとすさまじい眼がん光こうを放った。

「貴様、なんの権利があって、この私に意見しようというのだ？」

「それは……」

「それとも、貴様……やはり、シルヴィアとただならぬ関係にあるのか？」

　ヴェロニカの眼がん光こうが、ますます鋭さを増す。

「めっ、滅相もないですよ！」

　アッシュが慌てて否定すると、ヴェロニカは冷たく笑った。

「ならば、貴様に口出しする権利はない」

「くっ……」

「それよりも、だ。そろそろ前を隠したらどうだ？　シルヴィアが目のやり場に困っているぞ」

　ヴェロニカのいう通り、シルヴィアは視線をさまよわせている。しかも、シルヴィアよりもずっと長く湯に浸つかっているヴェロニカよりも、はるかに頰ほおを上気させていた。

「──うわっ！」

　アッシュはようやく、自分が全裸であることを思い出すと、慌てて湯に浸かり直したのだった。
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　翌日は、全校生徒を総動員しての御前試合で幕を開けた。

　ヴェロニカ王女の前で、上級課程シニオスの生徒たちが球技を披露するのである。

　王侯貴族が学院を訪問した際は、この種の競技を披露するのが、騎竜学院の伝統となっていた。

　アッシュがヴェロニカの侍従を務めている間にも、競技場アリーナでは御前試合の準備が進められていたのである。

　謹厳実直なヴェロニカも、この伝統ばかりは拒むことなく、観戦を承諾した。

　その競技とは──ドラゴン・クリケット。

　聖竜マエストロ、翼竜ストラーダ、地竜アーシア、水竜ハイドラ……四種類のドラゴンすべてに役割が与えられた、極めて特殊な騎竜競技ドラグマツチである。

　アリーナの特等席で、ヴェロニカは眼下を見下ろしていた。今日も重たげな鎧よろいを装備している。

　そのかたわらには、聖騎甲アークを装備した親衛隊長、グレン・マクガイアが影のように寄り添っている。残る六名の親衛隊員も、ヴェロニカを中心に円を描くように、さりげなく配置されていた。

　観客席には、学院生やアンサリヴァン市民など、多くの観客が詰めかけている。

　ヴェロニカの命を狙ねらう不審者が紛れこむのは、そう難しいことではない。グレンたちが殺気立って見えるのは、そのせいだろう。

「はぁ……」

　アッシュは今朝も使用人の服装で、ヴェロニカのそばに控えていた。今朝になっても、ヴェロニカは侍従の任を解いてはくれなかったのである。

　ちなみに、昨夜は艦内の控え室で一夜を明かした。エーコがそばにいない夜は、久しぶりのことだった。

「どうした？　パルのことが心配か？」

　そんなアッシュの気持ちを見透かしたように、ヴェロニカが声をかけてきた。

　観客の声援で騒がしいにもかかわらず、よく通る声だった。

「まあ……そんなところです」

「問題あるまい。ドラゴンの世話は、竜舎の職員に任せてあるのだろう？」

「いえ、エーコは俺おれが自分で──」

　説明しようとした矢先、

「見つけたわよ！」

　エーコが大声を張り上げながら突進してきた。

　グレンをはじめ、親衛隊一同が咄とつ嗟さに身構えたが、一目見れば、排除する必要がないのは明らかだった。

　ヴェロニカ自身、軽く手を振って、グレンたちを制した。

「こんなとこで、なに油売ってるのよ！」

　エーコは距離が充分に詰まったと見るや、跳躍。宙で綺き麗れいな弧を描くと、跳とび蹴げりを放った。

「ごふっ！」

　強烈な一撃を腹に食らい、アッシュは悶えた。その場で膝ひざをついてしまう。

　そんなアッシュを、エーコはじろりと睨にらんできた。

「ほら、さっさと行くわよ！　あんたがいないと、出場できないんだからね！」

　アッシュはきょとんとして、エーコの顔を見上げた。

「出場って……お前、試合に出るつもりか？」

「当たり前でしょ？　なんだか楽しそうだし！」

「いや、しかしだな……どうやって？」

「へっ？」

　今度は、エーコがきょとんとする番だった。

「出場するには、ドラゴンに騎乗する必要があるわけだが……俺がどうやって、お前に乗ればいいんだよ？」

　そんな両者のやり取りを聞いて、ヴェロニカが苦笑した。

「ふっ。〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟と聞いていたが、例外もあるのだな」

「いやいや、物理的に無理だから！」

「あんた、あたしをバカにしているの？　あんたがあたしに乗るんじゃないわ。あたしがあんたに乗ればいいのよ！　ほら、さっさと四よつん這ばいになりなさいよ！」

　アッシュは身の毛がよだつ思いで叫んだ。

「どっちにしろ出場できるか！　あのドラゴンたちと、どうやって張り合えと？　一瞬で踏みつぶされるって！」

「むっ……だったら、あんたに聖騎甲アークを着せれば──」

「四つん這いの聖天竜騎士アーク・ドラグナーなんて聞いたこともねえよ！　大体、魔法はルールで禁止されているんだ！」

　しばらく無言で睨にらみ合っていたが、珍しく、エーコのほうが先に折れた。しょんぼりと肩を落としてしまう。

「はあ……あたしってば、どうしてこんな姿で生まれたのかしら？」

「エーコ……」

「気を落とすな、エーコとやら」

　エーコに声をかけたのは、意外にもヴェロニカだった。

「なによ……慰めなんて要らないわよ」

「まあ、聞け。竜族とは、極めて賢い種族だ。人類よりも、遥かに長い歴史を積み上げてきた」

「……なにがいいたいの？」

「つまりだ。貴様が人の姿で生まれてきたことには、必ず意味があるはずだ。今はまだわからなくても、いずれわかるときも来るだろう」

「あんた……」

　エーコが意外そうな面持ちで、ヴェロニカの顔を眺めやったそのとき、試合開始のホイッスルが鳴り響いた。

　騎竜服ドラグスーツを着用し、各自のパルに乗った騎手たちが、素早く散開する。

「おお、シルヴィアも出場するのか。ほう……しかも対戦相手はレベッカのチームか。こいつは楽しみだ」

　ヴェロニカがいつになく楽しげにつぶやいた直後──。

「きゃああああっ！」

　シルヴィアはランスロットもろとも、レベッカを乗せたクー・フリンのタックルを受け、場外に吹っ飛ばされていた。





　　　　◇






「姫様！」

　ランスロットの背から転落し、地面に叩たたきつけられたシルヴィアの姿を見るなり、アッシュは駆け出していた。

　観客席を一直線に横切って、グラウンドに着地。地竜アーシアの群れをかいくぐり、シルヴィアのもとを目指す。

　シルヴィアが倒れたことで、試合は一時中断となっている。

　そんなアッシュの姿を遠目に見やりつつ、ヴェロニカがつぶやいた。

「あの小僧……何頭ものドラゴンが居座るグラウンドに躊ちゆう躇ちよなく飛びこむとは、やはり肝が据わっているな」

「ふん、当たり前よ！」

　ヴェロニカの言葉を聞き咎とがめたエーコが、怒声を飛ばす。

「もっとも、女には不慣れなようだがな」

　冷ややかな嘲ちよう笑しようを浮かべるヴェロニカに、エーコはなおも食ってかかった。

「そいつは聞き捨てならないわね！」

「なにがだ？」

「あいつはねえ、あたしと一緒に暮らしてるのよ？　そんなあいつが、女に不慣れなはずないでしょう！」

「ふん……お前のような小便臭いガキが相手では、免疫がつくはずもあるまい。私の裸を目の前にした途と端たん、うろたえておったわ」

　エーコは真まっ赤かになって牙きばを剝むいた。

「なっ、なんですって！　どうしてあんたが裸になってるのよ！」

「なに、大人の事情だ。子どもが知る必要はない」

「いちいち腹の立つ女ね！」

　エーコが地団駄を踏んで悔しがっていると、グレンがさりげなく身を乗り出して、ヴェロニカの耳もとでささやいた。

「あの少年、シルヴィア様を校舎に運ぶつもりらしいですが……構わないのですか？　シルヴァヌスには優秀な医師もおりますが」

「構わぬ」

　ヴェロニカは颯さつ爽そうと立ち上がると、眼下をぐるりと見渡した。

「皆の者！」

　芯しんの強い声が響くと同時に、会場は水を打ったように静まり返った。今では、あらゆる視線がヴェロニカに集まっている。すさまじい求心力といえた。

「ルール上、クー・フリンのタックルは認められている。すべては、我が妹の未熟さが原因だ。さあ、試合はまだ終わっておらんぞ！」

　たちまち大歓声が湧わき起おこり、中断していた試合は再開された。





　　　　◇






「んっ……」

　まぶたを開くと、見慣れたシャンデリアが視界に飛びこんできた。

　女子寮エポナ舎の最上階、王室専用ルーム──シルヴィア自身の部屋である。

　開け放たれた窓からは、涼しい風。

　既に陽ひ射ざしは傾いている。

「私は……？」

　シルヴィアは混乱した。

　御前試合が始まった直後、クー・フリンのタックルを受け、その衝撃でランスロットから転落し──そこまでは覚えているのだが、それ以降の記憶が途絶えている。

「──っ！」

　反射的に自分の身体を見下ろすと、騎竜服ドラグスーツではなく、寝間着だった。

　いつの間に着替えさせられたのだろう？

「大丈夫か、姫様？」

　突然、男の声に耳じ朶だを打たれ、シルヴィアは思わずのけ反った。

「どっ……どうしてお前がここに!?」

　ベッドの脇わきで微笑ほほえんでいるのは、なんとアッシュだった。

　今も男性使用人の制服を着ているが、左の袖そで口ぐちからは包帯をちらりと覗のぞかせている。相変わらず、左腕の〈星せい刻こく〉を隠したがっているようだが……いや、そんなことはどうでもいい。

　男子禁制の女子寮に、どうして男がいるのか。

　ましてや、このシルヴィア・ロートレアモンの私室に！

「あらあら、姫様」

　そのとき、奥の厨ちゆう房ぼうからコゼットが顔を出したので、シルヴィアは食ってかかった。

「コゼット、これはどういうことだ！　どうしてアッシュを私の部屋に入れた？」

「そんなことをおっしゃっては駄目ですよ。アッシュ様は、姫様をここまで運んでくださったのですから」

「なんだと！　アッシュが……私を？」

　シルヴィアが睨にらみつけると、アッシュはたじたじとなった。

「そう怒るなって。最初は医務室に運んだんだけど、あのときは御前試合の真っ最中だっただろ？　怪け我が人にんがやたらと多くてな……」

「今日の医務室は、まるで野戦病院でしたわねえ」

　コゼットが苦笑交じりに、言葉を添えた。

「校医の連中、姫様の怪我が軽い打撲だってわかった途と端たん、追い出しやがったんだ。たとえ王女といえども、特別扱いしてる余裕はないんだとさ」

　ようやく状況は飲みこめたが、無論、それで納得できたわけではない。

「たとえそうだとしても、どうしてお前が私を運ぶ必要がある？」

「そりゃあ、姫様が心配だったからに決まってるだろ？」

　臆おく面めんもなく告げられた、まっすぐな言葉に──シルヴィアは不覚にもドキリとした。

「ははっ……」

　そんなシルヴィアの気持ちも知らず、アッシュは急に笑い出した。

「なっ、なにがおかしい？」

「いや、だってさ。いくらランスロットが優秀でも、あのクー・フリンに真っ正面から立ち向かうのは、さすがに無理があると思うぞ？」

　アッシュのいうことは、決して間違ってはいない。

　聖竜マエストロクー・フリンは、名実ともに、学院最強のドラゴンである。












　バカ正直に突っこんでいったシルヴィアの判断こそ誤っていたし、ランスロットにも負担をかけてしまった。

「ふふっ。姫様は、ヴェロニカ様の前でいいところを見せようと思われたのですよ」

　コゼットが余計なことを口にしたので、シルヴィアは頰ほおにカッと熱を覚えた。

「だ、黙れ！　そんなはずがないだろう！」

　全力で否定したものの、アッシュもコゼットも苦笑を浮かべるばかり。完全に見透かされているのは、明らかだった。

「はぁ……こんなことでは、ランスロットの主あるじとしても失格だ」

　あまりの情けなさに、思わず弱音を吐いてしまう。

「いやいや、そこまで卑下しなくても……」

　アッシュが戸惑った顔をして、慰めの言葉をかけてきたが、もはや溢あふれ出す感情は止まらなかった。

「黙れ！　やはり私など、ランスロットの飼い主になれるような器ではなかったのだ！　元々、ランスロットは私ではなく、彼に託されるはずだったのだからな！」

「おいおい……どういうことだよ？」

　アッシュが怪け訝げんそうに、シルヴィアの顔を覗のぞきこんでいる。

　シルヴィアはハッとして、我に返った。

　ずっと秘密にしてきたことを、うっかり漏らしてしまったのだ。

「な、なんでもない！　なんでもないぞ！　今のは忘れろ！」

　ちょうどそのとき、部屋の扉が遠慮がちにノックされた。

「シルヴィア王女殿下。客人をお連れしました」

　扉ごしに聞こえてきたのは、このエポナ舎の寮監を務める老婦人の声だった。

　わざわざ寮監が案内役を買って出るとは、珍しいこともあるものだ。

「客人だと……誰だれだ？」

　まさか姉上ではあるまいな……と、戦々恐々となったシルヴィアだが、寮監が告げたのは予想外の名前だった。

「グレン・マクガイア様です」

「なっ──！」

「グレンって……あの冷血漢か!?」

　アッシュも腰を浮かして叫んでいた。




「失礼いたします、シルヴィア王女殿下」

　入室するなり、グレンは恭うやうやしく片かた膝ひざをついた。

「……なんの用だ、グレン殿？」

　努めて平静を装うと、シルヴィアはグレンを見下ろした。

　──シルヴィアがまだ幼児だった頃ころ、兄のジュリアス王子と一緒に遊び相手をしてくれたグレン。

　ジュリアスとグレンは親友同士であり、ライバル同士でもあった。

　アンサリヴァン時代は、常に首席を争っていたと聞いている。当時は心優しく、誰だれにでも好かれるタイプの少年だったが──今はどうだろう。

　貴公子然とした美び貌ぼうこそ健在だが、およそ表情というものが感じられないのだ。まるで氷の彫像を鑑賞しているような気分だった。

　もしかしたら、ジュリアスが〝竜殺し〟という大罪を犯した結果、処刑されたあの日のまま、表情が凍りついてしまったのかもしれない。

　そんなグレンを見ていると、シルヴィアは胸がつぶれそうになった。

「グレン殿……姉上の使いなら、手短にすませて欲しい」

「シルヴィア様のご容態を見てくるよう、ヴェロニカ様から仰せつかりました」

「ならば、この通りだ。大した怪け我がではない。これで満足か？」

　他ほかにも話したいことはあるはずなのに、シルヴィアの口をついて出たのは、結局、そんな辛しん辣らつな言葉でしかなかった。

「……承知いたしました。そのようにお伝えしておきます。それと、ヴェロニカ様より言づてを承うけたまわっているのですが」

「申してみよ」

　胃のあたりに重苦しい感じを覚えつつ、シルヴィアは先をうながした。

　ヴェロニカの言づてなど、ろくでもない内容に決まっている。

「明日の正午より、慰い問もんを行うとのことです」

「そうか……」

　災難続きですっかり忘れていたが、本来、ヴェロニカがアンサリヴァンを訪れた公式的な名目は、聖ダーラム広場で復興作業に携わる人々の慰問であった。

「つまり、私も姉上と一緒に、被災者をねぎらえと──そういうことか？」

「いえ。ヴェロニカ様は、シルヴィア様の同行は不要だとおっしゃっていました」

「なんだと？」

　予想外の返事に、シルヴィアは愕がく然ぜんとした。

「明日は聖ヴァレリア教会に赴き、懺ざん悔げの祈りを捧ささげよ、とのご命令です」

「懺悔だと？　どういうことだ？」

「恐れながら……ヴェロニカ様はシルヴィア様の失態について、ご立腹なのです」

　失態とは、御前試合でドラゴンから転落したことを指しているのだろう。結局、ヴェロニカはシルヴィアの行為を勇気とは受け取らず、蛮ばん勇ゆうだと見なしたのだ。

　追い打ちをかけるように、グレンは言葉を継いだ。

「なお、祈き禱とうの際は侍女の同伴も許さぬ、とのことです」

「……そうか。姉上の慰い問もんで賑にぎわう街の片隅で、ひとり寂さびしく、修道女のように祈りを捧ささげていよ──と。そういうわけだな？」

　自じ嘲ちようするシルヴィアと目を合わせようともせず、グレンは事務的に告げた。

「今の私は、ただの伝でん書しよ鳩ばとに過ぎませぬ。それでは、失礼します」

　あっさりと退室しようとしたグレンに、シルヴィアは衝動的に声をかけていた。

「待ってくれ、グレン殿！」

「……なにか？」

　氷細工のような双そう眸ぼうが、シルヴィアをまっすぐに見据えてくる。

「グレン殿は……その……姉上から、縁談のことは聞いているのか？」

「一応は」

　眉まゆひとすじ動かすことなく、グレンは冷然と応じた。

「そうか……」

　シルヴィアは力なく、うなだれた。

　結婚ともなれば、一生に関かかわる問題だというのに、あんまりといえばあんまりな、グレンの態度だった。

「……もう良い。下がれ」

　恭うやうやしく一礼し、退室しようとしたグレンだったが──。

「随分と憎たらしい伝書鳩もいたもんだな」

　そんなグレンを引き止めたのは、なんとアッシュだった。

「いくらなんでも、その態度はないだろう。姫様との縁談、お前自身はどう思っているんだよ？」

　シルヴィアが心の底に封じこめた疑問を、アッシュはあっさりとぶつけていた。

　驚きのあまり、咎とがめる言葉も浮かばない。

　グレンは肩ごしに振り返ると、アッシュを見据えた。

「私はヴェロニカ王女の騎士。主君の命令は絶対だ」

　アッシュがハッと息を吞のむ気配が、シルヴィアのもとにも伝わってきた。

「なんだと？　じゃあ、お前はあの人のいうことならなんでも従うのか？　死ねといわれれば、問答無用で死ねるのか？」

「無論だ」

　一切の迷いを感じさせることなく、グレンは即答した。

「まるで操り人形だな……自分の意思ってもんはないのかよ？」

　今にも立ち去ろうとしていたグレンだったが、意外にも、アッシュの憎まれ口に反応した。今度は身体ごと振り返ると、つかつかとアッシュの正面に歩み寄ったのだ。

「……アッシュ・ブレイクといったな。街を救ったことでいい気になっているのかもしれんが、お前など、しょせんは紛まがい物ものに過ぎん」

　グレンの冷たい言葉に、アッシュは眉まゆ根ねを寄せた。

「なんだと？　俺おれとエーコのやったことを否定するのか？」

「否定はしない。運も実力のうちだ。だが──」

　刹せつ那な、グレンは鬼気迫るような眼がん光こうを放った。

「身の程を知れ」

　鋼鉄はがねのように重々しい捨て台詞せりふを吐くと、今度こそグレンは退室した。

「あの野郎……」

　アッシュは忌々しげな顔で、閉ざされた扉を睨にらみつけている。あれほどの眼光を浴びたというのに、怯おびえている様子はあまり感じられない。むしろ、沸々と湧わき上あがる怒りが抑えきれないといった様子だ。

　そんなアッシュとは対照的に、シルヴィアは戦せん慄りつしていた。シルヴィア自身が睨まれたわけでもないのに、指先が、膝ひざ頭がしらが、ブルブルと震えてしまう。

　昔は優しかったグレンが、あんなにも凄せい絶ぜつな眼光を放ったことが、なによりも衝撃的だったし、信じられなかった。




「ったく……なんなんだよ、あいつは！」

　アッシュは室内をぐるぐると歩き回りながら、怒りを撒まき散ちらしている。

　グレンに敵かなわなかったことが、よほど悔しかったのだろう。

　敵わなくて当然だという思考は、どうやら皆無らしい。

　そんなアッシュを見ていたら、シルヴィアはほんの少し、気が楽になった。

「とりあえず、座ったらどうだ？　猿のように動き回られては、こっちが落ち着かん」

「すまん……」

　アッシュは大人しく、ベッド脇わきの椅い子すに腰を落ち着けたものの、まだまだ怒りは収まらない様子だった。

「姫様は腹が立たないのか？　いくらなんでも、冷たすぎるだろ」

「それはそうだが……昔は、あんな人ではなかったんだ」

「どういうことだ？」

「私にとっては、もうひとりの兄のような存在だった。あの頃ころのグレン殿は、まるで春の陽ひ射ざしのような……本当にさわやかな貴公子だったのだ。私のことも、実の妹のように可愛がってくれた」

「それって、いつのことだよ？」

「兄上が処刑されたのが、十年前のことだ。それより少し前だから……私が四つか五つの頃ころだな。当時の記憶は薄れる一方だが、兄上とグレン殿が私を可愛がってくれたことは、今でもはっきりと覚えている」

「そうだったのか……」

　アッシュはバツが悪そうな顔をした。

「結局、兄上が犯した大罪は、騎士王家の人間のみならず、親友だったグレン殿の人生にも大きな影響を及ぼしたということだ。姉上が押さえつけていなければ、グレン殿はとっくに騎士国を飛び出していただろう……。事実、兄上が処刑された当時は、かなり自暴自棄になっていたと聞いている」

「マジかよ？」

「そういう意味では、グレン殿は姉上に救われたともいえる。と同時に、姉上はグレン殿ほどの騎士を救ってしまえるほどに、器が大きいということだ」

　シルヴィアはそっと視線を窓の外に向けると、暮れ始めた空に向けてつぶやいた。

「あまりにも大きすぎて、姉上には勝てる気がしないな……」

「姫様……」

　そのとき、再び扉がノックされたので、シルヴィアはビクッと肩を震わせた。グレンが引き返してきたのかと思ったのだが、

「邪魔するぞ」

　威勢良く扉を開け放ったのは、なんとレベッカだった。

「会長！」

　レベッカはベッドの脇わきに歩み寄ると、シルヴィアの顔を覗のぞきこんだ。

「先ほどはすまなかったな。君が本気で突っこんできたものだから、わたしもつい本気を出してしまった。大人げなかったと反省している」

　シルヴィアは恐縮のあまり、頭から布団を引っかぶりたい衝動に駆られた。

　非があるというのなら、むしろ自分のほうだ。ヴェロニカの視線を意識するあまり、なんの考えもなしにランスロットを突進させてしまったのだから……。

「謝らないでください。競技中の事故に過ぎなかったわけですし、私なら大丈夫です」

「そうか。安心したよ」

　レベッカが柔和な微笑を浮かべてくれたので、シルヴィアも安あん堵どした。

「ところで……なんの用ですか？」

「ああ、そうだ。実はアッシュを捜していたんだ」

「俺おれですか？」

　アッシュはきょとんとして、レベッカを見やった。

「うむ。明日の午前七時より、緊急の会議を開く。無論、議題はヴェロニカ王女の慰い問もんについて、だ」

「わかりました。ヴェロニカ王女の許可が出るかどうかわかりませんけど……」

　アッシュが自信なげに応じると、レベッカは悪戯いたずらっぽく微笑した。

「ああ、君はヴェロニカ王女の侍従を務めているのだったな。その格好も、少しはサマになってきたんじゃないか？」

　アッシュは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をすると、自分の服装を見下ろした。

「今すぐ脱ぎ捨てたい気分ですよ。エーコのことだって気がかりですし」

　そんなアッシュを安心させるように、レベッカは微笑ほほえんだ。

「案ずるな。エーコの世話については、生徒会が全面的にバックアップしよう。本来ならば、コゼットに一任したいところなのだが……」

「申し訳ございません。今は姫様のお世話で手一杯ですので……」

　壁際に控えていたコゼットが、心底、申し訳なさそうに頭を下げる。

　と、アッシュが不思議そうに首をひねった。

「あれ？　だったら、今は誰だれがエーコの面倒を見てくれているんです？」

「今は特別に、アンジェラ先生が面倒を見ているぞ」

　レベッカの返答に、アッシュは顔面蒼そう白はくとなって立ち上がった。

「一番の危険人物ですよ！　解剖されたらどうするんですかっ！」

「案ずるな。アンジェラ先生もすっかり改心したようだからな」

「本当に大丈夫ですかね……？」

「問題あるまい。仮にエーコの身に危険があれば、〈星せい刻こく〉が知らせてくれるだろう」

「それは、そうかもしれませんけど……」

「あ、あのっ！」

　矢も楯たてもたまらず、シルヴィアはアッシュとレベッカの間に割りこんだ。実は、先ほどからずっと気になっていたことがあるのだ。

「どうして会長は、私には〝会議に出ろ〟といってくれないのです？」

　しばしの沈黙を挟んで、レベッカははっきりと告げた。

「ヴェロニカ王女から話は聞いている。君は明日、教会で懺ざん悔げの祈りを捧ささげるようにと命じられたのだろう？　そんな君に、生徒会の仕事を任せるわけにはいかんな」

「そんな……」

「文句があるなら、ヴェロニカ王女を超えてみせることだ」

　レベッカは涼しい顔で、さらりととんでもない条件を提示すると、アッシュを連れて退室した。





"Princess VS. Princess ～A.S.B.1365.5～" is closed.








第四話　断罪のアヴドーチャ









　早朝。アッシュは学院の制服に袖そでを通すと、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスを飛び出して、校舎に向かった。

　昨夜のうちにヴェロニカの許可はもらっていたので、警備を務める親衛隊員たちがアッシュの行動を見み咎とがめることはなかった。

　親衛隊長のグレンと顔を合わせることはなかった。もちろん、顔を合わせたいとも思わなかった。

　校舎の階段を一段飛ばしで駆け上がると、生徒会室にたどり着いた。

「失礼します」

　なにげなく扉を開けた直後、まるで砲弾さながら、アッシュの懐になにかが飛びこんできた。

「おわっ！　……エーコ？」

　エーコの柔らかな感触が伝わってくる。

　昨夜はレベッカの部屋にでも泊めてもらったのだろうか。甘さは控えめな、清涼感のある匂においがふわりと漂ってきた。

「ど、どうしたんだ？」

　エーコの態度に、アッシュは戸惑うばかり。まるで、長らく飼い主と引き離されていた小動物が、ようやく顔を見せた飼い主に飛びつくような、そんな雰囲気を感じさせた。

　だが、あのエーコに限って、そんなことがあり得るのだろうか。たった一晩、会えなかったくらいで……こんなにもしおらしくなってしまうものだろうか。

「んもう、遅いわよ……」

　エーコはアッシュの胸もとに顔を押しつけたまま、離れようとしない。それどころか、ますます身体を密着させてきた。熱いくらいの体温が、むんむんと伝わってくる。

　それだけならまだしも、エーコはアッシュのネクタイを力任せにつかむと、ぐいっと引き寄せた。

「ま、待て……首が絞まる……！」

　アッシュは慌てて、ネクタイと首の隙すき間まに指をねじこんだ。かろうじて気道を確保。窒息だけは免れた。

　一体、今朝のエーコはどうしてしまったのだろう？

　その頰ほおは鮮やかなピンク色に染まり、目はじっとりと潤んでいる。

　アッシュが身み悶もだえしていると、エーコはさらに動いた。

「はふぅ……」

　艶なまめかしい吐息を漏らすと、足を絡ませてきたのだ。

　アッシュの太ももの隙すき間まに、ニーソックスに包まれた脚が割りこんでくる。柔らかな太ももが股こ間かんのあたりに触れた瞬間、アッシュはぞくりと身を震わせた。

「もう駄目……身体が熱くて……たまんないのぉ……」

　エーコは切なげに喘あえぐと、アッシュのネクタイをつかんだまま、背伸びをした。

　半開きとなった唇が、アッシュの顔に寄せられると──。

「うわっ！」

　ぺろりと頰ほおを舐なめられた。あたかも、主人に懐なつく幼竜のように。

「……ん？」

　その瞬間、アッシュはあることに気づいた。エーコの口もとから、薔ば薇らのような匂においが立ち上ったのだ。

　よく見ると、エーコの片頰がぷっくりと膨らんでいる。なにかを口の中に含んでいるらしい。

「お前……ちょっと中を見せてみろ！」

「これで……いいの？」

　いつもならアッシュの命令など絶対に聞かないくせに、今朝のエーコは違った。ますます頰を染めると、アッシュの顔を窺うかがう。

　その上目遣いにドキリとさせられた直後、エーコはミニスカートの裾すそをそっとたくし上げた。

「……えっ？」

　目の前でなにが起きたのか、理解できなかったのも一瞬のこと、

「おまっ……！」

　アッシュはのけ反りそうになった。

　エーコの素肌をぴっちりと包みこむ純白が、アッシュの意識をどこか遠くへ運ぼうとする。レースの飾りがふんだんに盛りこまれた、大人向けの下着だった。

　ハッと我に返ると、アッシュはエーコの手を無理やり押さえつけた。

「なにやってんだ、バカ！　スカートの中じゃなくて、口の中だ！」

「ん……わかったわよ……」

　エーコは頰を染めたまま、そっと口を半開きにする。

　真珠のような歯の隙間から、ピンク色の舌が覗のぞいた。

「こいつが元凶か！」

　エーコの舌には、丸いキャンデーがちょこんと載っている。

　たちまち、アンサル・ハーブに特有の香りが、ムッと漂ってきた。

　人間には無害なアンサルだが、竜族にとっては特別な意味を持つ。人間が酒を嗜たしなむのと同じように、竜族はアンサルの香りを楽しむのだ。

　だが、エーコはまだ幼竜である。ごく微量のアンサルであっても、その影響は計り知れない。

「ほら、さっさと吐き出せ！」

「ふにゅう……」

　エーコは熱い吐息を漏らすと、またしてもアッシュのネクタイをつかんできた。

　見た目は小柄な少女でも、腕力はドラゴン並みのエーコである。

　アッシュは為なす術すべもなく、無造作に引き寄せられて──驚いて開け放った唇を、エーコの唇がふさいだ。

　と同時に、舌が強引に割りこんでくる。

「……っ！」

　舌と舌が、ねっとりと絡み合う感触。

　衝撃のあまり、アッシュは思考停止。棒立ちになってしまう。

「うふふっ……」

　エーコが小悪魔のように微笑ほほえんで、そっと顔を離したときにはもう、キャンデーはアッシュの口に移動していた。

　口移しにされたキャンデーは、既に半分ほど溶けていて、そこにはエーコの体温が宿っ

ている。

　アッシュは呆ぼう然ぜんとなった。

「お前……今……」

　顔から火が出る思いだった。

　口移しにされたキャンデーばかりに気を取られていたが、それ以前に、唇と唇がしっかりと触れ合っていたことを、今さらながら強く意識したのだ。

　だとすれば、今のが自分にとって、そしてエーコにとっても、初めてのキスだったのでは？

「ふにゅ──」

　と、エーコが急に、全体重をアッシュに預けてきた。

　アッシュの胸に顔を押しつけた状態で、すぅすぅと寝息をたて始める。どうやら酔いが完全に回った挙げ句、睡魔に襲われたらしい。

「ったく……人騒がせな奴やつだな」

　とりあえず、ホッと息をついたのも束つかの間ま、

「……人と竜の触れ合いにしては、いささか不健全だったな」

「わわっ！」

　場違いなほど冷静な声を受け、アッシュは飛び上がらんばかりに驚いた。

　──ごくん！

　口移しにされたばかりのキャンデーを、うっかり飲みこんでしまう。

「……レベッカさん！　いつからそこに？」

　レベッカは悠然と腕組みをして、戸口にたたずんでいる。ニヤニヤと、底意地の悪そうな笑みを浮かべていた。

「もちろん、エーコが部屋を飛び出したときからだ」

「一部始終じゃないですか！　黙って見てないで、助けてくださいよ！」

「うむ。なかなか楽しい見せ物だったぞ、アッシュ。ちなみに、エーコが穿はいているのはわたしの下着だ」

「えっ……！」

　ついつい、エーコが穿いていた下着を思い出してしまう。

　豪ごう奢しやなレースの模様が、脳裏をびっしりと埋め尽くす。素材は絹だろうか。独特の光沢感があったような気がする。レベッカは普段、あんな下着を身に着けているのか──そこまで考えて、アッシュは我に返った。

「ああもう、そうじゃなくて！　大体、さっきのキャンデーはなんです？」

「ああ、あれか？　あれは私の個人的なおやつだ。私が舐なめていたら、エーコがおねだりしてきてな。あんなに物欲しそうな顔をされてしまうと、断るわけにもいかんだろう」












「いやいや、レベッカさんはエーコがアンサルに弱いって、知ってますよね？」

「ふっ……聞こえんな」

　レベッカは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、室内に引っこんでしまった。





　　　　◇






　レベッカは一同の顔をぐるりと見渡した。

「さて、会議を始めるとするか。今日はシルヴィアも欠席だから……たったの三人か」

　その言葉通り、テーブルに着いているのは、レベッカ、マックス、そしてアッシュだけである。ちなみに、エーコは応接用のソファで眠っている。

　副会長と書記は、今朝も顔を出さないつもりらしい。

「確かに……寂さびしいものですね」

　アッシュが相づちを打つと、レベッカはからかうような眼まな差ざしを向けてきた。

「なんだ、アッシュ。シルヴィアがいないとそんなに寂しいか？　このレベッカ姐ねえさんでは物足りないとでも？」

「め、滅相もありません！」

　慌てるアッシュのかたわらで、マックスが呆あきれたように告げた。

「会長、あまり時間がありません。アッシュで遊んでないで、早く始めてください……」

「うむ、そうだな。アッシュを見ていると、ついイジりたくなってしまうんだ」

　レベッカは苦笑すると、本題を切り出した。

「知っての通り、今日の午後からヴェロニカ王女の慰い問もんが始まる。実はだな……学院生を代表して、我々も王女に同伴することに決まった」

　早速、アッシュは嫌な予感に駆られた。

「王女に同伴するのは、わたしとマックス、そしてアッシュとエーコだ。これはヴェロニカ王女の命令でもあるので、我々に拒否権はない」

　案の定、アッシュの予感は的中した。

「ヴェロニカ王女は敵の多いお方だ。不審者が王女を狙ねらうとしたら、この機会を逃すとは思えん。七名の親衛隊が警護に就いているとはいえ、油断はできん。我々も竜騎士ドラグナーのはしくれとして、いざとなれば王女をお守りするくらいの心構えで望まねばならん」

「あ、あの……」

　アッシュは遠慮がちに手を挙げた。

「なんだ、アッシュ？」

「レベッカさんは〝はしくれ〟どころか聖天竜騎士アーク・ドラグナーですし、マックスだって優秀な竜騎士ドラグナーです。でも、俺おれはただの竜飼い人ブリーダーなんですけど……」

「なにをいう。君にも〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉という、立派な称号があるではないか」

「……ありがたくもないですよ、そんなの」

「わたしは似合っていると思うがな。さて、と……ここからが重要なのだが」

　これまでとは一転して、レベッカは真顔になると、手もとの資料をアッシュとマックスに手渡した。

　それは、いわゆる「手配書」だった。

　紙面一杯に、犯罪者の人相書きが記されている。

　賞金額は、なんと百万エクル。賞金首の額としては、破格もいいところだ。

「ある筋から、〝断罪のアヴドーチャ〟がアンサリヴァンに潜入したとの情報が入った。各自、気を引き締めておけ──」





　　　　◇






　復興作業の真っ最中ということで、聖ダーラム広場は騒音に満ちていた。

　監督官を務める男たちの怒号。

　筋骨逞たくましい作業員たちが発する掛け声。

　かーん、かーん、と鎚つちが振るわれる音。

　──屍灰竜ネクロマンシアの襲撃から、ちょうど二週間が過ぎていた。

　破壊された広場の復興は、今日も着々と進んでいる。

　その上空から、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスがゆっくりと舞い降りた。




　無事に着陸を果たしたシルヴァヌスを降りるなり、ヴェロニカは市民に向けて朗々と宣言した。

「皆の者、大たい儀ぎである！」

　ヴェロニカの凛りんとした姿を認めた途と端たん、盛大な歓声が沸き起こった。

「おお、ヴェロニカ王女殿下だ！」

「こんなところまで、わざわざお越しになるとは……！」

「なんと勇ましい鎧よろい姿すがた！」

　どの作業員も手を止めて、感涙さえ浮かべて騒いでいる。ところが、ヴェロニカはきりきりと眉まゆを吊つり上あげると、作業員たちをじろりと睨にらみ据えた。

「誰だれが休めといった！　私のことは気にせず、己おのが仕事を続けるがよい！」

　大地を揺るがすほどの大だい音おん声じよう。現場に駆り出されていた地竜アーシアさえもが、ビクッと震えたほどである。

「りょっ、了解であります！」

　屈強を誇る作業員たちではあったが、今では恐怖の相を浮かべ、あたふたと作業を再開する始末だった。

　これでは慰い問もんというより、監督官がひとり増えたようなものだ。ヴェロニカの脇わきに控えつつ、アッシュは思わず苦笑を漏らした。

　今朝の会議で打ち合わせた通り、ヴェロニカのそばには学院生を代表して、レベッカとマックス、そしてアッシュとエーコが付き従っている。

「むう……おかしいわ」

　エーコは先ほどから、しきりに周囲をきょろきょろと窺うかがっていた。

　もしや竜族に特有の感覚で、なにか不審な気配でも感じたのだろうか。だとしたら一大事だ。ヴェロニカを恨んでいる者の可能性もあった。

「エーコ？　なにか気になるのか？」

　アッシュが鋭い口調で訊たずねると、エーコはさも不機嫌そうな顔をした。

「クレープの屋台がないのよ」

「……は？」

「だから、クレープの屋台が見当たらないの！」

　アッシュは頭を抱えたい気分になった。そう、エーコは聖ダーラム広場の屋台で売っていたクレープが大好物なのだ。

「お前なあ……こんな工事現場で、クレープ屋が営業してるとでも？」

「ううっ……あたしのクレープ……」

　エーコはしょんぼりと肩を落として、涙目になっている。

「はあ……仕方ないな。きっと街のどこかで売ってるだろうし、あとで一緒に捜そう。それでいいか？」

「ほんと？」

　現金なもので、エーコはパァッと顔を輝かせた。

「……！」

　大輪の薔ば薇らが咲き誇るような笑顔に、アッシュは不覚にも見とれてしまう。

「どうかした？」

　エーコがきょとんとして訊ねてきたので、アッシュはハッと我に返ると、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

「いや、なんでもないぞ……」

　とりあえず、これでエーコもしばらくは大人しくしてくれるだろう。なんといっても、今はヴェロニカの付き人を務めている身である。万が一、エーコに粗相でもされようものなら、飼い主アツシユの首が飛びかねない。クレープですむなら安いものだ。

「ほう、地竜アーシアを使っているのか。竜飼い人ブリーダーの棟とう梁りようとは珍しい」

「こ、ここっ、光栄の至りであります！」

　アッシュがエーコをなだめている間も、ヴェロニカは着々と慰い問もんを続けていた。

　屍灰竜ネクロマンシアは広場のみならず、周囲の建物も破壊したため、現場には多くの大工が詰めかけている。

　ヴェロニカに話しかけられた棟とう梁りようは、なんと竜飼い人ブリーダーらしい。その脇わきでは、一匹の地竜アーシアが甲か斐い甲が斐いしく荷車を引いていた。

　見るからに強こわ面もての棟梁が、ヴェロニカの前では恐縮のあまり緊張している。無性に笑い出したくなる光景だった。

　そんなのどかな光景を眺めていたら、アッシュはふと、会議でレベッカが告げた名前を思い出した。

　──〝断罪のアヴドーチャ〟。

　なんでも、タンタロス族の血を引く女らしい。幼少時より山岳ゲリラとして活動後、山を下り、大陸の各地でテロに参加。反体制活動家としては、かなり有名な人物である。

　もっとも、五年前に首都フォンティーンで引き起こしたヴェロニカ暗殺作戦に失敗して以来、行方をくらましたと聞いている。

　それほどの活動家が、再びヴェロニカの前に現れる可能性があるという。もちろん、偽情報かもしれないが、油断はできない。

「おい、エーコ」

　アッシュは気持ちを引き締めると、エーコの耳もとに唇を寄せた。

「……なによ？」

「いざとなったら、また聖騎甲アークを頼むぞ」

「ふん。あんなパーツの寄せ集めでいいんなら、出してあげるわよ。その代わり──」

「わかったわかった。クレープならいくらでも買ってやる」

　ただしアンサル・クレープ以外でな……と、アッシュが心の中で付け加えたそのとき、近所の教会から鐘が鳴り響いた。

　十三時の鐘だった。

「もうこんな時間か……」

　荘厳な鐘の音を聞いていたら、ふと、シルヴィアの顔がアッシュの脳裏をよぎった。

　聖ダーラム広場の周囲には、複数の教会が建っている。

　今いま頃ごろ、シルヴィアはヴェロニカの命令に従い、聖ヴァレリア教会で懺ざん悔げの祈りを捧ささげているのだろう。

　アッシュがシルヴィアの心中を思い、いたたまれない気持ちになったそのときだった。

　──どぉん！

　突如、広場の向こうから爆発音が聞こえたのだ。

「な、なんだ？」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、広場の向こう側を眺めやった。

　空に向けて、黒煙が濛もう々もうと立ち上っている。

「まさか……！」

　アッシュの脳裏を、最悪の想像がよぎる。

　黒煙を吐き出しているのは、まさしく聖ヴァレリア教会の鐘しよう楼ろうだった。

　謎なぞの爆発と同時に、広場に集まっていた市民の間からは、悲鳴と喧騒が一斉に湧わき起おこった。

　つい先日、屍灰竜ネクロマンシアに襲われたばかりなのだ。多くの市民が、不吉な兆候に対して敏感になっているようだった。

「──姫様、シルヴァヌスにお戻りを」

　と、グレンの冷静な声が聞こえてきた。

「うむ」

　ヴェロニカもなんら動揺は見せずに、鷹おう揚ように頷うなずいたのみである。

　アッシュは激しい苛いら立だちに駆られた。

「あの教会が見えないのか！　もしかしたら、姫様が中に──」

　あいにく、ヴェロニカはアッシュの言葉を冷然と遮さえぎった。

「案ずるな。これより、シルヴァヌスを作戦司令部とする。お前たちも来るがよい」

　実の妹が爆発の被害に遭っているかもしれないというのに、ヴェロニカは憎たらしいほど落ち着き払っていた。





　　　　◇






　シルヴィアは聖ヴァレリア教会を訪れていた。

　ヴェロニカの命令に従い、今日は侍女のコゼットすら連れてはいない。

　祭壇には、聖女ヴァレリアの聖像が置かれている。

　ヴァレリアとは、聖女ロサ・マリアに仕えた十二使徒のひとりである。

　ロサ・マリア教の聖典では、慈悲深き女性として描かれている一方で、法の番人としての側面も持ち合わせていたそうだ。

　シルヴィアの他ほかにも、教会には多くの参拝客が訪れていた。シルヴィアのように思い詰めた者は少なく、その大半は観光客のようだった。

「聖女ヴァレリアよ。私の軽けい挙きよ妄もう動どうをお許しください……」

　シルヴィアは祭壇の前に膝ひざをついて、祈り始めた。

「聖女ヴァレリアよ……」

　と、シルヴィアのすぐ真横で、誰だれかがぶつぶつと祈っているのが聞こえてきた。

　その声音には、どことなく聞き覚えがあった。

「いつか〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様が、わたくしを孕はらませてくださいますように」

「お前はなにを祈っているのだ!?」

「ひゃんっ！」

　一喝された途と端たん、相手は悲鳴をあげて尻しり餅もちをついた。

　シルヴィアは改めて、相手の顔をまじまじと眺めやった。

「……やはり、ジェシカ・ヴァレンタインか！」

　ジェシカは体勢を立て直すと、シルヴィアを見つめ返してきた。

「あらまあ。どなたかと思えば、シルヴィア王女ではありませんか。てっきり、今日はヴェロニカ王女の慰い問もんに付き添っているのかと」

「くっ……付き添えなくて悪かったな！」

「な、なにを怒っていますの？」

「うるさい！　そんなことより、どうしてお前がここにいる？」

　シルヴィアの剣けん幕まくに、ジェシカは明らかに戸惑っている様子だった。

「あら。わたくしはただ、安産祈願のために……」

「ヴァレリア様は法の番人だ！　お門違いも甚だしい！」

「ふふん。わたくしは、誰かさんと違って、小さなことにはこだわりませんわ」

「全然小さくないだろう！」

「はぁ……そんなことでは、いつまで経たってもヴェロニカ王女には敵かないませんわよ？」

　痛いところを衝つかれ、シルヴィアはカッとなった。

「なんだと！　お前になにがわかるっ!?」

「見ていればわかりますわ。器の大きさが違いますもの」

「くっ！　人が気にしていることを……ぬけぬけと！」

「あら、気にしてましたの。まあ、王族としてはヴェロニカ様に遠く及ばず、竜騎士ドラグナーとしては〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様の足もとにも及ばないあなたには、女を磨くことをオススメしますわ。少しは、大貴族の令嬢であるわたくしを見習ったらどうかしら？」

「なん……だと……？」

　ぷちん。ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた。まるで、グレンとの結婚を勧められたような気がしたのだ。例の縁談について、ジェシカが知っているはずもないのだが、そんなことはどうでも良かった。

「はっ！　ランドール家の使用人ごときが、いうに事欠いて自分を見習えだと？　笑止千万！」

　刹せつ那な、ジェシカの顔がサッと青ざめた。

「まさか、レベッカから聞いて……？」

「安心しろ。会長から口止めされている以上、吹ふい聴ちようするつもりはない。ただし、虚飾で己の上っ面を塗り固めるのは、そろそろ自重したらどうだ？」

　ジェシカはブルブルと唇を震わせながらも、シルヴィアをキッと睨にらみつけてきた。

「それなら……あなたは一切の虚飾とは無縁だと、そう断言できますの!?」

「そ、それは──」

　シルヴィア自身、自分の臆おく病びような部分を周囲に悟られぬよう、気丈に振る舞っている。騎士王家の姫として、「こうあるべき」という理想像を演じようと躍起になっている。

　それもまた、一種の虚飾ではないのか。

「あら、図星ですの？」

「ち、ちがっ──」

　シルヴィアが否定しようとしたそのとき、

　──どぉん！

　遥か頭上から、すさまじい爆発音が轟とどろいた。

　衝撃で足場が揺れ、天井からは砂さ塵じんや小石が降り注ぐ。

　どうやら、階上で爆発が起きたらしい。

「きゃあああああああっ！」

　シルヴィアは恐怖のあまり、ほとんど無意識にジェシカを抱き締めていた。

　ジェシカもよほど驚いたのか、シルヴィアの背中に手を回し、痛いくらいに抱き締めてきた。

　シルヴィアとジェシカが同時に放った悲鳴を皮切りに、他ほかの参拝客も次々と怯おびえた声を漏らす。

　厳かな雰囲気に包まれていた教会は、たった一度の爆発で阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。

　そこに君臨するかのように、どこからともなく、巨大な影が現れた。

「あいつは──？」

　シルヴィアは目をみはった。

　漆黒の髪に、爛らん々らんと禍まが々まがしい光を帯びた双そう眸ぼう。

　露出度の高い民族衣装から覗のぞくのは、褐色に近い肌。

「その昔、聖女ヴァレリアは告げた──」

　女は妙に芝居がかった口調で切り出した。

「〝罪を憎んで人を憎まず〟とな。愚かなり！　弱き心こそが、諸悪の根源なのじゃ。ありとあらゆる罪つみ人びとに死を！」

　女は右手に握っていた鞭むちを、ぴしりと鳴らした。

「妾わらわは〝断罪のアヴドーチャ〟じゃ！」

　シルヴィアは呆あつ気けに取られた。

　その名前には、確かに聞き覚えがあった。

「まさか……あんなのがアヴドーチャだと？」

　反体制活動家として、シルヴィアもその名は知っていた。手配書にしても、過去に何度も見たことがある。

　その賞金額は、百万エクル。

　ところが、目の前の女は童顔で、しかも小柄である。これが百ひやく戦せん錬れん磨まのテロリストかと疑いたくなるほど、その外見は幼かった。手配書に描かれた人相書きとは、似ても似つかない容姿なのだ。

　それでも、女は悠然とした顔で、参拝客を見下ろしている。

　見下ろすことができている。

　なぜなら、女はバジリスクに騎乗しているからだ。

　バジリスクに特有の、ぎょろりとした瞳ひとみに睨にらまれて、

「ひっ……！」

　シルヴィアもジェシカも、思わず震え上がった。

　恐怖のあまり、もはやお互いの手を離すことさえできない。

　──バジリスク。

　見た目はトカゲに近いが、その大きさはトカゲなど比較にならない。地竜アーシアの眷けん属ぞくともいわれるが、竜族のような知性は微み塵じんも感じられなかった。

　そんな獣けものを飼い慣らすのみならず、騎馬のように乗りこなすなど、正気の沙さ汰たとは思えない。

　それこそ、目の前の女が〝断罪のアヴドーチャ〟でもない限りは──。

「これより、そなたらは人質じゃ！　大人しくしておれば、命までは取らぬ！　じゃが……妾わらわに抵抗する者は、この子の餌えさにしてくれようぞ！」

　アヴドーチャの宣言に呼応して、バジリスクが荒々しい唸うなり声を漏らした。
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　魔ま導どう艦かんシルヴァヌスの操そう舵だ室は、緊迫した空気に満たされていた。

　いつでも離陸できるよう、操舵士をはじめ、全乗組員が配置されている。

「ふふ……腕が鳴るな、グレン」

　艦長席に着いたヴェロニカが微笑を浮かべると、

「は、ヴェロニカ様」

　グレンは粛しゆく然ぜんと頷うなずいた。

　親衛隊長のグレンはヴェロニカのそばに控えているが、六名の親衛隊員はドラゴンに騎乗して、シルヴァヌスの警護に当たっている。

　ヴェロニカの命を受け、レベッカ、マックス、アッシュとエーコ──生徒会のメンバーたちも、操そう舵だ室に招かれていた。

「ちょっ……どうしてそんなに落ち着いていられるんです？　姫様のいる教会が占拠されたんですよ？」

　アッシュは激情に駆られるあまり、質問を飛ばしていた。

　ヴェロニカは艦長席で悠然と足を組むと、嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「青いな、アッシュ。屍灰竜ネクロマンシアに襲われたときも、そのように感情を乱していたのか？　だとすれば、運が良かったな──次は命がないと思え」

「なんだって？」

「ヴェロニカ様！」

　そのとき、ヴェロニカを振り返った通信士官が、アッシュの言葉を遮さえぎった。

「聖ヴァレリア教会から、通信が入りました！」

　通信士官の手もとでは、魔導通信機コミユニオンに埋め込まれた竜りゆう綺き華か晶しようが点滅している。

「回線を開け」

「了解！」

　魔導通信機がさらに明滅を繰り返しすと、空中に二次元の映像を投影する。

「──っ！」

　アッシュは息を吞のんだ。竜媒魔法オラクルの一種だと頭ではわかっていても、見たこともない術式だった。帝国由来の工学技術も導入されているのだろう。

　ノイズが激しいが、どうやら聖ヴァレリア教会の内部らしい。祭壇に設置されたヴァレリアの聖像が、その事実を如実に物語っている。

　ただし、人質の姿は映されていない。もしかしたら、シルヴィアが捕まっている可能性もあるのだが……もどかしさのあまり、アッシュは拳こぶしを握り締めた。

　と、宙に浮かぶ画面に、女の顔が映し出される。

『〝断罪のアヴドーチャ〟じゃ。いや、今さら名のる必要もないのぅ、ヴェロニカよ』

「そうだな。早速、貴様の要求を聞かせてもらおうか」

　王族らしく、悠然と構えるヴェロニカ。

「あれが……〝断罪のアヴドーチャ〟？」

　アッシュはぽかんと呆ほうけた。

　その童顔を前にして、レベッカやマックス、エーコも同じ気持ちを抱いたらしく、きょとんと小首を傾かしげている。

　事前に受け取っていた手配書とは、あまりに印象が違うのだ。

　手配書に描かれていた人相書きは、年齢は二十代後半といったところで、引き締まった相そう貌ぼうは雌め豹ひようを思わせた。いかにも百ひやく戦せん錬れん磨まの女ゲリラといった雰囲気だったのだが……。

『まずは、これを見よ！』

　突然、画面が切り替わり、別の人物が映し出された。

　祭壇には、ロサ・マリア教のシンボルともいえる翼十字ウイング・クロスが飾られているのだが、そこに磔はりつけよろしく、誰だれかが縛りつけられている。

　アッシュたちが言葉を失ったのは、単にアヴドーチャの嗜し虐ぎやく的な趣向に驚いたから──だけではなかった。

「ジェシカ……なのか？」

　幼おさな馴な染じみのレベッカが、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　そう、磔にされているのは、あのＳＫＦＣ会長こと、ジェシカ・ヴァレンタインだったのである。間の悪いことに、人質になっていたらしい。

「なっ……なんてことを！」

　アッシュは唇を震わせた。

　あろうことか、ジェシカは下着姿だった。

　ブラとショーツ、そしてニーソックス以外はすべて、容赦なくはぎ取られている。

　屈辱のあまり、今にも泣き出しそうな顔をしているが、かろうじて涙はこらえている様子だった。

　そして、むき出しの腹部には、




　──The Head of Valkyrie戦乙女の首!!!




　と、荒々しく記されている。

「まさか、血文字……なのか？」

「いや、血ではなさそうだ。おそらく、口紅の類だろう」

　アッシュの嫌な予感を打ち払ってくれたのは、レベッカだった。

「ふっ……人質を盾に、私の首を要求するとはな。貪どん欲よくな女だ」

　ジェシカへの凄せい惨さんな仕打ちを目の当たりにしても、ヴェロニカは平然としている。

　と、映像がゆっくりと下方に流れて、今度は祭壇を映し出した。

「……なんだ、あれ？」

　アッシュは眉まゆをひそめた。

　祭壇の周辺には、「機械マシン」という表現がぴったりな、黒い物体が設置されている。見たこともない物体だったが、危険な気配が漂っているのは確かだった。もちろん、教会の備品であるはずがない。












　と、再びアヴドーチャの音声が流れてきた。

『見ての通り、我々は爆弾を仕掛けている。帝国製の機械式爆弾だ。爆発すれば、この教会などひとたまりもない。なお、妾わらわは気が短いのでな。鐘がひとつ鳴るたびに、人質をひとりずつ殺していく』

「なんだって……！」

　アッシュは衝動的に、拳こぶしを握り締めた。

　それはつまり、一時間ごとにひとつの命が失われることを意味した。

　次の鐘が鳴るまで、あと五十分ほどしか残されてはいない。

『くっくっ……そなたの生首が楽しみじゃのう、ヴェロニカ』

　それっきり、通信は途絶えた。

　アヴドーチャのほうが、一方的に通信を切ったらしい。

「いかがいたしましょう、殿下？」

　レベッカが訊たずねると、ヴェロニカは唇の端に冷笑を刻んだ。

　アッシュがゾッとしたほど、酷薄さを感じさせる笑みだった。

「私は決してテロには屈さぬ。いざとなれば、シルヴァヌスの主砲で教会ごと吹き飛ばしてくれるわ」

「なっ……」

　冷酷極きわまる宣言に、アッシュは後頭部をぶん殴られた気がした。

　教会内部には、シルヴィアが捕らわれている可能性もあるというのに──。

「あなたという人は……！」

　ヴェロニカが〝鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〟と呼ばれるゆえんを、アッシュはまざまざと思い知らされたのだった。
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　やや時は遡さかのぼる──。

　およそ百人の参拝客とともに、囚とらわれの身となったシルヴィアは、予想外の事態に戦せん慄りつしつつも、状況の把握に努めていた。

　テロの首謀者は〝断罪のアヴドーチャ〟。

　その周囲には、九名の戦士が控えている。

　山岳育ちを窺うかがわせる、筋骨隆々たる男たちだった。民族衣装に身を包み、顔には鷲わしをモチーフにした仮面を装着している。装備は山岳民族タンタロスに伝わる鞭むちや半月刀、小刀など。アヴドーチャに忠誠を誓っているらしく、見た目の不気味さとは裏腹に、正規軍の兵士さながら統率されている。

　アヴドーチャの目的は、ヴェロニカを倒すこと。そのために、百名の人質というカードを使うつもりなのだろう。

「くっ……打つ手はないのか？」

　騎士王家の姫として、自分にできることはないのだろうか。そう考えたとき、脳裏に真っ先に思い浮かんだのは、自らが姫として名のり出ることだった。

「そうだ。私が身分を明かして、人質の解放を要求すれば……」

　自惚うぬぼれるわけではないが、王女としての自分には、それくらいの価値はあるはずだ。

　自分ひとりが残ることで、一般市民を解放することができるのならば、安いものではないか。

「そんなこと、許しませんわよ！」

　シルヴィアを制止したのは、意外にもジェシカだった。シルヴィアが無意識に漏らした独り言を聞くなり、ささやいてきたのである。

「あなたがヴェロニカ王女の妹だとバレた暁には、なにをされるかわかったものではありませんわ」

「しかし……私ひとりの犠牲で、百名もの民が救われるのなら──」

「見損なわないでください！　あなたを犠牲にしてまで、自分が助かりたいとは思いませんわ。わたくしは、ジェシカ・ヴァレンタインですのよ」

　そのとき、部下たちにあれこれと指示を出していたアヴドーチャが、突然、シルヴィアとジェシカのほうを振り返った。

「ほう……この状況で私語にふけるとは、いい度胸じゃな」

　バジリスクの手綱を引いて、アヴドーチャがこちらに向かってくる。のっし、のっしと歩くバジリスクが醸し出す圧迫感に、シルヴィアは失神しそうになった。

　ところが、ジェシカは違った。

　気丈にも、その場で立ち上がったのである。

「わたくしは、ジェシカ・ヴァレンタインですわ！」

「それがどうした？」

「こう見えても、地元では名の知れた貴族ですのよ！　わたくしの名に免じて、他ほかの人質には手を出さないと約束なさい！」

　その勇姿に、シルヴィアは激しい衝撃を受けた。

　こんな事態だというのに、なおも自分が「貴族」だといい張るとは……！

　バジリスクにまたがったまま、アヴドーチャはスッと目を細めた。

「貴族とな？　ヴァレンタイン家など、聞いたこともないが……まあ、よかろう。その蛮ばん勇ゆうに免じて、そなたには重要な役目を果たしてもらう。引っ捕らえい！」

　アヴドーチャの配下が二名、無言で進み出ると、ジェシカを両脇から抱えこんだ。問答無用で、アヴドーチャの正面に引きずっていく。

　人質の群れから引き離される寸前、ジェシカはシルヴィアを振り向いて、ほのかな微笑を浮かべた。

　まるで、シルヴィアを安心させるかのように。

　だが、人質一同の前で繰り広げられた光景は、無惨の一言に尽きた。

　ジェシカは無理やり衣服を脱がされた。その腹部には、アヴドーチャ自らが口紅を手に取って、"The Head of Valkyrie戦乙女の首!!!"と書き記した。

　ジェシカは悲鳴ひとつあげず、涙すら見せることなく、歯を食い縛っていたが、その心中は察するにあまりあった。

　そして、ジェシカは祭壇の奥へと連行され、磔はりつけにされた。

「ジェシカ……私はお前を誤解していた。お前はそこら辺の貴族なんかより、よっぽど高潔な女だ……」

　──それに引き替え、私は……なんて無力なんだろう。

　いっそ竜騎士ドラグナーとしての本領を発揮できれば……とも思ったが、人質を巻きこんでしまう可能性がある以上、教会内部にランスロットを召喚することもできない。

　ランスロットが暴れるには、この教会はあまりに狭すぎる。

「くそっ……わたしは……なんて無力なんだ！」

　人質にまぎれて、ただ怯おびえることしかできない自分が、無性に呪のろわしかった。
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「〝断罪のアヴドーチャ〟？　そんなバカな……！」

　約百名の人質に紛れて、花売りの娘に扮したアーニャはぼそりとつぶやいた。

　ヴェロニカを憎むあまり、無断で飛び出した部下たちを止めるべく、アンサリヴァンに潜入したアーニャだったのだが──。

　先刻、情報収集のため聖ヴァレリア教会に立ち寄った途と端たん、アヴドーチャのテロに巻きこまれたのだった。

　山岳地方では、〝断罪のアヴドーチャ〟の名は伝説と化している。とある軍事作戦に失敗して以来、ずっと消息を断っていたため、死んだとばかり思われていたのだが……。

　アーニャ自身、幼い頃ころに名前を聞いたことはあったし、憧あこがれも抱いていた。アヴドーチャが故郷に残した武勇伝は、枚挙にいとまがない。

　もちろん、こうして目の当たりにするのは初めてだった。

　一応、手配書の人相書きなら見ていた。

　そこに描かれていた凄せい艶えんな美女こそは、まさしく〝断罪のアヴドーチャ〟の通り名にふさわしかった。

　法外な賞金額、百万エクルにも驚かされた。

　ところが、実物はどうだろう？

　──まさか、あんなチビッ子だったとはね……実年齢は二十代のはずだけど。

　獰どう猛もうなバジリスクを手なずけていることからも、あれがアヴドーチャ本人である可能性は高い。アヴドーチャの武勇伝に、ペットのバジリスクは欠かせない存在だからだ。

　だが、アーニャから見れば、解せない点が多すぎる。

　──こんなテロ行為……無謀以外のなにものでもないわ。

　世の中には、己の命を呆あつ気けなく犠牲にしてしまう反乱者も決して少なくはない。タンタロス族の間でも、大昔には自爆テロが流は行やったらしい。

　だが、山岳地方に残された数々の逸話から察するに、少なくともアヴドーチャは、そのような蛮ばん勇ゆうとは無縁のはずだった。

　数多くの作戦を成功に導いたと同時に、自らもしぶとく生き延びた──だからこそ、アヴドーチャは伝説になれたのである。

　死んだと噂うわさされてもなお、「もしかしたら、どこかで生きているかも」と思わせるだけの凄すごみが、アヴドーチャの伝説には色濃く刻みこまれている。

　それほどの人物が、こんな無謀な作戦を立案したとは思えない……。

　だが、そんな疑問よりも、まずは我が身を心配すべきだと、アーニャは思い直した。

　──そうだ……問題なのは、これからどうするかよ。

　アヴドーチャが時間制限を設けた以上、うかうかしてはいられない。

　鐘がひとつ鳴るごとに、人質はひとりずつ殺されていくのだ……。

　いっそのこと、自分もタンタロス族だと名のり出てはどうだろう──そんな選択肢が脳裏をよぎったが、アーニャは即座に打ち消した。

　相手は筋金入りのテロリストだ。

　単に肌の色が同じというだけで、アーニャに仲間意識を抱くとは思えない。下手に動こうものなら、ジェシカ・ヴァレンタインとかいう女学生のように、むごい仕打ちを受けるだけだろう。

　そもそも、ミルガウスの活躍によって山岳地方における紛争は終息したとはいえ、タンタロス族の多くが故郷を見限り、山を下りた。その結果、アーニャと同じ肌の色を持つ人種は、山岳地方以外でも珍しくはなくなっている。

　それどころか、こんな噂がある。

　ヴェロニカ王女が独自に外人部隊を創設し、騎士団とは別系統の軍隊として、新たに運用するつもりだというのだ。

　その中には、山岳地方の出身者も含まれているらしい。

　──下手したら、外人部隊の兵士だと疑われる可能性もあるわね……。

　今は花売りの娘に変装しているとはいえ、相手はアヴドーチャだ。アーニャが軍事訓練を受けていることくらい、一目で見抜くかもしれない。

　──だったら、このまま大人しく、人質のままでいるのが得策ね。

　そう結論づけると、アーニャは膝ひざを抱えてうつむいた。こうしていれば、アヴドーチャやその一味と目を合わせることもない。

　悪目立ちさえしなければ、鐘が何度か鳴ったとしても、アーニャに連中の魔手が及ぶことがないだろう。そう、人質は百人もいるのだから……。

　だが、そんなアーニャの気持ちを裏切るように、すぐ隣では、赤ん坊を抱いた母親がガクガクと震えている。母親の不安を敏感に感じ取ったのだろう、赤ん坊は今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　──頼むから、大人しくしててよね……！

　アーニャは咄とつ嗟さに自分のほっぺたを左右に引っ張ると、赤ん坊をあやし始めた。

「ちゃ～♪」

　その変へん顔がおがよほどおかしかったのか、赤ん坊はにっこりと微笑ほほえんでくれた。

　ホッと安あん堵どの溜ため息いきを漏らしつつ、アーニャは激しい自己嫌悪に駆られた。

　──あたしってば、なにやってんだろ……。
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「最初の鐘が鳴るまでに、交渉人を派遣してみるというのはいかがでしょう？」

　突然、ヴェロニカに進言したのは、レベッカだった。

「ほう、交渉人とな？」

　ヴェロニカは少しばかり興味を引かれた様子で、レベッカに視線を向けた。

　相手がヴェロニカといえども、レベッカはなんら臆おくすることなく、自分の意見を堂々と申し立てた。

「はい。シルヴァヌスの主砲を使うのは、あくまでも最終手段。万策が尽きたあとでも、構わないと存じますが」

「良かろう、許す」

「ありがとうございます、殿下」

「問題なのは、誰だれを派遣するかだが？」

　ヴェロニカの鋭い眼まな差ざしに、レベッカは自信たっぷりの笑みで応じた。

「古来より、生徒会はアンサリヴァン市の治安維持に務めてきました。ここはやはり、生徒会から人員を派遣すべきかと存じます。相手が学生となれば、連中も少しは気を許すでしょう」

　レベッカの言葉を聞きながら、アッシュは戦々恐々となった。

　シルヴィアは囚とらわれの身、副会長と書記は相変わらず欠席。となれば、交渉人の候補はレベッカ、マックス、そしてアッシュの三人に絞られてしまう。

　もちろん、レベッカこそが適任なのは誰もが認めるところだろうが──。

「わたしは、アッシュ・ブレイクを交渉人として推薦します」

　当のレベッカが、意外な申し出を告げた。

「はい？」

　アッシュは自分の耳を疑った。

「あの……レベッカさん。本気なんですか？」

　アッシュが戸惑っていると、突然、エーコがレベッカに食ってかかった。

「冗談じゃないわ！　あんな危険な場所に、こいつをひとりで行かせるつもりなの？」

　エーコの剣けん幕まくに、レベッカは悪戯いたずらっぽい笑みを返した。

「なんだ、アッシュを心配しているのか？」

　たちまち、エーコは頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

「そっ、そそ、そんなはずないでしょう！　問題なのは、あんたにあたしの肉奴隷をこき使う権利はないってことよ！」

　途と端たん、操そう舵だ室の空気が凍りついた。

　操舵や通信を担当する士官たちまでもが、不審者でも見るような目で、アッシュをちらちらと窺うかがっている。

「待て待て！　誤解を招くようなことをいうんじゃない！」

　エーコのいう「肉奴隷」とは、主人が空腹に耐えかねたとき、自らの肉を差し出す奴隷を意味する。決して、士官たちが考えているような意味ではないのだ。

　だが、もはやそんな弁解をする余地はなさそうだった。今ではもう、誰だれもがアッシュに懐疑的な眼まな差ざしを向けている。

　耐え難い沈黙を破ったのは、ヴェロニカだった。

「ふむ……アッシュよ。貴様がエーコの肉奴隷だったとは、見上げた根性だ」

「だから、誤解ですってば！」

　必死で否定するアッシュを、ヴェロニカは不思議そうに眺めやった。

「なにを恥ずかしがっているのだ？　肉奴隷とは、主君が餓死の危機を覚えたとき、自らの肉を差し出す食用奴隷を意味するのではないのか？」

「だから、誤解だって──あれ？」

　アッシュはきょとんとした。

「妙な奴やつだな。それ以外の意味があるというのなら、教えて欲しいものだが」

　ヴェロニカはあくまでも真顔である。本当に、それ以外の意味は知らない様子だった。

　妙なところで、エーコとヴェロニカの感性は共通するらしい。

「そ、その通りです！　エーコがいう肉奴隷ってのは、そういう意味なんですよ！」

　アッシュがここぞとばかりに弁解すると、操舵室の空気は弛し緩かんした。ようやく槍やりのような視線から解放されて、アッシュはホッとしたのだが、まだ根本的な問題が解決したわけではなかった。

「とにかく、こいつを行かせるのはあたしが許さないわ！」

　頑として一歩も譲らないエーコ。

　対照的に、レベッカは泰然と構えている。

「本来ならば、会長たるわたしが行くべきなのだろうが──」

「だったら、あんたが行けばいいじゃない！」

「それは無理なんだ。連中だって、このレベッカ・ランドールが聖天竜騎士アーク・ドラグナーであることは知っているだろう。そんなわたしが交渉人として出向いたところで、門前払いを食らうのは目に見えている」

　レベッカの言葉には、一理あった。仮にアッシュがテロリストの立場でも、レベッカのような相手を出迎えようとは絶対に思わない。

「だが、アッシュ。君ならどうだ？　時間制限つきとはいえ、君は聖天竜騎士アーク・ドラグナーと同等に戦うことができる。なんといっても、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉だからな」

「いやいや、いくらなんでも無む茶ちやですって！　俺おれなんて、しょせんは一介の学生に過ぎないんですから！」

「そうだ。連中は君を一介の学生だと見なすだろう。そこにこそ、付け入る隙が生まれるというわけさ」

「ですが……」

「大丈夫だ。いざとなれば、エーコが君を護まもってくれる。そうだろう、エーコ？」

「なに勝手に決めつけてるのよ！」

「おやおや、君ではアッシュを守れないとでもいうのか？　君が生み出す聖騎甲アークとは、その程度の代物だったと？」

「そ、そんなことはいってないわ！　あたしの聖騎甲アークをバカにしないでよね！」

「だったら、アッシュを護れるな？」

「もちろんよ！」

　エーコは自信たっぷりに胸を張った。

　アッシュとしては、もはや苦笑するしかない。

　レベッカの見事な誘導ぶりには、舌を巻くしかなかった。幸か不幸か、エーコは自分がレベッカの口車に乗せられたことにも気づいてはいないのだ。

「安心しろ、アッシュ。いくらエーコの加護があるとはいえ、君をひとりで行かせるつもりはない」

　レベッカは突然、柔らかな微笑を浮かべると、そっと両手を伸ばし、アッシュの両肩に手を置いた。

「えっ？」

　互いの吐息すら感じ取れそうな距離感。こんな事態だというのに、アッシュはドギマギしてしまう。清涼感のある香りが、鼻先をかすめた。

「わたしも教会に突入する。ただし、君とは別の経路だ。聖騎甲アークの力があれば、地盤を貫くなど造作もないしな」

「地盤？」

　一瞬、アッシュは眉まゆ根ねを寄せたのだが、

「なるほど、そういうことですか！」

　すぐにレベッカの意図を悟った。

　まずはアッシュが交渉人として教会に入り、会話で時間を稼ぐ。

　一方で、レベッカは地下通路を経由して、教会の真下に向かう。

　そして魔法で地盤を破壊し、アヴドーチャに奇襲をかけるつもりなのだ。

「会長！　そういうことでしたら、僕も行きます！」

　震える声で叫んだのは、マックスだった。

　屍灰竜ネクロマンシアが街を襲撃したとき、マックスは足手まといにしかならなかった。この機に乗じて、汚名を返上するつもりなのだろう。

　ところが、レベッカは即答した。

「すまん、マックス。今回も足手まといだ」

「……んなっ！」

　マックスは真っ白に燃え尽きてしまったかのように、硬直した。

　レベッカが決して意地悪をしているわけではないのは、アッシュにもわかっている。

　まだ竜騎士ドラグナーの段階にあるマックスの場合、ドラゴンに騎乗しなければ本来の戦闘力を発揮することはできない。だが、今回のような隠おん密みつ作戦の場合、ドラゴンの体たい軀くは邪魔でしかないのだ。

　逆に、聖騎甲アークの固有魔装を使える聖天竜騎士アーク・ドラグナーは、この手の作戦に打って付けの存在といえる。

　レベッカのいう通り、時間制限付きではあるが、アッシュにもその力がある。

　その力を与えてくれるエーコがいるから、アッシュも戦うことができる。

　ならば、自分のすべきことはなにか──。

　アッシュは心を決めた。

「俺おれ、行きますよ。姫様だって助けなきゃいけませんし」

「うむ。それでこそ、生徒会役員だ」

　レベッカはねぎらうような微笑ほほえみで応じると、改めてヴェロニカに向き直った。

「この作戦でいかがでしょう、殿下？」

　艦長席のヴェロニカは、悠然と足を組み替えると、満足そうに笑った。

「良かろう、レベッカ。その作戦、採用しようではないか。ただし、レベッカほどの逸材をひとりで行動させるつもりはない。貴様にはグレンを同行させよう」

「グレン殿なら、願ってもない戦力です」

　レベッカが素直に了承したにもかかわらず、グレンは反対の意思を告げた。

「ですが、ヴェロニカ様。親衛隊長である私が、主君のそばを離れるのはいかがなものかと──」

「なにをいう、グレン」

　ヴェロニカはグレンの耳に唇を寄せると、なにかをささやいた。

　おそらくは、許婚いいなずけであるシルヴィアを自分の手で救ってこい──といった意味のことを告げたのだろう。

　アッシュの予想を裏付けるように、ほんの一瞬ではあったが、グレンは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　アンサリヴァンを訪れて以来、仮面のような無表情を保っていたグレンにしては、珍しいことだった。

　とはいえ、主君には忠実なグレンである。

「……御意」

　恭うやうやしく頭を下げると、例の冷たい表情に戻っていた。

　もちろん、その理不尽極きわまる縁談には反感を覚えているアッシュだが、今はそんなことを糾弾している場合ではなかった。

「なあ、エーコ。ちょっといいか？」

「なによ？」

　アッシュはさりげなくエーコの脇わきに立つと、耳打ちをした。

　相手が帝国製の爆弾を所持しているなら、それ相応の対策が必要だと思ったのだ。

「……できるな、エーコ？」

　アッシュの作戦を聞いたエーコは、案の定、眉まゆを吊つり上あげた。

「はあ？　そんなの、できるかどうかわからないわよ！」

「いや、できるさ」

　確固とした自信を胸に、アッシュは微笑ほほえんで見せた。

「……？」

　このタイミングでアッシュが笑顔を見せるとは予想していなかったようで、エーコは毒気を抜かれたように押し黙った。

「屍灰竜ネクロマンシアのときを思い出せ。あれと比べたら、今度の相手は人間だ。どうってことないだろ？」

「むっ……それは、そうかもしれないけど」

「期待してるぞ、エーコ」

　そういって、ぽんと頭の上に手を置いてやると、

「わ、わかったわよ。その代わり──」

「クレープだろ？　これが終わったら、一緒に屋台を捜そうな」

　エーコはきょとんと小首を傾かしげつつ、アッシュの顔を見上げた。

「ちゃんと……覚えてたんだ？」

「当たり前だろ。お前は、俺おれのパルなんだから」

「なっ、なによ、アッシュのくせに……！」

　エーコはそっぽを向きながらも、ほんのりと耳たぶを染めていた。
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　魔ま導どう艦かんシルヴァヌスを降りると、アッシュは無人となった聖ダーラム広場を横切って、聖ヴァレリア教会の正門に向けて歩き出した。

　ふと、制服のネクタイピンのことが気になった。

　出動する間際、通信担当士官から渡されたアイテムである。

　見た目はただのネクタイピンだが、小粒の竜りゆう綺き華か晶しようがはめこまれており、常時、拾った音声をシルヴァヌスの操そう舵だ室に送信し続ける。

　要は、超小型の魔導通信機コミユニオンというわけだ。

　こんな機材が存在すること自体、アッシュは初めて知った。

　我ながら、バカな役目を引き受けたものだと思う。

　だが、レベッカが評した通り、自分が適任なのも事実なのだ。無名の学生でありながらも、アッシュは聖天竜騎士アーク・ドラグナーと同等の戦闘力を発揮できるのだから。

「ま、なるようになるだろ」

　アッシュは開き直ると、左右の手をズボンのポケットに突っこんだ。

　そのまま歩調を一定に保ちつつ、悠然と歩き続ける。

　今いま頃ごろ、地面の下ではレベッカとグレンが地下通路を経由して、教会方面に向かっているはずだ。

　教会の正門まで、約二十メートルといった地点まで迫ったそのとき、

　──ひゅん！

　不穏な風切り音を聞いた直後、すぐそばの石畳が「ぴしっ！」と異音を発した。

「……？」

　撃たれたと気づくのに、数秒を要した。

「あいつらか……！」

　教会の二階──窓の脇わきに、二名の狙そ撃げき手しゆが配置されている。その手には、帝国製の狙撃銃と思おぼしき得物があった。

　アヴドーチャは帝国軍と繫つながっているのだろうか。あるいは、紛争地帯での落とし物を再利用しているという線も考えられるが……。

　それはともかく、今のが威嚇射撃なのは明らかだ。狙撃手が本気を出していれば、最初の一発でアッシュを仕し留とめていたのではないか。

　自分が死地に立たされていることを自覚した途と端たん、ひやりとしたが、ここで怯おびえているわけにはいかない。

　そう、あの教会にはシルヴィアが囚とらわれているのだから──。

「大丈夫だ……俺おれにはエーコがついてるんだからな」

　アッシュは自らを奮い立たせると、狙撃手に向けて叫んだ。

「生徒会から派遣されてきた、アッシュ・ブレイクだ！　交渉人として入場を求める！」

　あまり実感はないものの、この学院都市アンサリヴァンにおいて、「生徒会」は並々ならぬ実権を持つ。

　アヴドーチャが一流の活動家なら、それくらいの予備知識はあるだろう。

「……………………」

　返答はなかった。その代わり、ふたりの狙そ撃げき手しゆのうち、ひとりが窓際から姿を消した。前向きに考えるならば、生徒会の威光が伝わったと思いたかった。

「さて……どうなることやら」

　ポケットに手を突っこんだまま、アッシュはじりじりと待ち続けた。

　それから数分後──ぎぃ……という、やたらと年代を感じさせる音とともに、扉がゆっくりと開かれた。
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　扉をくぐるなり、アッシュは仮面の戦士三名に囲まれた。

　所持品の検査を受けたのち、祭壇へと案内される。

　幸い、戦士たちはネクタイピンには気を留とめなかったので、アッシュは安あん堵どした。

「ほう……そなたのようなガキが、交渉人じゃと？」

　祭壇の前方、アヴドーチャはバジリスクの背にまたがったまま、アッシュを冷然と見下ろした。

　ガキというなら、アヴドーチャのほうがよっぽど子どもじみた容姿をしているのだが、もちろん指摘するわけにはいかない。

「生徒会庶務、アッシュ・ブレイクだ」

　名のりをあげつつ、アッシュはさりげなく周囲の様子を窺うかがった。

　祭壇の翼十字ウイング・クロスには、今なお半裸のジェシカが磔はりつけにされている。

　ぴくりとも動かないので、もしや殺されたのかとも思ったが、胸はかすかに上下している。どうやら、気を失っているだけのようだ。腹部に記された緋ひ文もん字じは、映像で見るよりも遥かに生々しかった。

　一方、壁際に集められた人質の群れは、ひっそりと息を殺している。

　その片隅に、アッシュはシルヴィアの姿見み出いだした。学院の制服が目印となって、真っ先に目に付いたのだ。

「……！」

　シルヴィアは啞あ然ぜんとした面持ちで、アッシュを見つめ返してきた。

　アッシュはシルヴィアを安心させるように頷うなずくと、再びアヴドーチャに視線を戻した。

「庶務じゃと？　妾わらわも舐なめられたものじゃな」

「仮に会長が交渉人になったとして、大人しく迎え入れたか？　うちの会長が聖天竜騎士アーク・ドラグナーってことくらい、知ってるんだろ？」

　アヴドーチャはにんまりと笑った。

「くくっ……道理じゃな。で、そなたはなにを交渉しようというのじゃ？　妾わらわの要求はただひとつ、ヴェロニカの首じゃ。大人しく差し出すならば、人質は解放する。差し出さぬなら、この教会を爆破する。極めて単純な話じゃろう？」

「そんな要求が通ると、本気で思っているのか？　相手は〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉だぞ？　いざとなれば、人質もろともシルヴァヌスの主砲で吹き飛ばすような人だ」

　たちまち、人質の間からどよめきが起こった。

「なんだって！」

「ヴェロニカ様は俺おれ達たちを見捨てるつもりなのか……！」

「あんまりだ！」

　浮き足立った人質たちを、アヴドーチャの鋭い視線が射ぬいた。

「静まれい！」

　大地をも揺るがす一喝に、誰だれもが瞬時に押し黙る。

「そなたは、わざわざ人質に恐怖を与えるために来たのか？　愚かな交渉人もいたものじゃな」

「俺は事実を告げたまでだ。あんた、このままじゃ犬死にだぞ？」

「そのような脅しに、妾が屈するとでも？」

「思わない。あんたの噂うわさは、いろいろと聞いているからな……だからこそ、わからないんだ。こんなことをして、なんの意味がある？」

　その問いには答えず、アヴドーチャは強引に話題を逸そらした。

「そうじゃな……少し、昔話に付き合ってもらおうか」

「なんだと？」

　予想外の展開に、アッシュは少しばかり面食らった。

「実はのぅ、妾は生き別れになった妹を捜しておる」

「妹だって？」

「うむ。もっとも、生きておるのかどうかも定かではない。すべては、山岳地方における民族紛争のせいじゃ」

　同情を引くつもりだろうか。それとも、他ほかに目的でもあるのだろうか。

「……それで？」

　アッシュは努めて平静を装いつつ、先を促した。

「それだけの話じゃ。ああ、そういえば……ヴェロニカには三人の妹がおるそうじゃな。愛する妹と引き裂かれる苦しみ、奴やつにも味わわせてやりたいものじゃの」

　アッシュは戦せん慄りつした。

　マズい。この流れは非常にマズい。

　アヴドーチャがわざわざ妹の話を持ち出した理由を、アッシュはようやく理解した。

　自分が受けた仕打ちを、ヴェロニカにも味わわせてやりたいと思っているのだ。

　万が一、人質の中にシルヴィアが含まれていることがバレたりしたら、アヴドーチャは本気でシルヴィアに危害を加えるだろう。

　あいにく、レベッカとグレンが突入してくる気配は、まだ感じられない。

　──まだか、エーコ……？

　ワラをもつかむ思いで、左腕に刻まれた〈星せい刻こく〉に意識を集中させてみる。

　この〈星刻〉を通して、アッシュはエーコとつながっている。

　──エーコ……聞こえないのか？

　エーコの返事はなかった。





　　　　◇






　──遣けん竜りゆう工こう房ぼう。

　制作者クラフト・ワーカーとしての側面を持つ竜族が、己の作品を作るためのスペースである。エーコ自身、まだ完全には理解できてはいないのだが、そこは確かに現実世界とは違った。

　現実世界を物質世界と定義するなら、こちらは精神世界といったところだろうか。肉体という軛くびきが存在しない分、どこまでも自由に、想像力の翼を広げられそうな気がする。その気になれば、空だって飛べるかもしれない──。

　アッシュが教会に乗りこんだ直後、エーコは自分の精神を遣竜工房に転送した。肉体はシルヴァヌスの操そう舵だ室で保管されているため、その点では安心だった。

　白と黒、正方形のタイルに埋め尽くされた床。

　壁際には、先祖たちが遺のこしたと思われる、様々な作品群が無造作に並んでいる。あたかも、モノクロームで描かれた博物館のようでもある。

「遣竜工房にようこそ」

　エーコを出迎えたのは、例によってナヴィーと名のる女だった。

「また出たわね……」

　エーコはうんざりとした顔で、ナヴィーを眺めやった。

　正直、エーコはこの女が苦手だった。

　ナヴィーは今日も深紅のドレスをまとい、アンティーク調の椅い子すに腰掛けている。

　エーコが成長したら、こんな女性になるのではないか──そんな容姿をしているのも気に食わない。頭部に生えている角つのにしても、エーコとは違って、鋭く尖とがっていた。

「そんなにうんざりされるほど、会ってないと思うけど。実際に会うのは、これが二度目のはずよ」

「ふん！　こんな場所、二度と来るとは思わなかったけどね」

　ナヴィーの皮肉に、エーコは苛いら々いらとしながら反論する。

　やっぱり、この女は苦手だ。

「はあ……あなたには創作意欲ってものがないのかしら？　前にもいったでしょう？　竜族というのは、生まれながらにして制作者クラフト・ワーカーなのよ。彼──アッシュ・ブレイクのためにオリジナルの聖騎甲アークを創つ成くろうって気はないの？」

　たちまち、エーコは頰ほおに熱を覚えた。

「じょっ、冗談じゃないわ！　なんで、あたしがあんな奴やつのために……！」

「あら、わたしはいい男だと思うけど？　〝どんな竜でも乗りこなす〟ってところも、ミステリアスだし。あなたも早く〝真の姿〟になって、彼に乗ってもらうことね。うふふ……きっとメロメロになるわよ」

「〝真の姿〟ですって？」

　エーコは急に足場を失ったかのような、名状しがたい不安に襲われた。

「どういうことなの？　つまり、今のあたしは……偽りの姿ってこと？　そもそも、どうしてあたしは、あたしだけはヒトの姿で生まれてきたの？」

　ナヴィーはにんまりと、妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「ヒトとしての姿もまた、あなたの真実だからよ」

「……？」

「でもね、やっぱりあなたは竜族で、アッシュ・ブレイクのパルなのよ。早く〝覚かく醒せい〟できるといいわね」

「わけがわかんない！　あんたと喋しやべっていると、イライラするわ」

「ふふっ……ごめんなさい、お喋りがすぎたわね。では、本題に戻りましょうか。あなたは自分の使命を果たすために、ここに来たのでしょう？」

「むっ……そうよ。あいつが、帝国製の機械式爆弾を止めるのに最適な聖騎甲アークを用意しろっていうから」

「魔法の力で、機械文明の産物に対抗しようっていうのね。じゃあ、始めましょうか」

　ナヴィーに促されるのは癪しやくだったが、これ以上、無駄話で時間を費やすわけにはいかない。エーコは目を閉じると、先祖たちが遺のこした膨大な設計図を呼び出した。

　その総枚数は、実に一千枚を超える。

　この中から、アッシュの肉体に適合するパーツのみを抽出し、帝国製の爆弾にも対抗しうる、新たな聖騎甲アークを再構築するのだ。

　単なる〝抽出と再構築サンプリング＆リミツクス〟とはいえ、膨大な魔力を消費することに変わりはない。

　まだ幼竜に過ぎないエーコの身体には、とてつもない負荷が発生する。

　それでも、ひとりで教会に乗りこんだアッシュのために、そして愛いとしのクレープのために、今はやるしかないのだ──。





　　　　◇






　アーニャは人質の群れに紛れたまま、呆ぼう然ぜんと目をみはっていた。

　──あの少年だわ……！

　屍灰竜ネクロマンシアを乗りこなして見せた、謎なぞの聖天竜騎士アーク・ドラグナー。

　もしかしたら、ミルガウスの仇きゆう敵てきになるかもしれない少年。

　そんな彼が、交渉人として教会に乗りこんできた上に、名のったのである。

「生徒会庶務のアッシュ・ブレイク……か。その名前、覚えたわよ」

　アヴドーチャのテロに巻きこまれたときは絶望したものだが、アーニャは労せずして、彼の名前を知ることができた。

　もっとも、生きてこの教会を出ることができなければ、なんの意味もない。鐘が鳴るたびに人質は殺害されるし、最悪、ヴェロニカがシルヴァヌスの主砲を使う可能性も残されている。

　まずは、この状況を生き延びることが先決だった。

　もし、アヴドーチャにとって予期せぬ事態が発生すれば、混乱に乗じて逃げることはたやすいだろう。

　そのためにも、身軽な状態を保っておかねばならないのだが……。

「ちゃ～♪」

　あいにく、今のアーニャは赤ん坊を抱いている身だった。

　──相手は〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉だぞ？　いざとなれば、人質もろともシルヴァヌスの主砲で吹き飛ばすような人だ。

　つい先ほど、アッシュがヴェロニカの本性を暴ばく露ろしたことで、隣にいた母親は失神してしまったのだ。

　アーニャが咄とつ嗟さに赤ん坊を抱だき留とめたことで、赤ん坊が泣き出すという最悪の事態だけは避けられたのだが、ろくでもない事態なのは確かだった。

「どうしよう……」

　溜ため息いき交じりにつぶやいた直後、胸のあたりにくすぐったい感触を覚え、アーニャはのけ反りそうになった。

　腕の中の赤ん坊が、アーニャの胸に手を伸ばしてきたのである。

　──ミッ、ミルガウス様にだって触られたことないのにっ！

　お乳を求めているのかもしれないが、無論、アーニャに出せるはずがない。母親のほうは、今なお気を失っている。

　──このバカ親ー！　平和ボケも大概にしてよねっ！

　アーニャが心の中で毒づいている間にも、赤ん坊はアーニャの胸をイジり始めている。

　手のひらで撫なで回まわしたり、頰ほおずりしたり。

　もしかしたら、母親の豊かな乳房とくらべると、かなり控えめなアーニャの胸に、疑問を抱いているのかもしれない。

　挙げ句の果てに、赤ん坊は衣服の上から、アーニャの乳首にかぶりついた。

「……はぁっ！」

　未知の感触を覚えた途と端たん、妙な声が漏れた。

　羞しゆう恥ちのあまり、頰に熱を覚えてしまう。

「ちょっと、いい加減にしてよね！」

　アーニャは小声でささやくと、赤ん坊の唇を無理やり引きはがした。

　直後、赤ん坊の表情が歪ゆがんだかと思うと、

「うっ……ひぐっ…………ぴぎゃあああああああああっ！」

　火が点ついたように泣き始めたのである。

　アーニャは蒼そう白はくとなって、なんとか赤ん坊の機嫌を取ろうと試みたが、無駄だった。子育ての経験などないのだから、当然だった。

　──マズい……アヴドーチャに目をつけられたら……！

　アーニャの危き惧ぐが現実となるのに、五秒とかからなかった。

「耳障りじゃのぅ……騎士国人の母親は、我が子のしつけもできんのか？」

　アーニャは人質の陰に隠れたまま、凍りついた。

「耳障りだっていうのなら、女子どもだけでも解放したらどうだ？」

　助け船を出してくれたのは、アッシュという名の少年だったが、アヴドーチャは嘲ちよう笑しようで応じただけだった。

「そうはいかん。そろそろ最初の鐘が鳴る頃ころ合あいでもある。妾わらわは時間にはうるさいのじゃ。ひとり目の生いけ贄にえは、あの赤ん坊にするかのぅ」

「ふざけるな！　あんたには血も涙もないのか？　相手は赤ん坊だぞ？」

「戦場で、いちいち相手の年齢を数えている暇があると思うか？　油断すれば、五歳の子どもに撃たれて命を落とすこともある。そんな世界を、そなたは知っておるか？」

「だからって──！」

　アッシュの反論を遮さえぎるように、バジリスクが獰どう猛もうな唸うなり声を発した。

「ぐるるるる……」

　途と端たん、アヴドーチャは笑い出した。

「ふむ、そうかそうか」

「なにがおかしいんだ？」

「くくっ……この子がな、赤ん坊だけでは腹が満たせぬといっておるのじゃ。そなたら、あの親子を引っ立てい！」

　アヴドーチャの命を受け、仮面の戦士がふたり、迅速に動いた。

　──う……うそでしょ？

　アーニャは戦せん慄りつした。あろうことか、アーニャと赤ん坊をバジリスクの餌えさにするつもりなのだ……！

　一歩、また一歩と、戦士たちは人ごみをかき分け、こちらに歩み寄ってくる。

　仮面ごしなので、その表情は不明だが、余計に気味が悪い。

「ううっ……」

　恐怖のあまり、ぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

　アーニャとて、過去に何度も死線をくぐり抜けてきたはずなのに、アヴドーチャという女の威圧感が強すぎて、頭の中が真っ白になってしまっている。

　戦士との距離が、少しずつ詰まっていく。

「もう駄目だ……！」

　アーニャが激しい虚脱感とともに、諦あきらめのつぶやきを漏らしたそのとき──。

「待つのだ！」

　凛りんとした声が響いたかと思うと、誰だれかがアーニャの前に飛び出してきた。

　真っ先にアーニャの目が捉とらえたのは、輝かしいばかりの金髪だった。

　騎竜学院の制服を着用したその少女は、アーニャと赤ん坊を背にかばいつつ、アヴドーチャに向けて堂々と宣言した。

「私はロートレアモン騎士王家の第四王女、シルヴィアだ！　我が名に免じて、この親子を今すぐ解放せよ！」





　　　　◇






　魔ま導どう艦かんシルヴァヌスの操そう舵だ室には、アッシュが所持している魔導通信機コミユニオンを通じて、教会内部の音声が伝わっていた。




『私はロートレアモン騎士王家の第四王女、シルヴィアだ！　我が名に免じて、この親子を今すぐ解放せよ！』




　シルヴィアが自らの正体を明かした瞬間、マックスは呆ぼう然ぜんとなった。

「なにをやっているんだ、あの姫様は……！」

　これでは本末転倒だ。アヴドーチャに、騎士王家の姫君という極上のカードを与えてしまったことになる。

「ふん。あの愚か者め……」

　そうつぶやいたヴェロニカの表情は、しかし、それほど不機嫌そうでもなかった。

　むしろ、微笑ほほえみすら浮かんでいたのである。





　　　　◇






　シルヴィアが自ら名のり出たことで、アッシュは啞あ然ぜんとしたものの、同時に「それでこそ姫様だ！」とも思った。

　この場合、親子の命を救うためには、それこそシルヴィアが名のり出るくらいしか、他ほかに手段はなかっただろうから。

「ふん……黙ってさえおれば、気づかれずにすんだものを」

　アヴドーチャはバジリスクの手綱を引くと、シルヴィアの正面に歩み寄った。

「わ、わたしは王女だ！　民が無惨に殺されるのを、黙って見てなどいられるか！」

「くっくっ……その割には、身体が震えておるぞ？」

「こ、これは武者震いだ！」

　そうはいったものの、アッシュから見ても、シルヴィアが意地を張っているのは明らかだった。

「ならば、そなたの度胸を試してやる」

　アヴドーチャは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべると、部下に向けて手を伸ばした。部下は腰に提さげていた半月刀を抜くと、アヴドーチャに恭うやうやしく手渡した。

「やめろ！」

　シルヴィアをかばおうと駆け出したアッシュだが、アヴドーチャの部下に行く手を阻まれた挙げ句、羽は交がい締じめにされてしまう。

「くそ！　離せ！」

　アッシュが暴れても、戦士たちは悠然と構えている。いくら〝学院一の問題児〟といえども、百ひやく戦せん錬れん磨まの戦士には敵かなうべくもない。

「くくっ……運が良いのぅ、アッシュ。そなたの立ち位置は、特等席と心得よ」

　アヴドーチャは愉たのしげに告げると、バジリスクをゆっくりと進ませた。

　シルヴィアとの距離がますます詰まる。

　ついには、バジリスクの舌が伸びて、シルヴィアの頰ほおをぺろりと舐なめ上あげた。

「……ひぐっ！」

　辛うじて悲鳴は吞のみこんだものの、シルヴィアが怯おびえているのは明らかだった。

「妾わらわを見よ、シルヴィア！」

　雷鳴のごとき一喝を受け、ついに観念したのか、シルヴィアは両手を左右に広げた。

　そして、凛りんとして宣言したのである。

「私は……騎士としての死を望む！」

「その意気や良し！」

　アヴドーチャが半月刀を振りかざす。

「やめろおおおおおおっ！」

　アッシュの絶叫も空むなしく、無慈悲な刃やいばが振り下ろされる。

　──ザシュッ！

　斬きられた。

　シルヴィアが斬られた。

　アッシュは確かに、そう思った。





　　　　◇






「……？」

　シルヴィアは倒れなかった。

　血も流れてはいない。

　不思議なことに、痛みすら感じることはなかった。

　次の瞬間──シルヴィアは、自らの身体を枷かせのように締めつけていた制服が、その圧迫感を失ったことに気づいた。

　はらり、はらりと、雪のように舞い散る布きれ。

　シルヴィアは激しい羞しゆう恥ちに襲われた。

「くっ……一度ならず、二度までも！」

　なんと、アヴドーチャはシルヴィアの肉でもなく、骨でもなく──衣服だけを斬り裂いたのである。

　皮をむかれたリンゴの身さながら、あらわとなる素肌。

　奇くしくも、それは先日、シルヴィアがヴェロニカから受けた仕打ちと同じだった。

　衣服と下着の切れ端をまといつかせただけの、限りなく全裸に近い半裸。

　シルヴィアは胸もとを両手で隠すと、その場でうずくまってしまう。アヴドーチャの憐あわれむような視線が、むき出しの肌を突き刺してくるのがわかった。

「姫よ！　そなたは確か、騎士としての死を望んだはずじゃな？　それがどうだ？　たかが裸を衆目にさらしただけで、今度は婦女子に逆戻りか？　反へ吐どが出るわ！　もはやそなたに騎士を名のる資格はない！　殺す価値もない！」

「私は……私は……！」

　アヴドーチャの叱しつ責せきを浴びながら、シルヴィアは激しい昂たかぶりを覚えていた。

　全身がガクガクと震えている。

　恐こわくて震えているのではない。今度こそ、本当に武者震いだった。




　──そうだ……この女のいう通りだ。私はなにを恥じらっているのだ？　これでは、ただの婦女子ではないか。そんな私が騎士を名のるとは……本当にお笑わらい種ぐさだ！　悔しいが認めよう。私には覚悟が足らなかった。姉上に叱しかられるのも当然だ……！




　──さあ、覚悟を決めるのだ、シルヴィア・ロートレアモンよ！　私はどこを目指せばいい？　立派な騎士？　そう、それも確かにひとつの目標ではあった。だが、そんな生ぬるいことをいっているから、姉上に叱られるのだ。さあ、考えろ。私はシルヴィア・ロートレアモンなのだ！　私にしかたどり着けない境地はどこにある？　それをこいつの前に示さぬ限り、私に未来はない！




　その瞬間、シルヴィアの脳裏に天啓のごとく、ひとつの解答が降って湧わいた。
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「ふっ……礼をいうぞ、アヴドーチャ」

　突然、シルヴィアが晴れやかな表情を浮かべたので、アッシュは面食らった。

　シルヴィアに背を向けようとしていたアヴドーチャも、怪け訝げんそうな顔をした。

「気でも触れたか？」

　アヴドーチャが浮かべているのは、明らかに嘲ちよう笑しようだった。

　と、シルヴィアは胸を隠していた両腕をあっさり下ろすと、優雅ともいえる仕草で立ち上がったのだ。

「姫様……？」

　アッシュは慌てて、シルヴィアの裸体から目を逸そらそうとして──できなかった。

　決して、劣情のせいではない。

　燦さん然ぜんとして、まるで内側から滲にじみ出るような輝きから、どうしても目が離せなくなってしまったのだ。

　それは、アヴドーチャやその部下たち、そして人質の面々も同じらしい。誰だれもが畏い怖ふの眼まな差ざしで、シルヴィアの立ち姿を呆ぼう然ぜんと眺めている。

「アヴドーチャよ。お前が、私に気づかせてくれたんだ。私がいかに弱く、覚悟の足りない姫であったのかをな」

「それがどうした？　妾わらわは当たり前のことをいったまでじゃ」

「その当たり前のことに、私は気づいていなかったのだ。本当に恥ずかしい……だが、たった今、私は生まれ変わる！　過去の私は、お前に斬きられて死んだ！　そして、新たなシルヴィア・ロートレアモンが生まれたのだ！」

「ほう……その新たなシルヴィアとやらは、なにを目指す？」

　アヴドーチャの眼まな差ざしが、獰どう猛もうな光を帯びる。

　バジリスクが荒々しい鼻息を漏らす。

　それでも、今のシルヴィアはなんら動じなかった。




「私は騎士王パラデインになる女だ！」




　石造りの教会に、その宣言は朗々と響きわたった。

「くっ……くははっ！　なにをいい出すかと思えば……そなたが騎士王パラデインじゃと？　いいもいったり！　じゃが、そのためにはまず、この窮地を切り抜けねばならぬ。さあ、そなたはどうするつもりじゃ？」












　意外にも、シルヴィアは笑った。

「どうもしない。私は騎士王パラデインになる女だといっただろう！　私には、私を支えてくれる仲間がいる。姉上のような家族もいる。今はただ、皆を信じて〝来たるべき時〟を待つのみだ！」

「ははっ！　それまでに、そなたの命を奪うこともできるのじゃぞ？」

「そのときは、私の器がその程度でしかなかったということだ」

　シルヴィアが凛りんとして宣言するのと同時に──。

　大地が激しく鳴動し、教会の床からすさまじい魔力の波が噴き上げた。

「待たせたな、アッシュ！」

　床にうがたれた大穴から、聖騎甲アークを装備したレベッカとグレンが飛び出してくる。

「──敵襲だ！」

　アヴドーチャの配下が叫んだ。たちまち、戦士たちは結集し、レベッカとグレンに立ち向かう。アッシュを羽は交がい締じめにしていた戦士も例外ではなかった。

「顕現せよ、一撃必中の魔ま槍そう！　その銘なはゲイ・ボルグ！」

　レベッカの魔槍に続き、グレンも聖天竜騎士アーク・ドラグナーとしての固有魔装を召喚した。

「顕現せよ、疾風迅雷の魔剣！　その銘はカラドボルグ！」

　アッシュは目をみはった。

「あれがグレンの固有魔装か……！」

　魔剣カラドボルグは、グレン自身の背丈にも匹敵する、規格外の大剣だった。そんな得物を軽々と振り回す姿は、まさしく疾風迅雷、ヴェロニカの親衛隊長を務めるにふさわしい姿といえた。

「ふん……小こ癪しやくな者どもじゃ」

　呪じゆ詛そのようにうめきながらも、アヴドーチャは笑っていた。まだそれだけの余裕を保っていられる理由が、アッシュには理解できない。

　と、アヴドーチャは急にバジリスクの背から飛び降りると、祭壇の裏側に駆けこんだ。

「……まさか！」

　アヴドーチャの意図に気づいたアッシュは、ぎりっと奥歯を嚙かんだ。慌ててアヴドーチャを追いかけようとするも、バジリスクが行く手を阻む。

　バジリスクのぎょろりとした眼まな差ざしが、アッシュを捉とらえる。

「くっくっく。妾わらわにはまだ、この爆弾がある。そなたらの負けじゃ」

　アヴドーチャは祭壇の陰でほくそ笑んでいる。

　頼みの綱のレベッカとグレンは、まだ敵の戦士を相手に奮戦中だった。さすがは山岳育ちの戦闘民族だけあって、聖天竜騎士アーク・ドラグナーを相手に踏み留とどまっている。

　無論、レベッカとグレンが本気を出せば、勝負は一瞬で決まるだろう。だが、それでは相手を確実に殺してしまうし、下手をすれば教会ごと吹き飛ばすことになりかねない。

　──どうすればいい？

　このままでは、アヴドーチャが爆弾のスイッチを押してしまう。いや、それ以前に、目の前のバジリスクをどうにかしなければ、祭壇に近づくこともできない。

　だが、生身の人間がバジリスクを相手に戦うなど、無理がありすぎる。

「ふしゅう……」

　刹せつ那な、バジリスクが不気味な吐息とともに、地を蹴けった。

　四本の足を小刻みに動かして、床を滑るように猛進してくる。

「なっ……！」

　あまりの速さに、反応が遅れた。頭ではわかっているのに、足が動かない。まるで石化の魔法を食らったかのように、身体が硬直してしまっている。

「うわあああああああああっ！」

　アッシュは為なす術すべもなく絶叫した。

　バジリスクの口こう蓋がいと舌が、視界一杯に迫る。

　自分の身体が無惨にも食い千切られ、真っ二つにされる光景が、脳裏にありありと浮かんだ。
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「なんということだ……！」

　シルヴィアは咄とつ嗟さに目を塞ふさいだ。アッシュが獣けものの牙きばに引き裂かれる場面など、正視できるはずもなかった。

「わたしは……なんて無力なんだ。なにが騎士王パラデインだ……！」

　シルヴィアはがくりと膝ひざをついた。

　ぽとり、ぽとり……と、涙がこぼれ落ちて、石畳を濡らしていく。

「おお……なんと神々しい光だろう……！」

　そのとき、人質の誰だれかが、まるで神を賛美するかのような口調でつぶやいた。

　その言葉は、次々と周囲の人質に感染していく。

「…………？」

　涙を拭ぬぐいつつ、シルヴィアは顔をあげた。

　蒼あお白じろい光が、視界一杯に広がっている。

　やがて、堂内を満たす光輝が収まると同時に、シルヴィアは胸を熱くした。

「アッシュ……！」

　聖騎甲アークを装着したアッシュが、片手一本でバジリスクの顎あごを食い止めていた。
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　熱い。左腕の〈星せい刻こく〉が熱い。

　あまりに膨大な魔力の奔流に、危うく意識を持って行かれそうになる。

『──待たせたわね』

　ようやく、エーコの声が脳裏に響いてきた。

「ったく……危うくこいつの餌えさになるところだったぜ」

　聖騎甲アークの魔力が全身に漲みなぎるのを感じつつ、アッシュは苦笑を漏らした。

　改めて、自分の身体を見下ろす。あたかもシルヴィアの瞳ひとみを彷ほう彿ふつとさせる、蒼氷色アイス・ブルーを基調とした聖騎甲アークだった。

「サンキューな、エーコ」

『べっ、別に……あんたのためじゃないわ。クレープのためよ！』

　頰ほおを染めて反論するエーコの姿が、目に浮かぶようだった。

「バカな！　そなたも聖天竜騎士アーク・ドラグナーじゃと？　そんな情報は──」

　輝かしい聖騎甲アークを前に、アヴドーチャは愕がく然ぜんと目をみはっている。

「俺おれのパルは特別なんだよ！」

　叫ぶと同時に、アッシュはバジリスクの顎あごを無造作に押し返した。先ほどの威嚇はどこへやら、バジリスクは明らかに気け圧おされている。

「いい子だ。獣けものってのは、自分より強い相手には敏感らしいな」

　アッシュが一歩を踏み出すと、バジリスクは大人しく後退した。

「そうだ、俺はお前よりも強い！　地竜アーシアの眷けん属ぞくよ、お前に少しでも知恵があるなら、そこに跪ひざまずけ！」

　アッシュの一喝に恐れをなしたバジリスクは、なおも迷っていた様子だったが、哀れっぽい鳴き声を漏らすと、ついに膝ひざを屈した。

「そうだ、それでいい」

　アッシュは軽々と、バジリスクの背に飛び乗った。

「ああっ！　妾わらわのクーちゃんをどうするつもりだ！」

　アヴドーチャが悲痛な叫びを放つ。

「クーちゃん？　なんだ、見た目の割に可愛かわいい名前があるんだな」

　アッシュが苦笑交じりに話しかけると、クーは恥ずかしそうに身をくねらせた。

「形勢逆転だな、アヴドーチャ。行け、クー！」

　アッシュに腹を蹴けられたクーは、勇壮な雄叫おたけびとともに、祭壇に向けて突進した。

「こ、こら、クーちゃん！　そなたの主人は妾じゃというのに！」

　あたふたと慌てるアヴドーチャの姿は、まるっきり子どもだった。

　クーの背中に揺られつつ、アッシュは固有魔装の情報を検索。

　たちまち、脳裏に見たこともない武器の設計図が展開される。

　その性能、及び付加効果の情報が判明した途と端たん、アッシュは満足の笑みをこぼした。

　アッシュの提案に、エーコは見事に応こたえてくれたのだ。

　クーが地竜アーシアのごとく駆ける。

　ぐんぐんと祭壇が迫る。

　アヴドーチャの青い顔も迫る。

「顕現せよ……絶対氷河の聖騎銃──」

　アッシュの呪じゆ文もんに呼応して、銃身の長い騎銃が顕現する。

　それは、帝国製の狙そ撃げき銃じゆうのようでもあり、騎士槍ランスのようでもあった。

　照準を祭壇に合わせる。

　ボルトを引く。ジャコッという重々しい金属音と同時に、給弾完了。

「その銘なはブリューナク！」

　叫ぶと同時に、アッシュはトリガーを引いた。

　耳をつんざく轟ごう音おんとともに、魔力弾が撃ち出される。直後、排はい莢きよう口から重たげな空薬やつ莢きようが飛び出して、ガランと足元に転がった。

「くっ……！」

　発砲と同時に、アッシュはすさまじい反動に襲われて、クーの背中から転落しそうになったが、それも一瞬のこと、聖騎甲アークのおかげで踏み留とどまることができた。

　魔力弾が祭壇を直撃すると同時に、蒼あお白じろい閃せん光こうが走る。

「後退だ、クー！」

　アッシュの命令に呼応して、クーは祭壇とは逆の方向に向けて駆け出した。

「なんと……！」

　アヴドーチャが驚きよう愕がくの叫びを放つ。

　氷結魔法の術式が発動し、きらきらと輝く氷晶が顕現したのだ。

　氷晶は次々と増殖し、設置された爆弾ごと祭壇を吞のみこんでいく。

「ア……アヴドーチャ様ぁああ！」

　のみならず、アヴドーチャの部下たちをも、容赦なく凍らせていく。

「やったぞ……！」

　アッシュは会心の笑みを浮かべた。

　帝国製の爆弾に対抗するには、専門家の協力が必要不可欠だ。騎士国や王国にも、亡命した帝国人科学者は存在するが、そのような人材を呼んでいる時間的余裕はない。

　ならば、魔法の力で爆弾を凍らせてしまい、機能を停止させてしまえばどうだろうか──というのが、アッシュの作戦だった。

　アッシュがエーコに頼んだのは、氷属性の聖騎甲アークだったのだ。

　もちろん、シルヴァヌスの控え室で読みふけった小説『天空の竜騎士物語』から得た着想に他ほかならない。〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉は氷結魔法によって、機械装置の作動を阻止したのだ。

　無論、実際に効果があるのかどうかは、賭かけだったのだが──今のところ、氷漬けとなった爆弾は作動していない。

「ま、待つのじゃ！　妾わらわは──……」

　かろうじて氷結魔法の効果範囲から逃れていたアヴドーチャもまた、ついには氷の像と化した。

　完全に凍りつく寸前、アヴドーチャがなにをいいかけたのかが気になったが、これにて聖ヴァレリア教会占拠事件は幕を閉じた。
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　百名に及ぶ人質は、無事に解放された。

　氷の像と化したアヴドーチャとその一味は、大工の棟とう梁りようの協力を得て、次々と運ばれていった。歴戦の猛者たちといえども、氷漬けにされた挙げ句、地竜アーシアが引く荷車に乗せられていく姿は、哀れとしかいいようがない。

　アヴドーチャのペットということで、クーも親衛隊が連れて行った。ヴェロニカがクーを丁重に扱うことを、アッシュは密かに願った。

　それよりも、今は目の前の仕事をこなさねばならない。

　アッシュは不謹慎とは承知の上で、凍りついた祭壇に上がると、今なお磔はりつけにされているジェシカの救出に当たった。

　幸いにも、氷結魔法がジェシカに及ぶことはなかった。ただし、むき出しとなったジェシカの肌を見ないように作業するのは、骨が折れた。

　やっとの思いで縄を切断し、ジェシカの身体を横抱きにしたそのとき──

「んっ……」

　アッシュの腕の中で、ジェシカがゆっくりとまぶたを開いた。

　自分を抱いているのがアッシュだと気づいた途と端たん、ジェシカは目を丸くした。

「あ、あなたは……アッシュ・ブレイク？　どうして……聖騎甲アークを……？」

「えっ？　いや、これはだな……」

　アッシュは自分の失態を悟った。

　まさか、ジェシカがこんなに早く目を覚ますとは思ってもいなかったのだ。

　聖騎甲アークを解除する方法をアッシュは知らない。エーコの魔力が途絶えるまでは、このまま装備し続けるしかないのだ。

　もはや、この状況でごまかし通すのは無理だと、アッシュは諦あきらめた。

「……そうだよ。俺おれが〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉だ。今日の聖騎甲アークは銀色じゃないけどな」

　アッシュが大人しく白状すると、ジェシカはポッと頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

「氷結魔法で機械式の爆弾に対抗するなんて、まるで本物の〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉ですわ！　はぁん、アッシュ様！」

「様っ!?」

　アッシュはギョッとした。ジェシカの目がウルウルと潤んでいる。

　しかも、今のジェシカは下着姿だ。豊満なバストの谷間が、嫌でも視界に飛びこんでくる。今さらながら、その艶なまめかしい姿にドキリとしてしまう。せっかくの聖騎甲アークといえども、ジェシカの色気の前には、なんの役にも立たなかった。

「わたくし、初めての場所は教会の祭壇でって、決めてましたの……」

「ウソつけ！　今考えただろ！」

「お願いですわ、アッシュ様。今ここで、あなたの子こ胤だねを……！」

　あろうことか、ジェシカは今にも下着を脱ごうとしている。しかも、ブラより先にショーツに手をかけている。

「脱ぐ順番がおかしいだろ！　ていうか、脱ぐな！」

　アッシュは慌てて、ジェシカの手を押さえつけた。

「問題ありませんわ」

　少しずつ、ジェシカの艶めかしい下腹部があらわとなっていく。さらには、その下の部分までもが──。

「待て待て！　どんだけ不謹慎なんだよ！」

「さあ、アッシュ様……聖ヴァレリア様も見ていますわ」

「ヴァレリア様は法の番人だ！　逮捕されるって！」

「ふふっ……意外と照れ屋さんですのね」

　ジェシカの甘い吐息が、アッシュの鼻孔をくすぐる。

「うっ！」

　不覚にも、アッシュはめまいを起こしそうになった。危うく、ジェシカを抱いたまま祭壇から転がり落ちそうになってしまう。

　そのとき、背後からレベッカが声をかけてくれた。

「おい、アッシュ。そいつのことはわたしに任せて、君はシルヴィアの面倒を見てやれ」

　レベッカは既に聖騎甲アークを解除して、親衛隊の作業を手伝っていた。仕事はまだ山積みのはずだが、アッシュの状況を見ていられなくなったのだろう。

「すみません、レベッカさん」

　アッシュは恐縮しつつ、ジェシカの身柄をレベッカに預けた。

「はぁん、アッシュ様、お待ちになって！」

「わ、悪い……また今度な！」

　ジェシカの残念そうな声を背に、アッシュはシルヴィアのもとへ駆け出した。

　走っているうちに、ようやく聖騎甲アークはきらきらと霧む散さんした。




　シルヴィアは壁際にたたずんでいた。

　親衛隊から支給された毛布を羽織っているので、一度は衆目にさらされた素肌は隠れている。ただし、その流麗なボディ・ラインは、なかなか隠しきれるものではない。悩ましい曲線美から努めて目を逸そらすと、アッシュはシルヴィアに声をかけた。

「よお、姫様。その……大丈夫か？」

　うまい言葉が見つからず、そんなことしかいえない自分が、無性にもどかしかった。

「ああ、怪け我がはない。またしても……お前に助けられたな」

「俺おれのしたことなんて、大したことないさ。むしろ、姫様のほうがカッコ良かった」

「なっ……なにをいって──あっ……！」

　頰ほおを染めたシルヴィアは、安心して力が抜けてしまったのか、ふらりとよろめいた。

「……危ない！」

　アッシュは咄とつ嗟さに手を伸ばすと、シルヴィアの身体を抱き留とめた。

　シルヴィアの身体を隠していた毛布が、ふわりと宙を舞い、足元に落ちた。

「だっ……大丈夫か？」

　シルヴィアの素肌から目を逸らすため、ほとんど真上を向きながら、アッシュは恐る恐る訊たずねた。

　ほんの一瞬、鉄てつ拳けん制裁を予感したものの、今のシルヴィアからは、普段のような怒気は感じられなかった。

「す、すまない。今いま頃ごろになって、その……腰が……」

　シルヴィアは涙目になっている。

　アッシュが支えていなければ、まともに立っていられないようだった。

「だったら、俺が背負ってやるよ」

「えっ？　し、しかし……」

「遠慮すんなって」

　アッシュは笑うと、シルヴィアを軽々と背負った。

　最初は恥ずかしがっていたシルヴィアだが、やがて大人しく、アッシュの首に腕を回してきた。

　その瞬間、シルヴィアの柔らかな乳房が、アッシュの背中で形を変えるのがわかった。

「……っ！」

「どうした、アッシュ？」

「な、なんでもない……」

　予想外の感触に鼓動を高鳴らせつつ、アッシュは新たな一歩を踏み出した。





　　　　◇






　アッシュに背負われ、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスに向かう途中、

「……？」

　シルヴィアは不思議な感慨を覚えていた。

　──どうしてだろう？　アッシュに背負われていると、無性に懐なつかしい気がする。わたしは、この背中を知っているのか……？

　気を抜くと涙が出そうになるくらい、それは懐かしい感触だった。

　もっとも、アッシュの背中から伝わる温ぬくもりが無性に心地良くて──。

　いつしか、シルヴィアはうとうとと、微睡まどろみ始めたのだった。





"Paladin ～A.S.B.1365.5～" is closed.








エピローグ









　それから二日後。

　自室の床に布団を敷き、ぐっすりと眠っていたアッシュは、ハッと目を覚ました。

「ちょっ……エーコ？　またかよ……！」

　エーコがベッドから転がり落ちた挙げ句、こちらの寝床にもぐりこんできたのだ。

　相変わらず、睡眠中のエーコは全裸だった。

　カーテンの隙すき間まから射さしこむ朝陽が、雪のように白い素肌をうっすらと照らし出す。ドクンと心臓を跳ね上げると、アッシュは慌てて視線を逸そらした。

「ふにゅう……」

　そんなアッシュの気も知らず、エーコは寂さみしがり屋の赤ん坊さながら、肌を密着させてくる。アッシュは嫌な予感に駆られた。エーコがこんな風に甘えてくるのは、決まって「ある行為」の前兆だからだ。

「……うっ！」

　案の定、アッシュは胸もとにくすぐったい感触を覚えて、ぞくりとした。

　そう、エーコが甘嚙みを始めたのだ。

「はむはむ……」

　薔ば薇らのつぼみを思わせる唇。皮膚に柔らかく食いこむ牙きば。そして、ちろちろと肌を舐なめてくる舌。それ自体は幼竜の本能的な行為なので、仕方がないのだが──。

「エーコ……だ、駄目だ…………それ以上は……………………うっ！」

　アッシュが危き惧ぐを覚えたときにはもう、エーコは顎あごに力をこめていた。もはや甘嚙みの領域を楽々と突破して、牙が肉に突き刺さってくる。

「いててててっ！　だから、それ以上はヤバいっていってるだろうが！」

　身み悶もだえしつつ、寝床で格闘していると、突然、部屋の扉がドンドンと叩たたかれた。

「アッシュ、早く起きるんだ。ヴェロニカ王女がお呼びだぞ！」

　扉ごしに聞こえてきたのは、レベッカの粛しゆく然ぜんとした声だった。





　　　　◇






　アッシュはレベッカに連れられて、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスを目指した。エーコは目覚めなかったので、寮に置いてきた。

「そういえば……姫様とマックスは一緒じゃないんですか？」

「シルヴィアはとっくに艦内だ。マックスは……ＳＫＦＣの新たなポスターを剝がしている。どうしても我慢できないといってな」

「またですか？　今度はなにを告知してきたんです？」

「口で説明するより、見たほうが早い」

　そういって、レベッカは小さく折りたたまれた紙片をポケットから取り出した。アッシュは紙片を受け取ると、折り目を開いて文面に目を通す。




　会長交代の告知




　わたくし──ジェシカ・ヴァレンタインは、このたび生徒会役員（庶務）に就任することが決定しましたので、本日をもってＳＫＦＣの会長を辞任します。

　後任は、副会長のリネット・ワース（基礎課程ユニオス三年）に引き継ぎます。





　　　前ＳＫＦＣ会長　ジェシカ・ヴァレンタイン（上級課程シニオス一年）






「……なんです、これ？」

「見ての通りだ。ＳＫＦＣ全員が〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の正体を知ったりしたら、とんでもないことになるからな。真実を知ったジェシカだけをこちらの陣営に引きこむことで、情報漏ろう洩えいを未然に防いだというわけだ」

「すみません……ジェシカさんにバレたのは、俺おれのミスです。とはいえ、あんな人とこれから生徒会で顔を合わせるわけですか……。先が思いやられますね」

「ジェシカは突拍子のない奴やつだからな。無理やり押し倒された挙げ句、いろいろと搾り取られんよう、気をつけることだ」

「ななっ、なにをいってるんですか！」

「それよりも、だ。君とエーコは毎日、あのように寝床の中で戯れているのか？」

　唐突な質問に、アッシュはドキリとした。

「ま、毎日じゃないですよ！」

　顔から火が出る思いで、慌てて否定する。

「あんな風に迫られて……その、健全な男子としては、なんとも思わないのか？」

　レベッカにしては珍しく、遠慮がちな口調だった。

「べ、別に……エーコは俺のパルですから。そう、あいつは竜族なんですよ！　なんとも思いませんってば！」

「本当だな？」

「ほ、本当です」

「どもったぞ？」

　レベッカは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて、アッシュの顔を覗のぞきこんできた。

「ああもう！　これ以上、いじめないでくださいよ！」

「すまんすまん。君をイジっていると、ついつい調子に乗ってしまうようだ」

「お願いですから、自重してください……」

　やがて、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスの威容が見えてきた。





　　　　◇






　予定では、今日はヴェロニカがアンサリヴァンを発たつ日でもある。それほど大した用事ではないだろうと踏んでいたアッシュだが、操そう舵だ室の扉をくぐった途と端たん、驚きよう愕がくした。

「だっ……〝断罪のアヴドーチャ〟!?」

　あろうことか、艦長席で悠然と構えるヴェロニカのかたわらには、あのアヴドーチャが控えていた。相変わらずバジリスクに騎乗しているので、やたらと目立っている。

　どうやら、氷漬けからは生還できたようだ。人殺しにならずにすんだことには安あん堵どしたものの、どうしてアヴドーチャが我が物顔で操舵室にいるのだろう？

「……すべては姉上の策略だったというわけだ、アッシュ」

　うんざりとした顔で、先に到着していたシルヴィアが溜ため息いき交じりに告げた。

　シルヴィアの背後には、コゼットとプリムの姿もある。どちらもニコニコと微笑ほほえんでいるところを見ると、案外、事前にすべてを知らされていたのかもしれない。

「策略って……どういうことだよ？」

「要は、不肖の妹を鍛え直すための茶番だったというわけだ」

　シルヴィアに代わって、ヴェロニカが悪びれる様子もなく、堂々と答えた。

　ヴェロニカのそばには、親衛隊長グレンの姿もあった。心なしか、憮ぶ然ぜんとした顔に見えるのは、気のせいだろうか。

「あの一部始終が……茶番？」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。さりげなくレベッカの横顔を窺うかがうと、驚いた様子はない。

「もしかして……レベッカさんは気づいていたんですか？」

　レベッカは苦笑した。

「確信はなかったが、怪しいとは睨にらんでいた。あの〝断罪のアヴドーチャ〟にしては稚拙なテロだったし、シルヴィアが巻きこまれたのも、偶然にしてはできすぎている」

　アッシュはふと、聖騎銃ブリューナクを撃つ寸前、アヴドーチャがなにかをいいかけていたことを思い出した。要は、すべてはヴェロニカの策略であり、あのテロが茶番だったという事実を伝えたかったのだろうが、その前に氷結魔法が炸さく裂れつしたというわけだ。

「じゃあ、もしかして……あの爆弾も偽物だったんですか？」

　アッシュの問いに、アヴドーチャはあっさりと答えた。

「いや、本物じゃ。あの茶番劇は、妾わらわが率いる外人部隊の訓練も兼ねておったのでな」

「なっ……！」

　アッシュは絶句した。

「アヴドーチャよ。改めて挨あい拶さつするがよい」

　ヴェロニカにうながされ、アヴドーチャは不承不承ながらも、自己紹介を始めた。

「皆も知っての通り、妾は永らく反政府組織で活動しておったわけじゃが……五年前、ヴェロニカの暗殺任務に失敗した。その際、こやつの軍門に下ったのじゃ。今では、ヴェロニカが創設した外人部隊の隊長として働いておる。妾としては、屈辱の極みじゃが……」

「じゃあ、どうしてヴェロニカ王女に従っているんです？」

　アッシュの素朴な疑問に、アヴドーチャは露骨に眉まゆ根ねを寄せた。

「いったであろう？　妾はずっと、生き別れになった妹を捜しているのじゃ。名はシャマラという。あの子を見つけ出すまでは、この命を捨てるわけにはいかぬ」

「妹さんの話は本当だったんですね」

「生きておったら、今年で十五になるはずじゃ。いかんせん、あの子が四歳のときに離れ離れになってしまったのでな。どのような娘に成長しているのかは、想像するしかないのじゃが──」

　しんみりとした場を容赦なく破ったのは、ヴェロニカだった。

「貴様らには、王家の問題に無理やり付き合わせてしまう形となったわけだが、おかげでシルヴィアも少しは成長したようだ。通信士官、例の録音を再生せよ」

「了解です！」

　通信士官が、手もとのパネルを操作する。数秒後、ややノイズ交じりながらも、シルヴィアの音声が再生された。

『私は騎士王パラデインになる女だ！』

　シルヴィアは真まっ赤かになった。

「や、やめてください姉上！」

「ふふっ……なんど聞いても、良いものだな」

　そんなに嬉うれしそうなヴェロニカの表情を、アッシュは初めて目の当たりにした。厳格すぎるほど厳格な人だとばかり思っていたのだが。

「うふっ。アッシュ様は、このシルヴァヌスの名前の由来をご存知ですか？」

　いつの間に忍び寄っていたのか、コゼットがアッシュの耳もとでささやいた。

「いや、知りませんけど」

「シルヴァヌスとシルヴィア。なんとなく、似ていると思いませんか？」

　たちまち、アッシュは噴き出した。

「なんだ……要するに、ものすごく妹想おもいってことじゃないですか」

　コゼットは微笑を返すと、再びシルヴィアの背後に戻った。

「あれ？　そういうことなら、姫様の縁談はどうなるんです？」

　アッシュの素朴な疑問に、ヴェロニカは「ふん」と鼻を鳴らした。

「今回はシルヴィアの決意に免じて、許してやろう。ただし、少しでも次代の騎士王パラデインにふさわしからぬ振る舞いに及んだときには──わかっておるな？」

　艦長席からじろりと睨にらまれて、シルヴィアはやや気け圧おされたように見えたが、

「望むところです、姉上」

　以前のシルヴィアとは違い、毅き然ぜんと答えたのだった。





　　　　◇






　予定通り、魔ま導どう艦かんシルヴァヌスはアンサリヴァン市を発たった。

　校舎の前には市長や学院長をはじめとする重じゆう鎮ちんと、レベッカを筆頭とする生徒会役員たち、そして聖竜マエストロクー・フリンと、聖竜マエストロランスロットの姿もあった。

「なあ、アッシュ。君はアヴドーチャ殿が起こしたテロが、本当に単なる茶番劇だったと思ってはいないだろうな？」

　蒼そう穹きゆうに浮かぶ艦影を見送っていたら、レベッカが悪戯いたずらっぽい視線を向けてきたので、アッシュは面食らった。

「えっ？　それ以外の意味なんて、あったんですか？」

「無論だ。まず、ヴェロニカ王女がアンサリヴァンを訪問すると聞いて、多くの不穏分子が市内に潜入したのは間違いない。だが、あの〝断罪のアヴドーチャ〟が真っ先にテロを起こしたことで、そうした連中は出鼻を挫くじかれたことだろう」

　アッシュは目をむいた。

　そこまで考慮した上で、ヴェロニカはあの茶番を起こしたというのか。

「それだけではないぞ。わたしたちが教会に注目している間も、裏ではヴェロニカ王女の配下が立ち回り、不審者を次々と検挙していたのだ。もしかしたら、屍灰竜ネクロマンシア事件の関係者が含まれていた可能性もあるな」

「じゃあ、検挙された連中は、今いま頃ごろ……？」

「シルヴァヌスの腹の中さ。首都に戻ったら、厳しい尋問が待ち受けているだろう」

「なんて人だ……！」

　ヴェロニカはそこまで計算した上で、このアンサリヴァン市を訪れたのだ。

　それだけでもお腹なかが一杯になりそうな作戦だというのに、同時にシルヴィアの成長をも促したのだから、もはや舌を巻くしかない。

　と、今度はシルヴィアが不機嫌そうにつぶやいた。

「姉上は聡そう明めいなお方だ。ひとつの行動を起こすことで、必ず複数の成果をつかみ取る。昔から、そういう人だったな……まだまだ、私なんかは遠く及ばない」

「いや、姫様なら大丈夫だろ」

　アッシュは力強く断言してみせた。

「なっ……！　ど、どうして、そんな風にいい切れるのだ!?」

　案の定、シルヴィアは頰ほおに朱を散らしている。

「だってさ──」

　アッシュは微笑を漏らすと、空の彼方かなた、ますます遠ざかる艦影に目を凝らした。

　そう、理由なんて単純だ。

　離陸の間際、ヴェロニカがシルヴィアに向けて放った言葉が、アッシュの胸には今も強く、印象に残っているのだから──。







「シルヴィアよ！　いつか騎士王パラデインとなって、この私を跪ひざまずかせてみるがよい！」





"The Knight of ECO II" is Closed.














あとがき




　六月に『星せい刻こくの竜騎士ドラグナー』が発売されて間もなく、友人からこんなメールをもらいました。

『君の名前がニュースに出ているぞ』

　もちろん、悪いことをした覚えはありません。戦々恐々としながらリンク先を覗のぞいてみると、そこはアキバ系のニュースサイトで、「『星刻』が売れている」との記事が！

　一瞬、我が目を疑いました。その事実を裏付けるように、発売日から一週間と経たたずして、今度は担当の庄しよう司じさんから緊急重版のお知らせを受けました。さらには海外翻訳版の打診まで。ひとえに読者の皆様のおかげです。ありがとうございます！




　あれから三ヵ月が経ち、ようやく『星刻Ⅱ』をお届けできます。

　今作はシルヴィアがメインのエピソードとなっています。

　まずはカバーのシルヴィアをじっくりご覧下さい。美しすぎる……！　庄司さんはやたらと「尻しり！」を連呼していましたが、その気持ちはよくわかります。

　また、ランスロットのデザインは本邦初公開となります。流麗なたてがみと、シルヴィアとおそろいの蒼あおい瞳ひとみが、ランスロットのチャームポイントです。どちらも〆しめさばコハダさんのアイデアなのです。〆しめさばさんのイラストなくして、もはや本作は語れません。

　惜しむらくは、シルヴィア中心のエピソードでありながら、今回はランスロットの出番がほとんどなかったこと。次回は是非、奮闘してもらいたいです。




『星せい刻こく』を出版できたことで、作者自身の日常にもサプライズがありました。

　海かい冬とうレイジさんからは、緊急重版のお祝いとして〝あずにゃん〟のフィギュアを頂戴しました。かわええ……！　自宅スタジオの中で、最も見栄えの良い場所に飾らせてもらっています。今秋発売の『機巧少女』最新作、心待ちにしてますね。

　松まつ野の秋あき鳴なりさんからは『星刻』が発売されて間もなく、祝福のお電話を頂きました。嬉うれしさのあまり、長々と話しこんでしまい失礼しました。来月から始まる『えむえむっ！』のアニメ版、楽しみにしています～。




　今回も庄しよう司じさんと〆コハダさんをはじめ、実に多くの方々のお世話になりました。厚く御礼申し上げます。

　それでは、Ⅲ巻でお会いしましょう。





二〇一〇年九月　瑞みず智ち士し記き











　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　かれこれ２年ほど自重していた音楽制作を再開しました。我が家の初音ミクさんに自作の歌詞を歌ってもらったところ、これが意外と楽しい！　将来、自作曲をネットで公開する日は来る……のか!?
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